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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　湖をひとつ、誰だれかが上空に運んだ挙あげ句く、うっかり派手にぶちまけたのだと──そう言われても驚おどろかないほどのどしゃ降りだった。

　一歩進むたびにぬかるみが足首にまとわりつき、重い泥どろをかき分けるようにしてようよう歩く。山道に入ってからは枝葉が雨あま粒つぶを遮さえぎるようになったが、その代わりとばかりに視界と足場は悪化した。時刻が夜とあってはなおのこと、目と鼻の先の地形もおぼつかない。

「主神よ、主神よ……」「どうか、我らに加護を──」

　すでに湿しつ地ちと化した腐ふ葉よう土どの地面を、先頭を歩く男の光ひかり精せい霊れいだけを頼たよりに、三人の男女が祈いのりながら進んでいく。雨季の熱帯林は緑の匂においでむせ返り、闇やみの中を蠢うごめく生物の気配があちこちから伝わってくる。その全すべてが、今の彼らには途と方ほうもなく不気味だった。

「はぁ……はぁ……うひっ！」

　ぺとり──うなじに何かが落ちてきた感かん触しよくに、男が身み震ぶるいする。慌あわててその辺りを手でまさぐって、ぶよぶよとした不気味な何かが指先に触ふれた。目で確認するのもおぞましく、彼は大慌てでそれを投げ捨てる。

「ま、またヒルが……！」

「落ち着いて……！　驚いて転んだら悲ひ惨さんですよ！」

　後ろを歩く女が仲間をなだめる。それでどうにか落ち着きを取り戻もどし、男も歩みを再開した。森に入ってからは取っていた外がい套とうのフードを再び被かぶり直し、身を縮めるようにして先を急ぐ。蒸むし暑さを気にする余よ裕ゆうもない。長く足を止めていれば泥に吞のまれそうだった。

「……そろそろ、この辺りだったと思うのだけど……」

　道を間ま違ちがえていないことを祈りながら女がつぶやく。と、その直後、先頭を歩く男が大声を上げた。

「……！　おい、灯あかりだ！　灯りが見えるぞ！」

　パートナーの周照灯ランタンを消しながら前方を指差す。後続のふたりが目を凝こらすと、地面から生え伸のびて折り重なった枝葉の向こうから、かすかに光が漏もれているのが見て取れた。三人の表情がぱっと明るくなる。希望そのものを目にした思いで、彼らは光の方向へ足を進めていった。

「着いたぞ、山小屋だ……！」

　凝集光ハイビームで照らし出した視界に、丸太を組み上げた簡素だが大きな建築が、叩たたきつけるような風雨にもびくとも揺ゆるがず存在していた。高たか床ゆか式の設計は浸しん水すいを防ぐための措そ置ちだろう。正面玄げん関かんに向かって重なる階段を早足で三人は上り詰つめ、がっしりとした一枚板のドアを、こぶしで強く叩く。

「おおい、着いたぞ！　早く開けてくれ！」

　両腕うででノックを繰くり返す男。十数秒の間を置いて、扉とびら越ごしに静かな声が響ひびいた。

「──ファオリ記五章十二節。預言者ファオリはいかなる代だい償しようをもってシエ・ラハドの荒こう野やを抜ぬけたか」

　突とつ然ぜんの問いかけに男は面食らう。が、彼も神官のはしくれ。しばらく置いて、どうにか答えを返した。

「ひ……羊六十頭と金一いつ貫かん。それに次男リクタフの大いなる献けん身しん」

　キン、と錠じよう前まえの降りる音が鳴り響き、三人の前で扉がゆっくりと開いた。

「入りなさい」

　促うながされる間もあればこそ、三人は頭から突つっ込むようにして小屋の中に入り込む。室内には周照灯ランタンのぼんやりした灯あかりが点在し、そのひとつひとつを囲むようにして、疲つかれた顔の人々が寄り添そっている。人数はざっと四十人ほど。小屋の広さに比べればかなりの密みつ集しゆう率りつだ。

　ただひとつ、その全員に共通する特とく徴ちようがあった。黒を基調とする衣服の胸むな板いたに、真白く穿うがたれた一点。主神星アルデラミンの意い匠しようを施ほどこした神官服だ。

「どうやら、これで全員揃そろったようだな」

　部屋の奥おくまった位置に孤こ立りつして立つ男が、周囲を見回して人数を数えた末にそう言った。それを聞いて、さっき入ってきた三人組のひとりが声を上げる。

「待ってくれ。ハディンは……ハディン・カルファ司祭はどこだ？　いるんだろう、おれだ。神学校の寄宿舎で同室だったテオリコだ」

　知ち己きを求めて視線をさまよわせる彼に、ひとりの神官が首を横に振ふってみせる。

「カルファ司祭は来ていません。いえ、来られませんでした。……出発の間ま際ぎわになって軍に目を付けられたと聞きます」

「つ──捕つかまったのか」

　苦く渋じゆうの面持ちでうなずく神官を前に、愕がく然ぜんと立ち尽つくす男。それを見て、また別の神官が声を挟はさんだ。

「……そういうこともある。危ない橋を渡わたっているのはこの場の全員が同じだ。今さらうろたえるな」

「ですね。それよりもむしろ、この場を嗅かぎつけられていないかどうかを心配すべきでしょう。いきなり踏ふみ込まれて一いち網もう打だ尽じんなんてまっぴら御ご免めんですし」

　仲間のひとりが軍に捕まったという事実を、神官たちの半数は至ってドライに受け止めている。似たような危険をくぐり抜けた経験が、彼らをひどく現実的にさせているのだ。

「かりそめにも神の僕しもべたる諸君らに、そのような不手際はないものと信じる。あまり時間もないことだ、本題に入らせてもらおう」

　部屋の奥に立つ神官が、そう前置きして被かぶっていたフードを取り去る。中から現れたのは、厳いかめしい顔つきをした少しよう壮そうの男だった。

「ラ・サイア・アルデラミン中央大だい神しん殿でん聖務第六課所属、マステアーロ・グタン助祭だ。聖職者としての位階は諸君らのほうが高いことと思うが、この場には畏おそれ多くも教きよう皇こう猊げい下かよりの言葉を預かって訪れている。猊下その人を前にしていると思って、どうか静せい聴ちようされたい」

　教皇の名前が出たことで、小屋の中にたちまち緊きん張ちようが満ちる。周囲に静せい寂じやくが戻もどるのを待って、グタン助祭は口を切った。

「汝なんじら、聖務に身を投ずる時が来た」

　第一声に、神官たち全員が眉まゆをひそめた。いぶかしむ彼らをまえに、助祭は説明を始める。

「久しく以前より、カトヴァーナ帝てい国こくの信しん仰こうよりの逸いつ脱だつは目に余るものがある。人心は荒こう廃はいし倫りん理りと秩ちつ序じよは失われ、精せい霊れいの恩おん寵ちようを授けたる主神への畏い敬けいと感謝は忘れ去られるばかり」

　語る口調に淀よどみはない。一流の代弁者として、彼は帝国の神官たちに語りかける。

「言うまでもなく、その原因は帝室にあり。信心を蔑ないがしろにした悪政にふける皇族・貴族たちの罪悪は看過しがたい。その走そう狗くたる軍もまた同罪。諸君らにも聞こえよう、刻一刻と彼奴きやつらに迫せまる裁さばきの時の足音が」

「……だから、おれたちに反乱を起こせとでも言うつもりか？」

　年若い神官が、不ふ遜そんを承しよう知ちで言葉を挟はさむ。ありがたいお言葉をおとなしく拝はい聴ちようし続けられるほど、いまの彼らに余よ裕ゆうと呼べるものはない。

「冗じよう談だんじゃないぞ──そんな話を聞きに来たんじゃない。おれたちが知りたいのはただひとつ、いつになったら二国間の国交が回復するのかだ！」

「同感です。北域方面戦争以来、あなたたちという宗教母体と切り離はなされたままの私たちが、帝国内でどれだけ微び妙みような立場に立たされているかはお分かりでしょう!?　総本山への道が閉ざされては例年の巡じゆん礼れいすらおぼつかない！　教皇猊下の承認が必要な位階周りの手続きに至っては、もはや二年以上も延期という名目で放置されたままです！　神学校の卒業生たちも、そのために何者にもなれないままで……！」

「……左様。正式な洗礼を経へて精霊たちに認められないことには、彼らはいつまで経たっても俗ぞく人じんのままだ。先せん達だつが元気な間はまだいいが、我々もいつまでも生きられるわけではない……。このままの状態が続けば、帝国の中で聖職者の存在が絶えてしまう」

　中年の女性神官と年老いた男性神官、それぞれが若い仲間の言葉を引き継ついで補足する。その上で、老人のほうはなおも続けた。

「あるいは──まさかとは思うのだが。総本山は、教皇猊下は、それをこそお望みか？」

　白い眉毛の下に半ば埋うもれた両目が、敵意に近い光をもって相手をにらみつける。グタン助祭は鼻を鳴らした。

「──妄もう言げんを。主神は我らに忍にん耐たいを求め、それは時に長すぎるほどの試練とも成り得るだろう。だとしても、見捨てることだけはけしてない。それは断じて有り得ないのだ」

「だとすれば幸いだ。その言葉通りなら、成算もない反乱の扇せん動どうを命じられることもないだろう」

　強い口調で釘くぎを刺さす老神官。剣けん吞のんとしてきた場に、部屋の片かた隅すみから声が投じられる。

「……だいたいなぁ、あんたらには帝てい国こくの現状が見えてないんだよ。反乱だの何だのって、こっちの民衆にそんな根性はありゃしない。クーデターを経へても変わらず弱よわ腰ごしのまんまだ。いま鼻息が荒あらいのは旧軍ぐん閥ばつに出自を持つ軍人どもだが、それさえ若年の皇こう帝てい陛へい下かに片かたっ端ぱしから捻ねじ伏ふせられてるようなザマで……こんな時勢に、誰だれが政権に抗あらがおうなんて気持ちになれるよ？」

　いささか粗そ野やに過ぎる言動だったが、大勢の本音を代弁していることは間ま違ちがいなかった。周囲から無言の同意を受けつつ、無ぶ精しよう髭ひげを伸のばした男性神官は言葉を続ける。

「総本山がキオカと組んで動いてることは、今となっちゃ子供でも知ってる事実だ。──でもなぁ。それが帝国内のアルデラ教徒の切り捨てを意味するなら、おれたちにも相応の考えってもんがあるぜ」

　危うい光を宿した無数の瞳ひとみが助祭を取り囲む。光ひかり精せい霊れいを腕うでに抱いた女性神官が、そこで立ち上がって告げた。

「帝国内の教徒全すべてを巻き込んだ、アルデラ本部国からの完全な独立……必要とあらば、そういうプランもないではありません」

　仲間たち全員の意志を負った言葉。その圧に晒さらされながら、グタン助祭は口元を綻ほころばせる。

「独立──独立か。大きく出るのはいいが、ひとつ問おう。いったいどうやって？」

　己をにらみつける全員に向かって、彼は真っ向から切り返した。その揺ゆるぎなさは、周囲を取り囲む神官たちのほうが逆に気け圧おされてしまうほど。

「思い出して欲しいのだが、諸君らには何の秘ひ蹟せきも授けられてはいない。俗ぞく人じんを聖職者に召し上げる術すべもなく、精霊が秘ひめた奇き跡せきの一いつ端たんにさえ触ふれることが叶かなわない。今に至るまで全ての聖務は我々が取り仕切り、諸君らは言われるがまま従って来たばかり。であればこそ、総本山と切り離はなされたが最後、諸君らはもはや何者でもなくなる。現に今、そうなりかけているのではないか」

　助祭は淡たん々たんと、丁てい寧ねいに語る。互たがいの立場と力関係を、しみじみと思い知らせるように。

「そうなってしまった諸君らに、今の皇帝がいつまで神しん殿でんの管理を預けておくだろうな？　かの女帝はすでに苛か烈れつな暴政を国内に敷しいていると聞く。歴史を顧かんがみれば、そうした輩やからはじきに望み始めるぞ。神官という邪じや魔ま者ものを押おしのけて、主神の恩おん寵ちようを己おのが一身に独どく占せんしようとな」

　神官たちが言葉を失って押し黙だまる。彼らとて、そうした危き惧ぐに思い至ったからこそ危険を冒してまでこの場に来ているのだ。現皇帝がアルデラ教団に対して好意的であるという話はない。腐ふ敗はい貴族たちと同様、排はい除じよすべき旧悪とみなされることが、彼らには何より恐おそろしい。

　重く静まり返った小屋の中、グタン助祭はため息混じりに肩かたをすくめる。

「……少しばかり脅おどしが過ぎたか。まぁ落ち着きなさい。こちらも反乱を促うながしているわけではない。そこは完全に諸君らの思い違ちがいだ」

　神官たちのいぶかしげな視線に再び晒さらされながら、彼は鷹おう揚ような笑みを浮うかべて言った。

「帝てい国こくに身の置き場がなければ、逃にげて来ればよい」

　再びの沈ちん黙もく。その言葉の意味を、誰だれもが計り兼かねた。

「…………は？」

「逃げ出せ、と言ったのだ。神の恩おん寵ちようなき荒こう廃はいした穢え土どから、光に溢あふれた我らの土地へ」

　耳に馴な染じんだフレーズが神官たちの耳を打つ。光ひかり精せい霊れいを抱いた女性神官が目を見開いた。

「……ファオリ記一章二節。預言者ファオリに授けられた聖務……！」

「そう、大脱出エクソダスだ」

　満足げにうなずいて、グタン助祭は大きく両腕うでを広げた。

「一万か、あるいは二万か。叶かなう限りのアルデラ教徒を率いて帝国を脱だつ出しゆつし、キオカの領土へと逃のがれ出る──それが諸君らに授けられた聖務である」

　聖典の記述をなぞる大たい業ぎよう。予想を超こえたその内容に、誰もが絶句する。

「無論のこと、こちらの勢力圏けんにさえ逃れて来られれば、その先のことは我々が保障しよう。帝国とキオカの間で国境の警備が強化されて久しい昨今、亡命を望む難民たちの数は飽ほう和わ寸前まで膨ふくれ上がっているはず。そうした人々を先導してキオカへと連れ出すのだ──我々の指定する計画に基づいてな。どうだ。下へ手たな反乱などよりも、よほど勝算があるだろう？」

　ゆっくりと吊つり上がる助祭の口元。神官のひとりが、ひどく苦労して言葉を絞しぼり出す。

「……帝国を裏切って、大勢の国民をキオカに売り渡わたせと……？」

「違ちがうな、救い出すのだ。未来のない帝国から罪のない多くの信徒たちを連れ出し、光差す場所へと導く。これに勝る聖務が他にあろうか？」

　気が付けば、助祭の両目に炎ほのおが宿っていた。その目を見れば誰にでも分かる──本人に詭き弁べんを口にしているつもりはまったくないのだと。教きよう皇こう猊げい下かより託たくされたそれを正しよう真しん正しよう銘めいの聖務と信じて疑わない、ひとりの狂きよう信しん者しやの姿がそこにある。

「察しの通り、ラ・サイア・アルデラミンはすでに帝国を見限っている。諸君らも、他の多くの信徒たちも、沈しずみゆく船にこのまま留とどまったところで未来はない。なにしろ現在、帝国内で最高位の神官は誰あろうあのトリスナイ・イザンマだ。帝国に残るということは、あの狐きつねに弄もてあそばれることだけを意味しているが──それを望む者はこの中にいるか？」

　一いつ斉せいに顔を引きつらせる神官たち。全員が同じ言葉を飲み込んでいた。悪名高い宰さい相しように大司教などという地位を与えたのは、他でもない教皇猊下その人ではないのか──と。

「対してキオカでは、大陸の東に広がる開かい拓たく地ちに対して、国民の絶対数が不足している。諸君らが引き連れてきた信徒たちは、万全の支し援えんと共にそこへ送られるはずだ。帝国の無計画なそれとは違う、整然と拓ひらかれる未来が約束された土地にな。

　そして、諸君らには──聖務を成し遂とげた功労者に相応ふさわしい地位が、他でもないラ・サイア・アルデラミンにおいて用意されるだろう。帝国にあっては望むべくもない栄えい達たつが」

　聖務としての重みに加えて、リスクに見合うだけの報ほう酬しゆうがあるのだとグタン助祭は示す。神官といっても聖人君子の集まりではない。だが、聖せい俗ぞくの両方を揺ゆさぶる術すべを、この男は心得ている。

「これ以上の逡しゆん巡じゆんは無用。信しん仰こうを示せ、諸君ら。それのみが主神に報むくいる道である」





＊






「「「「「ぬぁあああああ──っ！」」」」」

　衰おとろえを知らない灼しやく熱ねつの太陽の下、キオカ海軍兵士たちの暑苦しい力み声が響ひびき渡わたる。

　立木に向かって斧おのを打ち付ける者、切り倒たおした木を運ぶ者、最後に残った切り株にロープを結んで渾こん身しんの力で引っ張る者。その全すべてが捕ほ虜りよに課せられる労役だ。楽なものではありえない。

　ニモング港沖での海戦に敗北して虜りよ囚しゆうの身となって以来、海岸から遠く離はなれた帝てい国こく北域辺境の開かい拓たく労働に従事させられている彼らは、その本来の居場所である大おお海うな原ばらをもう長いこと目にしていなかった。

「ひぃ……ぬ、抜ぬけた……」「もうへとへとだよ……いいかげん一息入れても」

　苦戦の末に切り株を引き抜いた兵士たちが、ぜいぜいと息を荒あらげながら弱音を漏もらす。

「まだまだ、だぁ……野や郎ろうども、次の木にかかれぇ」

　作業を命じる海兵隊長グレーキ・アリュザドリの声にも覇は気きがない。故国を遠く離れた場所での労働──それも慣れ親しんだ潮の匂においさえ遠ざけられて、彼らの心身は日を追うごとに擦すり減っていくように思われた。







　と──憐あわれみを誘さそう彼らのそんな姿を、やや遠くの木こ陰かげから眺ながめている軍人たちがいた。

「……疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だな」

「は、しかし、捕虜に課す労役ですので」

　中ちゆう佐さの階級章を付けた将校の言葉に、現場の監かん督とく役を務める中ちゆう尉いが答える。同じ光景を並んで眺めながら、両者の間には微び妙みような空気が流れていた。

「楽をさせるのも良くはないが、あれでは翌日に響くのではないか？　……見ろ、疲つかれ果てて倒れそうな者もいる」

「はぁ、上からの指示通りにやらせているのですが……」

　意見された中尉が弱った顔になる。捕虜たちの管理を受け持つ側からすれば、この状じよう況きようは命令に従って開かい墾こん作業を進めさせているに過ぎない。しかし、中佐のほうにはまた別の感想があった。それは彼自身が、かつて部下と共に捕虜になった経験があることと無む縁えんではないだろう。

　土まみれの体でふらふらと動き回る捕虜たちの姿に、中佐は深くため息をつく。

「……見てられん。今日はもう、彼らに休みを与えなさい。ここよりもずいぶん涼すずしい場所から連れて来られているのだ、ひときわ暑さが堪こたえているのだろう」

「……中ちゆう佐さ殿どのがそうおっしゃるのなら」

「日々の労役についても、作業強度の見直しが必要だ。せっかくの労働力を使い潰つぶしては元も子もない。加えて、彼らには捕ほ虜りよとしての権利が保障されていることも忘れてはいかん」

　捕虜たちの立場に寄った上官の意見に、中ちゆう尉いは釈しやく然ぜんとしない面持ちでうなずくしかなかった。







「おおい、終わりだ！　今日は上がっていいってよ！」

　仲間が放ったその声が耳に届いた瞬しゆん間かん、疲ひ労ろう感かんに支配されていたキオカ兵士たちの顔がぱっと輝かがやいた。

「よっしゃあ！　グレーキ隊長殿の言うとおりになりました！」

「精いっぱい疲つかれて見せた甲か斐いがあるってもんだぜ！」

　周囲を見み渡わたして監かん視しの目がないことを確認してから、彼らはどっかりと地面に座り込んで談笑を始める。その姿から分かるように、彼らは中佐が危き惧ぐしたほどに疲れ切ってはいなかった。早めの休きゆう憩けいを勝ち取るため、疲労困こん憊ぱいの様子を演じてみせたに過ぎないのだ。

「捕虜経験のあるお偉えらいさんが様子を見に来るって話だったからな。あんまり大声で話すなよ、てめぇら。元気すぎて猿さる芝しば居いがばれるぞ」

　そう釘くぎを刺さして、部下ともども一芝居打ったグレーキがにやりと笑う。本来なら部下が音ねを上げようとも容よう赦しやしない彼だが、敵国での労役となれば話は別。頑がん張ばれば頑張るだけ敵の利益になってしまう以上、ここは怠たい惰だを責められない程度に手を抜ぬかせなければならない。

「情報をくれた太たい母ぼ様に感謝しとけ。作業も早々に終わったことだ、俺おれぁ顔を見せてくるぜ。何か言こと伝づてはあるか、てめぇら」

「一日も早くお会いしたいです、と！」「我々の士気に衰おとろえがないことをお伝えください！」「ああああお顔が見たいです太母様ぁぁぁぁぁぁ！」

　兵士たちが口々に熱ねつ烈れつな声を返す。彼らの意思を預かってうなずき、グレーキは身をひるがえして歩き始めた。







「──ってな感じです。どいつもこいつも口を開けば太母様太母様って、二年前からなんの変わりもありませんや」

　労役の任地から見張り付きで馬車に揺ゆられること半日余り。グレーキが訪れたのは、捕虜の中でも将校として高い地位にある者が収しゆう監かんされている施し設せつだった。ここに囚とらわれた者は労役を課されないが、その代わりとして、生活のほぼ全すべてを厳重な監視下に置かれる。

「すまない、きみたちを長く待たせてしまっているね……。捕ほ虜りよ生活がこれだけ経たてば、体調を崩くずしている者もいるだろうに」

　整った顔に物もの憂うげな表情を浮うかべて、「白はく翼よくの太たい母ぼ」ことエルルファイ・テネキシェラ少しよう将しようはそう言った。──亡国の少数民族をはじめ、故こ郷きようを失った人々ばかりを集めて作られたキオカ海軍第四艦かん隊たい。その司令長官を務める彼女は、船乗りとしての優すぐれた手しゆ腕わんと共に、艦隊の部下たち全すべてを我が子と呼んで愛し慈いつくしむ性格で知られている。キオカ海軍の軍服に重ね着た羽毛の羽織り物と、この場にはいない愛鳥ミザイが、彼女のトレードマークだ。

「ご心配は無用ですぜ。戦場でもそれ以外でも、俺おれたちの仕事は体を張ることでしょうや」

「出来るなら甲か斐いのある張らせ方をしたいものさ、きみたちの親たる立場としてはね。……ああ、失礼、ここでの労役が無益だと言っているわけではないよ、そこのきみ。彼らが切り開いた土地には人が住むのだろう？　開かい墾こんの大切さくらいはわたしも知っているつもりだよ」

　面会の場に立ち会わせた帝てい国こく軍人に、エルルファイはそう釈しやく明めいしながら笑顔を送ってみせる。それだけで相手は赤面して目をそむけた。万事この調子で看守たちを困らせているのだろうと思いながら、グレーキは小さすぎる椅い子すをぎしぎしと軋きしませる。

「それにしても、本国からは何の連れん絡らくもありませんなぁ。内部のごたごたで捕虜交こう換かんのタイミングを計りかねてやがるんでしょうかねぇ。忘れられてなきゃいいんですが」

「動きはあるはずだよ。おそらく、もうじきね」

　確信を込めてエルルファイは告げた。グレーキが軽く目を見開く。

「あの男は地位にも財産にも固こ執しつしないけれど、人材にだけは異様なほど執しゆう着ちやくする。一度見込まれてしまうとね、そう簡単には見捨ててもらえない相手なのさ」

　まるでそれが嘆なげかわしいことのように言い表して、白翼の太母はふぅとため息をつく。

「情が深いと表現するには、底知れない部分がありすぎるのだけれどね──」
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　帝てい都とバンハタールの心臓にして、いまは名実共に政治の中ちゆう核かくをなす広大な宮きゆう殿でん。その敷しき地ち内にそびえる深しん緑りよく堂どうの大だい伽が藍らんに、この日、ひとりの男が連行されて来ていた。

「う、うぅっ……！」

　両脇わきに監かん視しの武官が付き、赤じゅうたんにひざまずかされた姿勢で、アルデラ教の神官服をまとったその男は際限なく冷や汗を流している。ひとつには今すぐ首を刎はねられても不思議のない自分の立場に怯おびえるあまり。ふたつには、目の前の君主から向けられる、常人離ばなれした視線の圧力に耐たえかねるあまり。

「こやつか。余よに断りもなく国境越ごえに及およぼうとした神官というのは」

　玉座に身を置く黒衣の女帝、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクが問いを投げる。彼女の傍かたわらに立つ騎き士しの娘が、打てば響ひびく潔いさぎよさでそれに答えた。

「ハディン・カルファ司祭であります。計画を伝え聞いた部隊に身み柄がらを拘こう束そくされ、陛へい下かの要よう請せいに従いここへ連行されました」

「計画の詳しよう細さいは？」

　シャミーユが重ねて問うと、カルファ司祭の脇に立つ武官がすぐさま応じる。

「話すことを拒きよ否ひしているようなので、詳くわしいことはまだ……。しかし、多人数が関わるものだということは間ま違ちがいなさそうです」

　それを聞いてほう、とつぶやき、女帝は再び神官に視線を移す。

「軍の尋じん問もんは相当に厳しかったであろう。それを経へてなお口を割らぬ、か」

　黄金の瞳ひとみに見み据すえられて、カルファ司祭の体がびくりと震ふるえる。恐きよう怖ふに怯えて丸まったその背中に、女帝は直接問いを放った。

「まどろっこしい問答は好かぬ、単刀直入に訊きこう。そなたらに叛はん意いはあるか？」

　そう訊かれた途と端たん、司祭はぶんぶんと首を横に振ふる。直言はおろか面おもてを上げることすら許されていない中、それが彼に出来る精一杯の意思表示だ。シャミーユはふんと鼻を鳴らす。

「こう訊かれて、はいありますと答える輩やからもおらぬであろうが……実際のところ、余もそなたらが反乱を企くわだてているとまでは考えておらぬ。政まつりごとを担になう身として、分かるのだ。教徒たちの負の感情の鬱うつ積せきが、現時点でそこまで至っておらぬことぐらいはな」

　二年の間に培つちかわれた為い政せい者しやの感覚をもって、彼女はそう判断する。国民がどの程度の不満を溜ため込んでいて、それがいつ臨界に達するか──この見み極きわめに神経を尖とがらせない君主はいない。暴君として振る舞まう傍ら、シャミーユは常にそうした部分にも気を配ってきた。

「しかし、日増しに不安が高まっていることは事実。そこにつけ込んでそなたらを動かそうとする輩は必ずいる。──言うまでもなくキオカがそうであり、ラ・サイア・アルデラミンもまた然しかり」

　女帝が口にした名前を聞いて、カルファ司祭がぐっと口元を引き結ぶ。

「そなたら神官が、総本山と秘ひ密みつ裏りに連れん絡らくを保ち続けていることは察している。さらに言えば、その点については黙もく認にんの向きもあったのだ──いざという時の外交ルートの確保にも繫つながるのでな。だが、ここ最近になって、余よとそなたらの意思疎そ通つうそれ自体に疑わしさが生じてきた」

「…………っ」

「その点を責めはしない。あれが大司教とあっては、政権と距きよ離りを置こうとするのも無理のないことだ。……しかし、だとしても、余にアルデラ教徒を迫はく害がいする意思があると思われるのは心外であるな。誤ご解かいを解くために断言しておこう。余の治世においても、アルデラ教は変わらず国教のまま。そなたらは変わらず聖職者のままだ」

　声の調子を心もち緩ゆるめてそう言いつつ、シャミーユは神官に向かって「面おもてを上げよ」と命じる。おそるおそる上体を起こした彼が目にしたのは、その想像よりもいくらか穏おだやかな女じよ帝ていの顔だった。

「総本山との断絶が、そなたら神官の日常業務に多大な悪あく影えい響きようを及およぼしていることも知っている。まずもって神学校の卒業生が神官になれないのだったな。ならば、その立場は余が代わって保証する。教きよう皇こうの指示を仰あおぐ必要はもはやない。教団それ自体を、帝国内で完結する組織に組み替かえてしまえばよいのだ」

　カルファ司祭の目が驚おどろきに見開く。恐きよう怖ふと疑念に満ちていた表情に一割の希望が差し込み、女帝はその変化を見み逃のがさず畳たたみ掛かける。

「この場限りの方便と思うか？　だがな──そも、国民の過半数を占しめるアルデラ教徒を敵に回すメリットなど余にはない。そんな真ま似ねをしては自分で自分の首を絞しめるのと変わらぬ」

　それ自体は単純な事実だった。暴君として振ふる舞まうにも節度というものがある。情勢の混乱に乗じて反逆を目もく論ろむ者、国から利益を吸い取るばかりで何も返さない者──彼女が粛しゆく清せいの対象とするのは大きくこのふたつ。それだけでも骨が折れるというのに、意味もなく敵を増やすような真似が出来るはずもない。

「余はそなたらの敵ではない。その立ち位置を示した上で、改めて問おう。──そなたらは何をどうするつもりでいる？　そして何より、総本山は何をそなたらに求めているのだ？」

　君主としての道理を踏ふまえた一連の発言に、カルファ司祭の恐きよう怖ふはいくらか薄うすらいだ。そうなると怖こわがってばかりもいられない。唇くちびるのこわばりを懸けん命めいに取り払い、君主からの尋じん問もんに答え始める。

「……我々の望みは、帝国とラ・サイア・アルデラミンの国交の正常化、これに尽つきます」

「情勢を鑑かんがみれば、当分は無理であろう」

「承しよう知ちしております。……だからこそ、誰だれもが悩なやんでいるのです。どう動くことが信しん仰こうの道に適かなうのか、正解が分からずにいるのです」

　彼もまた、偽いつわらざる真情をここで述べた。向かうべき道を見失って久しい彼には、問いに対して言葉を取り繕つくろうことさえ難しい。

「今さっき陛へい下かが推察なさった以上のことは、私も存じ上げません。私が国境を越こえて大アラファトラに踏ふみ入ろうとしたのは、総本山の手の者に会って今後の方針を仰あおぐため。それも鵜う吞のみにするのではなく、外交回復を目指した交こう渉しようを試みるつもりでした。先ほど陛へい下かがおっしゃった帝てい国こく内での教団の独立案、あれも我々が用意したカードに含ふくまれています……」

　そこで一度、声が途と切ぎれた。ごくりと唾つばを飲み込み、司祭は再び奏そう上じようする。

「畏おそれながら、罪人の身より陛下にご注進奉たてまつります。──アルデラ教徒を迫はく害がいする意思はないとおっしゃった先ほどのお言葉。あれが真実ならば、一刻も早くその考えを国民に向けて示されませ。ひとりでも多くの人々にお伝えなされませ。総本山の意図がどこにあるにせよ……そうすることだけが、教徒たちを帝国につなぎ止める道でありましょう」

　目め尻じりに涙なみだがにじみ、握にぎりしめたこぶしがぶるぶると震ふるえている。この場で首を刎はねられることさえ覚かく悟ごしての発言なのだと、その姿が何よりも如によ実じつに物語っていた。

「…………なるほど、な」

　相手の本気を見て取って、シャミーユはほんのかすかに顎あごを上下させる。

「忠告は受けた。余よはしばし考える故ゆえ、ひとまず下がって良いぞ。ここまでの遠路で疲つかれを溜ためているであろう。次に呼ぶまで体を休めるがよい」

　思いもかけず気き遣づかいのある言葉が飛んできて、カルファ司祭はぽかんと相手を見返す。

「あの、私への処しよ罰ばつは……？」

「何の話だ。余はべつだん、人の首と見れば見境なく刎ねたがる手合いではない。最初からそなたには話を訊ききたかっただけだ」

　ため息混じりにそう言って、シャミーユは再び神官を厳しく見み据すえる。

「状じよう況きようの運び次第ではあるが、以後は他の教徒たちとの連れん絡らく役として働いてもらう。教団の存続、そして新体制における安定を前提としてな。先ほどの忠言にも適かなおうが、そちらに異存はあるか？」

　それが本当なら、カルファ司祭の立場とも矛む盾じゆんしない。今度は彼のほうが相手の真意を推おし量る番だった。不敬を咎とがめられることも辞さず、彼は目の前の君主を凝ぎよう視しする。

「……陛下。本当に、貴方あなたを信じてもよろしいのか」

「自分で決めろ。そなたの目と耳は何のために付いているのだ」

　尋じん問もんの最後を、女帝は厳しくそう締しめくくった。司祭は恐きよう縮しゆくしてうつむき、それから長い思案の沈ちん黙もくに没ぼつ入にゆうしていた。







「今日は楽をさせていただいたであります」

　ふたりの武官と共にカルファ司祭が去った後、自らが仕える女帝に向かって、ルカーンティ大たい尉いはそんなことを口にする。シャミーユは苦笑を浮うかべた。

「……皮肉で言っておるわけではないな、そなたの場合。確かに今日は珍めずらしく、誰だれの首も刎ねなかったが」

「首と胴体を切り離はなす。ただそれだけの仕事も、痛みのないよう一いち撃げきでとなると簡単ではないのであります。それに──さっきの神官は、正直そうなると思って構えておりましたから」

　完全に殺す気構えでいたと、さらりとそんなことを言ってのけるルカーンティ。いまの帝てい国こくで近この衛え兵へい長ちようを務めるだけあって、この騎き士しの娘もただ者ではない。女じよ帝ていはため息混じりに首を横に振ふった。

「反乱の鎮ちん圧あつにかまけて、アルデラ教徒へのフォローが遅おくれていたのは余よの落ち度だ……。ましてあの男は一身の安あん泰たいを計って罪を犯したわけでもなく、死を覚かく悟ごの忠言まで余に示してみせた。気骨のある人物を無む闇やみに殺して回るのは理に適かなわん。それだけのことだ」

「では、それだけのことが、小官にとっては嬉うれしいことであります」

　無む邪じや気きな笑顔で騎士の娘は言う。シャミーユという人間から当たり前の分別が失われていないという事実、それが何よりも喜ばしいのだと。

「──とはいえ、法は法。罪は罪。無罪放免というのは、いささか甘あまかったのではありませんかな？」

　が──気を緩ゆるめかけた少女の耳に、その心を一いつ瞬しゆんで剣けん吞のんにさせる声が飛び込んできた。大だい伽が藍らんの入り口に鋭するどく視線を向けて、シャミーユは火を吐はくように口を開く。

「入室を命じた覚えはない。ついに頭が沸わいたか、狐きつね」

「呼ばれてから来るようでは二流の臣下。陛へい下かが真に私を必要とした時、この身はすでにお側そばにあるのです」

　最高等文官を表すカーキ色の礼服に身を包んだ男が、亀き裂れつじみた笑みを浮うかべてそこに立っていた。帝国宰さい相しようトリスナイ・イザンマ。先帝より受け継ついだ数多あまたの権限を用いて、今なお宮きゆう殿でんに棲すみ続ける魔ま物ものである。

「それにしても、ここまで出頭させての尋じん問もんとは迂う遠えんな！　内ない諜ちよう任務の類たぐいは私にお任せくださいと、あれほど申しましたのに。百もこちらに人員を回していただければ、すぐにでも神官たちの内情を明かしてみせましょう」

「噓うそはなかろう。だが、その片手間に何を仕込まれるか知れたものではない。この身が皇こう帝てい位にある限り、貴様に暗あん躍やくの機会を与えるつもりは毛頭ないぞ」

「陛下のお考えなら、それもよろしいかと思いますが。現実問題として、ラ・サイア・アルデラミンの企くわだては早々に暴かねばなりません。なれば先ほどの神官を拷ごう問もんにかけるべきです。共犯者を洗い出し、全員の身み柄がらを拘こう束そくし、会合の場で何を訊きいたか確かめないことには」

　君主の判断にさらりと異を唱えてのける狐。その不ふ遜そんを前に、女帝は烈れつ火かの吼ほえ声を上げた。

「差し出がましいぞ狐！　拷問などするまでもなく、早晩あの男からは情報を引き出せよう！　こちらに迫はく害がいの意図がないことを理解させれば済む話だ！」

「それを迂遠と言ったのです、陛下。情報を引き出すという目的が同じなら、少なく見積もっても拷ごう問もんのほうが二日は早い」

　ごく単純な計算を示しつつ、トリスナイはさらに言葉を続ける。

「事は情報戦です。なれば一刻一秒も早い状じよう況きよう把は握あくこそが勝敗を決めるのですよ、シャミーユ陛へい下か。神官ひとりの命を惜おしんでいる場面ではございません。国家百年の安あん泰たいを思うなら、ここは進んで鬼おににもならねば──」

「断る！　余よの中で筋が通らぬ！　あの男を痛めつけた後に、まだ貴様の首が繫つながったままというのではな！」

　食らいつかんばかりの剣けん幕まくで意見をしりぞける女じよ帝てい。狐きつねは軽く肩かたをすくめてみせる。

「そうまでお気持ちが固いのなら、これ以上は申しません。……しかし、時間のことだけは意識なさいませ。あまりに打つ手が遅おくれれば、教徒たちの一いつ斉せい蜂ほう起きという事態も有り得るのですから」

「言われるまでもない。……気が済んだなら下がれ狐！　今ここで余の忍にん耐たいの限界を試す気でないのならな！」

　それ以上は食い下がらず、トリスナイは涼すずしい顔で一礼して退出していく。その気配が遠ざかっていく間も、女帝は玉座の肘ひじ掛かけに爪つめを食い込ませて歯は軋ぎしりした。

「……これほどの不快はないぞルカーンティ。あの狐の意見にも一理あると、余はそう考えてしまっている」

　思ってしまった時点で考こう慮りよに入れないわけにはいかない。トリスナイ・イザンマに向ける憎ぞう悪おがどうあれ、ひとりの君主として公正であること──それは彼女が自分自身に課した戒かい律りつなのだ。

「ひとたび許すと決めた相手に拷問など論外だ。が、その縛しばりによって生じる遅れには埋うめ合わせを考える必要がある。……一日も早く情報を摑つかむにはどうしたものか」

　ひとつ深呼吸した後、まぶたを閉ざして黙もつ考こうし、ほどなく彼女は結論に至る。

「やはり──信しん頼らい出来る者を頼たのむしかあるまい、な」







　その翌日の朝早く。深しん緑りよく堂どうに繫つながる宮中の石いし畳だたみを、三人の軍人が並んで歩いていた。

「……はぁ」「……はぁ……」

　交こう互ごにため息を繰くり返しているのは、センパ・サザルーフ准じゆん将しようとマシュー・テトジリチ少しよう佐さ。覇は気きというものが致ち命めい的てきに欠けたふたりを、間を歩くハロがひっきりなしに励はげましている。

「ふたりとも、そんな物悲しい顔で陛下に会っちゃダメですよ！　見ているほうまで気が沈しずんじゃいます！　もっと無理にでも元気を出してください！」

「分かってるよ……。でも、また嫌いやな仕事を任されるのかと思うと、どうしても気が沈んで」

「俺おれも、このところの分不相応な将官ポジがしんどくて……」

「もうっ！　そんなことじゃ、また陛へい下かに怒おこられちゃいますよ！」

　ふたりの背中を叩たたいたり頰ほおをつねったりして激げき励れいを試みるハロ。そうこうしているうちに深しん緑りよく堂どうへ到とう着ちやくしてしまい、いざ女じよ帝ていを前にした時には、サザルーフもマシューもさすがにため息を繰くり返すことを止やめていた。それが許される相手ではない。

　御ご前ぜんに通された彼らを、黄金の瞳ひとみがじっと見下ろす。

「召しよう喚かんに応じての出頭、大たい儀ぎである。──しかしハロ、そなたも来たのか」

　呼び出していないはずの相手が混じっていたので、ひとまずシャミーユはそこに言げん及きゆうする。ハロは悪びれた様子もなく舌を出してみせた。

「マシューさんとサザルーフさんだけじゃ心配で、付いて来ちゃいました。……迷めい惑わくでしたか？」

「いや、そのようなことはない。隣りん席せきを許可する。そなたも把は握あくしておくべき話だ」

　特に咎とがめることもなく、その存在を認めて女帝は本題に入った。何事につけ特別扱あつかいの「騎き士し団だん」の中でも、ハロに対するここ最近のシャミーユの言動は特に甘あまくなる傾けい向こうがある。

　将校として突とつ出しゆつした働きを求めがちなマシューやトルウェイとは違ちがい、シャミーユがハロに期待するのは、その穏おだやかな性格による人間関係の潤じゆん滑かつ油ゆとしての役割だ。彼女自身から余よ裕ゆうを奪うばっては元も子もないので、こうした型破りな振ふる舞まいにもしばしば目をつむることになる。

「今日ここにそなたらを呼び出したのは他でもない。国内のアルデラ教徒たちに不ふ穏おんな動きが見られるからだ」

　小太りの青年が眉まゆ根ねを寄せる。強い忌き避ひ感かんがそこに見て取れて、シャミーユの胸がずきりと痛んだ。

「ま、また反乱ですか……？　しかもアルデラ教徒って、つまり軍人でも貴族でもない一いつ般ぱん人じんってことじゃ」

「落ち着けマシュー。そなたが懸け念ねんするような状じよう況きようにはなっていない。今のところは、だがな」

　もちろん、そんな内心はおくびにも出さずに言葉を続ける。説明を求める三人の視線を受けて、女帝は自らの口でそれを行った。

「大アラファトラを越こえた先の総本山──ラ・サイア・アルデラミンの手の者が、彼らに向けて何かしら働きかけているようなのだ。教団間で連れん絡らくを維い持じしていること自体は当然なのだが、どうも最近では司祭以上の高位神官が動員されているようでな。裏に何かあるのではと疑っている」

　君主の懸念を理解した上で、サザルーフが挙手して口を開く。

「……陛下、ひとつよろしいですか。ラ・サイア・アルデラミンとの国交は、表向きは当然として、非公式なところでも未いまだに再開していないんで？」

「こちらから働きかけてはいるのだが、向こうが頑かたくなに拒きよ否ひしている。その方面から探さぐりを入れようにも方法がない」

　水面下での暗あん躍やくを続ける一方で、外交を途と絶だえさせたままのアルデラ教総本山。女じよ帝ていの説明を聞いたことで、サザルーフはその存在の不気味さを重ねて意識する。

「重大な事態を引き起こさぬうちに、国内へのけん制を兼かねて教徒たちの内情を知っておきたい。そこでそなたらに仕事を頼たのみたいのだ」

　話が核かく心しんに踏ふみ込んだ。マシューはやや意表を突つかれた面持ちで問い返す。

「……それはつまり、いわゆる内ない偵てい任務ってことですか？」

「一面ではそういうことになる。さらに言えば、中央から部隊を送る、その行こう為い自体に抑よく止し効こう果かを見込んでもいるのだが」

　顎あごに手を当てて思案しつつ、サザルーフは隣となりの部下にちらりと視線をやる。

「勅ちよく命めいとあっちゃ、一も二もなく受けますが……失礼ながら、この面メン子ツの中にその道の達者はいますかね。俺おれにしろマシュー少しよう佐さにしろ、これまでの経歴は明らかに戦せん闘とう職寄りです。内偵任務への適てき性せいが高く見込めるとは限りませんが」

　それを当然の疑問と受け入れて、シャミーユは淡たん々たんと言葉を返す。

「そなたの言う『その道の達者』を行かせようにも、現時点でおおよそキオカへの諜ちよう報ほう任務に回してしまっているのだ。広こう範はん囲いを調査するに足るだけの人員はとても用意出来ない。そこでそなたらに──専門外ではあるにせよ、その働きに対して余よが信しん頼らいを置いている面々に出張ってもらいたいわけだ」

　最後の部分を特に強調して、彼女は言った。これが紛まぎれもない重用であるという事実は、女帝の側からどれだけ示してもじゅうぶんということはない。無意識のうちに悪化していく臣下との軋あつ轢れきは、あらゆる君主にとって業ごう病びようのようなもの。「騎き士し団だん」との信頼関係が最後の一線を割ってしまうことが、いまの彼女には何にも増して恐おそろしい。

「…………っ」

　自分の恐れに気付いて、少女は唇くちびるを嚙かむ。かつてはこうではなかった──炎えん髪ぱつの少女が生きていた頃ころだったなら。彼女の側に大きな隠かくし事こそあれ、騎士団の面々との交流は優しく温かいものだった。年長の友人たちの優しさに包まれて、年相応の少女として振ふる舞まえる喜びがそこにはあった。

　今はもういない彼女が、自分たちの中でどれだけ大きな存在だったのか。ぽっかりと空あいた心の虚うろの淵ふちをなぞるたびに、少女は重ねて思い知らされる。

「……人選についても、余は適任だと思っている。何も絵に描かいたようなスパイをやれと言っているわけではない。過程はどうあれ、教徒たちの本心を確認出来ればそれでよい。エボドルク州やユナクラ州での経験を踏ふまえて、一いつ般ぱん民衆との交流に長じたそなたらなら出来るはずだ」

　後こう宮きゆうに匿かくまったイクタとの交流を除のぞけば、もはや「騎士団」の面々と私的に接する機会は皆かい無むに等しい。君臣のけじめといえばまだ聞こえはいいが、その実態は「召しよう喚かん」という形でしか交流もままならない間柄──かつての温かく血の通った関係性は、硬かたく冷たい主従の構図によって上書きされている。

　複雑な感かん慨がいを秘ひめたシャミーユの発言に、小太りの青年はゆっくりとうなずいてみせた。

「……自信はないけど、お受けしますよ。要するに反乱の鎮ちん圧あつじゃなくて反乱の防止ってことですよね。おれなりに微び力りよくを尽つくします。上う手まく運べば誰だれも殺さずに済むんだから」

「違ちがいない。……しかしマシュー、そなたはだんだんと戦いくさ嫌ぎらいになってきたな。帝てい国こくを担になう未来の大だい将しよう帥すいとして、それはいささか問題ではないのか？」

　心無い皮肉は、もはや半ばひとりでに女帝の口から紡つむがれている。同じ軍の仲間を傷つけたくないという想おもい、人間として当たり前のマシューの心情さえ、戦いを命じる立場から揶や揄ゆしてのける傲ごう慢まんさ。それもまた、彼女が暴君としての自分に課した振ふる舞まいのひとつだ。

　女帝の挑ちよう発はつを額面通りに受け止めて、マシューは強い視線で相手を見つめ返す。

「国内のいざこざはもう御ご免めんってだけです。キオカ相手ならやる気も出しますよ。外がい夷いを退け民を守る──軍人ってのは本来、そういうもんのはずでしょう」

　自制を促うながすサザルーフの目配せを無視して、彼はきっぱりと言い切った。あなたにはそうでない戦いばかりを命じられていると、現状に対する不満をありありと込めて。

「───っ」

　敵意すら混じるマシューの視線が、棘とげをまとった彼の言葉が、鉤かぎ付きの槍やりとなってシャミーユの胸むねを貫つらぬく。その痛みのほどは本人以外に計り知れず──しかし決して表には現さない。
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　まるで痛つう痒ようなどないかのように、少女の口元にはいつもの無む惨ざんな笑みが浮うかんだ。

「それを聞けて安心した。──サザルーフ准じゆん将しよう、そなたにも異存はないか？」

「……ま、まぁ、仕事に文句はないです。俺おれも戦いくさは嫌きらいなほうですんで」

　一連のやり取りが重大な事態へ繫つながらなかったことに安あん堵どしつつ、サザルーフはそう答える。北域で不ふ遇ぐうの年月を重ねた分だけ、彼には自じ虐ぎやくの悪あく癖へきが染みついてしまっていた。

「──あの！　そのお仕事、わたしも参加させていただけませんか!?」

　話がまとまりかけたタイミングで、ここまで成り行きを見守っていたハロが声を上げる。シャミーユは少し驚おどろいて彼女を見た。

「そなたが？　どうしてまた──」

　意図を尋たずねようと口を開いた瞬しゆん間かんに、彼女のほうでも察した。──マシューにせよサザルーフにせよ、前回の出しゆつ征せいから間が短すぎる。肉体の疲ひ労ろうはもとより、望まない戦いの繰くり返しによる精神の疲ひ弊へいを軽く見るわけにはいかない。さっきの皮肉に対するマシューの反応からも、その懸け念ねんは見て取れていた。

「……そうだな。練兵に力を注いでいるトルウェイ中ちゆう佐さが同行出来ぬ以上、そなたのサポートがあるほうがふたりも心強いであろう。ハローマ・ベッケル少佐の随ずい行こうを許可する。連れて行くのは一個大隊ほどで構わぬか」

「はい！　ご厚情に感謝します！」

　輝かがやくような笑顔でハロが頭を下げる。だが──そこに女じよ帝ていの推察とはまったく別の意図があることなど、彼女は露つゆほども匂におわせはしなかった。










　謁えつ見けんを終えて基地に戻もどると、三人はすぐさま会議室に集まって今後の方針を話し合った。

「さしあたりの問題は、どこをどう調べるか、ですよね」

　根本的なところをマシューが指し摘てきする。のけ反ぞり気味に椅い子すへ腰こしかけて、サザルーフも考え込んでいた。

「んー……教団の活動は、各地の『神しん殿でん』を拠きよ点てんにして行われているはずだ。まずはそこに向かって、それから周辺の集落を見て回るのが妥だ当とうかね」

「示じ威いと内ない偵ていのバランスが難しそうです。隊たい伍ごを組んで練ねり歩く部隊とは別に、軍の人間とは悟さとらせずに調べを進める人員が要りますよね。そっちは変装させないと」

「そりゃそうだ。帝てい都とで巡じゆん礼れい服ふくを大量に確保しておいて、あらかじめ部下を着き替がえさせるか……。あー、いまいち勝手が分からんな」

　経験に乏とぼしい方向性の任務に、彼らの軍議はもうひとつ捗はかどらなかった。いっそ部下や上官の意見を仰あおぎたいところなのだが、内偵任務という性質上、この場の三人以外に内情を打ち明けることは難しい。

　放っておけば暗あん礁しように乗り上げかねない会議を見かねて、ハロが明るく声を上げた。

「はいはいはい！　最優先事じ項こうはやっぱり、神官さんたちの身み柄がらの確保じゃないでしょうか。重要人物のリストまで作ってありますし」

　別の角度から話を進めようとする彼女の意図を汲くんで、マシューとサザルーフも手元のリストに目を通す。

「……ああ、そうだな。このリストにある神官は、見つけ次第に連行して尋じん問もん。その上で身柄を管理下に置くか、あるいは監かん視しを付けて泳がせるか。……無実の相手かもしれないと思うと、これはこれで気が重いんだけど」

「それは俺おれも同感だが、陛へい下かの懸け念ねんも分かる。神官たちの教徒に対する求心力は侮あなどれない。彼らの主導で起こされた反乱も、過去には何度かあったしな」

「かなり昔の、それこそ何百年も前の話ですよね。その頃ころなら軍ぐん閥ばつと結けつ託たくすれば、比ひ較かく的てき簡単に武力を得ることが出来たんでしょうけど……その点、今はどうなんでしょうか。アルデラ教徒が反乱を試みたとして、それに協力する将校なり部隊なりがあると思います？」

　マシューは根本的な疑問を口にした。どれほど戦意を募らせたところで、アルデラ教徒たちだけで反乱は起こせない現実がある。まず単純に武器の問題だ。現代戦の主力である風ふう銃じゆう──これの数を揃そろえないことには名ばかりの武装勢力になってしまう。しかし、製造や流通に対して法の縛しばりがあるため、旧式の滑かつ腔こう風銃でさえ一いつ般ぱん人じんが入手することは容よう易いではない。まとまった数となればなおさら、特別なツテが必要不可欠になる。

「分からん。……が、四度に亘わたる反乱が陛下の手しゆ腕わんのもと見事に鎮ちん圧あつされて、さらにタカ派筆頭のミトカズルクがああなった直後だ。陛下が即そく位いした当時と比べれば、国内での反発の機運は大きく削そがれている。俺ならさすがに大人しくしていようと思うがね」

　その点はマシューも同感だった。反乱を起こすにはタイミングが悪いと感じるのだ。それこそ先だっての要よう塞さい都市ガルルジャンの蜂ほう起きと連れん携けいして、というなら有り得たかもしれないが、あの動乱の決着によって新しん帝ていシャミーユの暴ぼう威いは国内に知れ渡わたっている。軍人ですらない教徒たちが、その恐きよう怖ふを乗り越こえた上で反はん旗きを翻ひるがえすとは考えにくい。

「とはいえ、信しん仰こうに厚い将校ってのもいないわけじゃない。このリストにもいくつか見知った名前がある。今回はその辺りも視野に入れて捜そう査さを進めなきゃならんだろうが……」

　北域で接したことのある人物をリストから見み繕つくろいつつ、サザルーフは自信なさげに思考をもてあそんでいたが、やがてそれが自分の立場に相応ふさわしくないことに気付いてハッと顔を上げた。──二年前までとは違ちがう。黒くろ髪かみの少年も炎えん髪ぱつの少女もこの場にはいない。上官の自分が話を進めないことには、そもそも何も始まらないのだと。

「──すまん、総そう指し揮きの俺がハッキリしないと誰だれも動けんよな。方針を取りまとめよう。

　まず、人員は大きくふたつに分ける。査察団として軍服姿を堂々と見せつける部隊と、私服なり巡じゆん礼れい服ふくなりで現地に溶とけ込んで捜そう査さを行う部隊だ。俺おれが前者を、お前たちが後者を指し揮きする。陽動と本命って考えれば分かりやすいか」

　マシューとハロが各おの々おのでうなずく。「本当にこれでいいか？」と確認したくなる心情をこらえて、彼らの上官はなるべくはっきりした発言を心がける。

「まずは巡礼服を大量に確保して、その上で出発するとして……少しばかり義にもとるが、現地の駐ちゆう留りゆう部隊への挨あい拶さつは全すべてが終わってからにする。内通者がいないとも限らんし、これはれっきとした内ない偵てい任務だ。現地で揉もめそうになったらその時に考え……いや、俺が何とかする」

　少し考えて言い直す。気を抜ぬけば主導権を手放したがる自分の性格に、サザルーフは我が事ながら深刻な呆あきれを覚えてしまう。

「分かりました！　じゃあ巡礼服の確保はわたしに任せて、その間にお二方は出発の準備を整えておいてください。なにぶん数が多いから、ちょっと待たせちゃうかもですけど……」

　ハロが率先して雑用を買って出る。その積極性をありがたく思いつつ、サザルーフは少し考えて注意点を付け加えた。

「それは仕方ないが、任務の性質上、買い占しめの動きが露ろ骨こつになるとまずい。部下を私服に着き替がえさせた上で、多くの店てん舗ぽから少しずつ買ってくるのが理想だ。帝てい都と中の店を片かたっ端ぱしから回ることになるが、お前たちだけで人手は足りるか？」

「ひと仕事ですけど、大隊総出で動けばなんとか！　あ、でも早いほうがいいんですよね。もう始めちゃってもいいですか？」

　言うが早いか椅い子すから腰こしを上げるハロ。うなずきでもって許可を示したサザルーフに、彼女はとびきりの笑顔で敬礼してみせる。

「それではハローマ・ベッケル少しよう佐さ、物資の確保に行ってまいります！」

　快活に宣言すると同時、彼女は身をひるがえして部屋を走り出た。過か剰じようなまでに元気いっぱいに振ふる舞まうその姿に、残るふたりは同じ感かん慨がいを抱いてため息をつく。

「……完全に気を遣つかわせてるな。もっとしっかりしなきゃならん」

「ええ……本当に」

　両頰ほおを手で叩たたいて気合を入れるマシュー。もう意味もなく愚ぐ痴ちるのはやめだと、彼もまた厳しく自分を戒いましめなければならなかった。










「──というわけで、今日の任務は巡礼服の確保です。急ぎだからけっこう大変ですよ！」

　機き密みつを意識した最低限度の説明が済むと、ハロが指揮する衛生兵大隊の面々は私服に着替えた上で帝都へ移動することになった。市内に何百軒けんと散在する服飾店が、今回の目的地というわけだ。

「動きが不自然に思われないよう、なるべく多くの店てん舗ぽから少しずつ買い集めてください！　サイズは小さすぎなければ何でもいいです！　大きい分には丈たけを詰つめて使えますので！」

「「「「「「「「はっ！」」」」」」」」

　現場での采さい配はいは事前に伝えられていた。ばらばらの馬車で帝てい都とに着くなり、さらに細かく五人ずつの班に分かれて行動を開始する。

「それでは任務開始！　分担通りに帝都を回って、夕方六時までにここへ戻もどってきてください！　人手が厳しいのでわたし自身も買い出しに向かいます！　早く終わる分には構いませんけど、わたしより早いとわたしが恥はずかしいから注意してくださいね！」

　部下たちの口からどっと笑いが漏もれるのを聞きつつ、ハロは彼らの背中を順々に押おしていく。

「みんな元気があって何より！　それいけー！」

　今日の大隊長はいつにも増して元気だとは思いながらも、その振ふる舞まいに違い和わ感かんを覚える者はひとりもいない。







「さて──それじゃ、この店から始めましょうか」

　路地の奥おくまった場所にある小ぢんまりとした店を、ハロ自身を含ふくむ班が訪れていた。

「店主さんと交こう渉しようしてきます。小さな店ですし、まずはお手本ということで、みんなは外で待っていてください」

　そう前置きして、彼女は薄うす暗ぐらい店内にひとりで入っていく。一いち見げんの客がひとりで入るには少々勇気の要る場所だったが、ハロは物もの怖おじせずに明るい声を上げた。

「お邪じや魔ましまーす。巡じゆん礼れい服ふくをいただきたいのですが、在庫はありますかー？」

　奥おくの空間でパイプをふかしていた店主が、その声に気付いて腰こしを上げる。彼ひとりで営んでいる店のようで、他の従業員の姿は店内に見受けられなかった。

「……ああ、巡礼服ね。確か奥にまとめてしまってあったな。よっこいせ、と……どのサイズを何着欲しいんだい？」

「男性用を七着、女性用を三着。どちらも成人の平均的なサイズで、十着ほどいただければ。あ、それと──」

　身をかがめて在庫を漁あさっている店主に後ろから近寄り、ハロはその耳元で囁ささやく。

「──北域の『神しん殿でん』に、中央から軍の監かん査さが入ります。部隊の出発は三日後。民衆の扇せん動どうに動いている神官たちに、仕事を急いで身を潜ひそめるように伝えてください。同志クレイグ」

「────ッ!?」

　途と端たん、店主は弾はじかれたように振り向いた。相変わらずにこにこと無む邪じや気きな笑みを浮うかべる相手を、クレイグと呼ばれた男は驚おどろきを込めて見つめる。

「あ、あんたも……か」

「ええ。つい先日までスヤスヤ眠ねむってましたけどねー」

　ふわ、と小さくあくびをしてみせるハロ。その振ふる舞まいのひとつひとつを、クレイグはまじまじと見つめて検分する。

「……そっちは俺おれの名前とツテまで知ってるのに、俺はあんたの顔すら知らない。同じ工作員でも、だいぶ互たがいの位が違ちがうようだな」

「かもしれませんね。けど、余計なことに興味を持つのは感心しないかな。──早死にしますよ？」

　ハロが絶対に口にしないであろう言葉が、その口からあっさりと放たれていた。クレイグはごくりと唾つばを吞のむ。

「……肝きもに銘めいじておくことにする。なんにしても、仕事は任された。今日中に伝でん書しよ鳩ばとと早馬で仲間に話を通す。だが、軍の出発が三日後となると、神官どもの奔ほん走そうが実るかどうか──」

「それはたぶん大だい丈じよう夫ぶです。軍の動きが鈍にぶるよう、出発後もわたしが取り計らうから」

　さらりと請け合う女。その内容に、クレイグは今度こそ目を見開く。

「……あんた、帝てい国こく軍の内部に潜もぐってるのか？　しかも大部隊の進軍に干かん渉しよう出来るほどの立場って、こっちで働いてる同志を全部含ふくめても、そんな工作員は何人もいな──」

　声が途と切ぎれる。自分が前にしているモノの正体に、彼はようやく思い至った。

「──まさか、あんた──」

「あ、それと」

　みなまで言わせず顔を近付ける。ハロと同じ顔をした女は、懐ふところから抜ぬき出した紙束を相手に押おし付けた。

「捕ほ虜りよになっちゃってる海軍少しよう将しようさんの件も。この書類に、わたしからの奪だつ還かんプランを併へい記きしてあります。わたし自身は北に行くから参加出来ませんけど、お猿さるさんでも出来るように組んであるので、てきとうにちゃちゃっとやっといてください」

「ちょ、てきとうにって」

「じゃ、これもらっていきます。さよならー」

　相手の返答を待たずに衣服を抱えると、これで用事は済んだとばかりに店を後にする。啞あ然ぜんとするクレイグを尻しり目めに部下たちのもとへ走り戻もどり、彼女は両腕うでに抱えた戦利品を得意げに見せつけた。

「みんな、お待たせ！　まず十着仕入れました！　さ、明るいうちに次も回りましょう！」







　買い出しの結果、じゅうぶんな数が揃そろったのは二日目の夜で、それを分配した上で出発の準備が整ったのは三日目の昼だった。それ以上早くも遅おそくもならないよう綿めん密みつに計算した上での結果だったが、本人はさも申し訳なさそうに頭を下げた。

「すみません、数の確保に思ったより時間がかかっちゃいました。いっぺんに買いすぎると動きを気取られると思って、少し慎しん重ちようになりすぎたかも……」

「いや、いいさ。この手の作戦は密ひそやかに進めなけりゃ意味がない」

　もっと早い時点での出発を企き図としていたサザルーフも、その点を責めようとはしない。彼としても慎重に越こしたことはないと考えていた。なにぶん初めてに近い内ない偵てい任務なので、必要以上に過か敏びんになっている部分もある。

「自分の人生で巡じゆん礼れい服ふくを着ることがあるとは思わなかったな。……どうだ、ハロ。これで敬けい虔けんなアルデラ教徒に見えるか？」

　一着試しに着てみたマシューが感想を求める。ハロはうーんと唸うなりながら相手の全身を見つめた。

「……ちょっと恰かつ幅ぷくが良すぎますかね？　もうちょっと頰ほおがこけてたほうが、巡礼中の人らしいと思うんですけど」

「好きに言いやがって。この二年でけっこう瘦やせたんだぞ、これでも……」

　肉付きの良さを指し摘てきされた青年がへそを曲げる。その肩かたを苦笑混じりに叩たたいて、サザルーフが出発前最後の指示を始めた。

「現地で戦せん闘とうがないに越したことはないが、それでも進軍は進軍だからな。一昨日おととい話した通り、今回も分ぶん進しん合ごう撃げきの原則に従って部隊を進めていこう。一いつ般ぱん方向を設定した上で、最初から小隊以下の単位にばらけて動け。いくら変装済みと言っても、大人数の集団がいくつもあったら目立ちすぎる」

「了解です。……じゃあ、ここで一いつ旦たんお別れですね。潜せん入にゆう捜そう索さく班はんのおれたちが先行するとして、出発のタイミングはずらしたほうが自然だろうし。誰だれの部隊が最初に出るかな」

「あ、じゃあ、わたしが一番乗りで！　お二方とも、道中気を付けて。次は北域でお会いしましょう！」

　自然な流れで先行のポジションを確保して、彼女は部下ともども中央を後にする。










　中央基地から北東に三十キロほど進んだところで日が沈しずみ、初日のハロたちの進軍は終わりを迎むかえた。進路上の村で宿を借りて食事を済ませ、寝ね返がえりのたびに軋きしみを上げる寝しん台だいで部下ともども眠ねむりに就ついた──その夜のこと。

「────ふぁ、あ」

　月明かりに呼ばれたように目を覚ました彼女は、そのまま音もなく部屋を出て宿の外へ行き、建物の裏手の林の中に足を運んでいた。

「あら、とっても綺き麗れいな星空──」

　一時間ほど前の通り雨が空気の濁にごりを攫さらっていったこともあり、その日の星見は格別だった。頭上に数知れず瞬またたく星々をうっとりと見上げながらも、彼女はふと口を開く。

「──そこの四人。いつまでも隠かくれてちゃ仕方ないでしょ？　はやく出てきなよ」

　夜気を通して硬こう直ちよくする気配が伝わる。それからしばらく間を置いた後、鬱うつ蒼そうとした茂しげみの奥おくの闇やみから、四人の男女が静かに姿を現した。

「……場所はおろか、人数まで気付かれていましたか。お見それしました、同志パトレンシーナ」

「んー、わたしは逆ですね。失望したかも」

　先頭のひとりへ無造作に歩み寄るハロ。続く瞬しゆん間かん、有無を言わさずその首を鷲わしづかみにする。

「かッ──!?」

「質が低い。きみたち凡ぼん百びやくの工作員に『影かげ』の水準を求めるのは酷こくだとしても、わたしの手足にはそれなりの働きが求められるんですよ？　だっていうのにさ──なんですか、いまの下へ手たくそなかくれんぼ。ひょっとして子供の遊びと勘かん違ちがいしてます？」

　気道が潰つぶれる一歩手前まで指を食い込ませた挙あげ句く、唐とう突とつに手放して押おし倒たおす。その場に尻しりもちを突ついた男は、せめて咳せき込まないために口元を押さえてうずくまる必要があった。顔を真っ赤にして生理的反射を押さえ込む相手の姿を、彼女──パトレンシーナは唇くちびるを妖あやしくゆがめて眺ながめ下ろす。

「よかった、遊びじゃないことくらいは理解しているんですね。ま、べつにいいんですよ、ちょっとぐらい無能でも。もともと過度な期待はしていませんし」

　くすくすと笑ってそう言い切り、かと思えば顔から笑みを消し去って、女は他の三人をじろりと一いち瞥べつする。

「ただ──足は引っ張らないでね？　邪じや魔まになるようなら、すぐによけちゃうから」

　その言葉に込められた端的な本気を感じ取った瞬間、彼らは反射的に背筋を伸のばした。目の前に蚊かが飛んでいれば叩たたいて潰す──いま彼女が示したのはその程度の意思でしかなく、だからこそ異常だった。それはつまり、蚊を潰すのと同じ感覚で人間を始末出来るということだ。

　ここまでのやり取りで、主導権の所在は名実ともに明らかとなっていた。目の前の四人を使役する権利を得たパトレンシーナは、手近な立木に背中を預けて思案にふける。

「さーて、なんにしても、まずはほかの進軍を鈍にぶらせないとなぁ。ハロの評価を落としすぎない形にしなきゃいけないから、こっちのトラブルに巻き込む方向はナシにしなきゃダメだし。けっこう頭をひねらないと」

　さらに数秒を黙もつ考こうに費やした後、女はふいにぽんと手を叩いた。

「うん──そうだね、ここは太っちょと無ぶ精しようひげに共通する弱点を突きましょう。そこのきみ、なんだか分かる？」

「マシュー・テトジリチ少しよう佐さとセンパ・サザルーフ准じゆん将しように共通の弱点？　い、いえ……」

　答えに窮きゆうして黙だまり込む工作員の女。パトレンシーナがみるみる小こ馬ば鹿かにした顔になる。

「分からないの？　本当に？　えぇー、ばっかだなぁー、一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないそんなの」

　部下の水準の低さを改めて嘆なげいた後、相手の思し索さくを待つこともせず、彼女はさっさと答えを口にする。

「人が好いいんですよ、ふたりとも。軍人としては致ち命めい的てきなくらいにね」





＊






　マシューがその光景に出くわしたのは、出発から二日目の午後になってからのことだった。

「──うん？　なんだ、あれ」

　まだ帝てい国こく中央の領域を抜ぬけてもいないので、彼は軍服のまま一個中隊二百人を率いて行動していた。その視界にふと、数台の馬車の周りで言い争っている人々の姿が映ったのだ。

「荷馬車が立ち往生してるのか？　……って、こっちに走ってくるぞおい」

　小太りの青年らの軍服姿を見て取った人々は、これ幸いとばかりに彼らへ駆かけ寄ってきた。マシューのほうから事情を尋たずねる前に、有無を言わさず声をかぶせる。

「軍人さんか!?　お願いします、手を貸してください！」

「うわっと──お、落ち着け。何があったんだ」

「俺おれらはこの近くで樵きこりをやってる者もんです。仕事の最中に木が倒たおれるのに巻き込まれて怪け我がをした者が出たんで、ここから二十キロくらい先の診しん療りよう所じよを目指して身み柄がらを運んでいたんだが……」

　そこで一度言葉を切り、男はぐったりと地面に横たわる馬の姿を指し示す。

「暑気にやられでもしたのか、馬が突とつ然ぜん倒れちまって……！　このままじゃ怪我人をこの場から動かすことも出来ねぇ！」

　そう言って男が指し示した馬車の中を覗のぞけば、そこには包帯に血をにじませた怪我人が大勢ひしめいている。思わず眉まゆ根ねを寄せるマシューに、男は痛切な表情で訴うつたえかけた。

「すぐに治療が必要な者もいる、早く動き出さねぇと……。軍人さん、どうか力を貸してください！」







　マシューたちの後方では、サザルーフの部隊もまた、予想外の厄やつ介かい事ごとに出くわしていた。

「参ったな、まさか橋が崩くずれてやがるとは……」

　目の前を流れる川に架かけられた橋。それが増水で流されでもしたのか、半ばからぽっきりと折れて失われているのだ。周囲には地元民と見られる人々が集まって修理を始めている。出鼻を挫くじかれた気分になりながら、彼は手の中の地図を見下ろした。

「迂う回かいするにも手間だぞ。さて、どうしたもんかね」

　少人数なら渡わたし船を利用する手もあるが、大部隊を向こう岸に届けるには時間がかかりすぎる。問題に直面して考え込むサザルーフの姿に気付いて、ふと地元民のひとりが声をかけた。

「軍人さんたち、この橋を渡りたいのかい？　だったら修理を手伝ってくれんかね、こっちは見ての通り人手が足りておらんのだよ」

「うーん……修復にはどのくらいかかる見通しなんだ？　我々が手を貸せば、今日中とは言わないまでも、明あ日す明後日あさつてには渡れるところまでもっていけるのか」

「そりゃあんたら次第だな。ただ、ここの橋は仕組みが単純だで、人手が増えるだけでも作業はずいぶん捗はかどる。順調にいきゃ、明日明後日には渡れないこともないと思うけどなぁ」

　もうひとつ曖あい昧まいな答えが返ってきて、サザルーフは微び妙みような判断を迫せまられた。ここを立ち去って大おお幅はばな迂う回かいを吞のむか、さもなければ修理に手を貸して直った後の橋を渡るか──どちらが判断として適てき切せつなのか、にわかには決めかねる。

「つっても……見たところ、修理も半分がた進んでるよな」

　建材が失われたまま完全に何もないのは真ん中のごく一部のみで、両岸からそこに至るまでの範はん囲いにはすでに橋の土台が出来上がっている。もう少し修理を進めた上で板を渡せば、とりあえず通れる程度には仕上がるだろう──今までの工作経験に照らしてそう判断したサザルーフは、どうにか方針を決めて部下たちに向き直った。

「仕方ないな……分かった、我々も手を貸そう。皆、工具を出せ！」





＊






　軍人たちが予定外の足止めを受けている頃ころ、彼らが向かう先の北域東寄りの一帯では、ラ・サイア・アルデラミンからの要よう請せいを受けた神官たちが教徒の説得に走り回っていた。

「……私からの話は以上だ。あなたたちに意志があれば……その命運、お預けいただきたい」

　窓まどを閉め切った屋内。貧しい村々の有力者を集めた会合の場で、状じよう況きよう説明を終えた神官が選せん択たくを迫る。彼らは一様に苦々しい面持ちでうつむいた。

「このまま帝てい国こくに留とどまり続けても、未来はないと……司祭様まで、そうおっしゃるのですか」

「近く国が滅ほろびるとまでは言わない。……だが少なくとも、キオカの侵しん攻こうから逃のがれる際に農地を失ったあなたたちが、小作農の身分から抜ぬけ出すことは難しいだろう」

　慎しん重ちように言葉を選びつつ、神官は残ざん酷こくな事実を指し摘てきした。旧東域の陥かん落らくによる戦線の後退に伴ともない、その一帯に住んでいた多くの人々は土地を捨てて避ひ難なんせざるを得なかった。異なる地域に移り住んだ彼らが農家を続けようと思えば土地を借りるしかなく、そうなれば必然、収益の多くを借地代に取られることになる。そうした苦境にある人々を選んで、神官たちは国外脱だつ出しゆつの話を持ちかけていた。

「しかし、キオカでなら土地を持つことが出来る。それも帝国と反対側の大陸東寄りに。戦火から遠く離はなれたところで、国の援えん助じよを受けながら畑を耕すことに専念出来るはずだ。これは失礼な言い方だろうが……すでに辛しん酸さんを舐なめ尽つくしたあなたたちにすれば、どう転んでも今より立場が悪くなることはない」

　アルデラ教が重んじる博愛の精神から、彼ら教団の人間は、貧困に苦しむ人々に日常的な援えん助じよを続けている。その助けによって命を繫つないだ者も多く、この地域における貧民からの支持はとりわけ厚かった。生活支援や説法のために繰くり返し訪ねて回った集落では、神官の影えい響きよう力りよくも無視出来ないほどに膨ふくれ上がるのだ。

「それも全すべて、国外脱だつ出しゆつがうまくいけば──の話でしょう？」

　だとしても、簡単な説得では有り得なかった。土地を捨てて逃にげてきた相手に、今度は国を捨てて逃げろとそそのかすのだ。いつ逆上されても不思議ではないぴりぴりとした空気の中、神官は冷たい汗を背中に感じながら全力の説得を続ける。

「逃がしてみせる。主神の名に誓ちかって、この約束は違たがえない。この計画を成功させないことには私自身の未来も閉ざされることになる。ひとたび事を始めたが最後、私とあなたたちは一いち蓮れん托たく生しようなのだ」

　利害の説明だけでは到とう底てい足りない。大勢の生活を根本から揺ゆるがそうというのだから、その行いに対する責任感を示す必要がある。目の前の貧しい教徒たちを大脱走へ駆かり立てるためには、彼という神官が命を預けるに足る相手でなくてはならないのだ。

「この場の誰だれかが、今の話を軍に告げ口するとは考えないのですか」

「その時はその時だ。ひとりの神官として、私の徳とくが足りなかったということだろう」

　その事態も覚かく悟ごした上で、彼もこの場に赴おもむいていた。決意しかねて黙だまり込む教徒たちを前に、神官は説得の締しめくくりに入る。

「あなたたちには選せん択たく肢しがある。しかし、この話を持ちかけた時点で、私自身は帝てい国こくにとっての裏切り者。背はい水すいの陣じんでここにいることは分かっていただきたい」

「…………」

「私と共に未来へ走るか、この地に留とどまるか。選択が済んだなら、答えをお聞かせいただこう──」

　返答を迫せまる神官。その眼前で、覚悟を決めた教徒たちの目が次々と据すわっていく。
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　刻一刻と状じよう況きようが悪化していることを知る由よしもないまま、その上なお悪いことに、マシューたちは進軍の遅おくれに歯止めをかけられずにいた。

「おいおい、話が違ちがうだろ……！　怪け我が人にんを運んだら終わりじゃなかったのか!?」

　シャベルで土ど砂しやを掘ほり返しながら叫さけぶ青年。隣となりで同じ作業を続ける中年の男は、何度目とも知れずに頭を下げながら謝罪を重ねる。

「すみませんすみません！　でも見ての通り、土ど砂しや崩くずれで診しん療りよう所じよの入り口が埋うまっちゃってて、このままじゃ建物が使えないんです！　大勢で力を合わせて、少しでも早く土砂をよけないと……！」

　たまらずマシューは舌打ちする。現状はつまり、事故で生じた怪け我が人にんを届けた先で、さらに別の事故が起こっていたという有様だった。人命に係かかわるとあっては放置も出来ず、彼らはひたすら手を動かすしかない。

「……っ、見過ごすわけにもいかないか。予定外の足止めだぞ、くそ！」







「──なんだよ、また建材が崩れ落ちたのか!?」

　サザルーフのほうでも問題が頻ひん発ぱつしていた。一刻も早く橋の修理を終えたい彼らに対して、なぜか工事がもう一歩のところで停てい滞たいしてしまうのだ。すでに組み立てたはずの部分が崩れ落ちることが重なり、彼はいよいよしびれを切らしかけていた。

「一体どうなってんだ、この二日間でもう四度目だぞ！　俺おれたちは一刻も早く川を渡わたらにゃならんのに、無む駄だに工事を長引かせないでくれよ……！」

「すまんなぁ、どうも図面に間ま違ちがいがあったようでなぁ。いま急いで修正させとる。同じことはもう起こらんから、もう少しだけ付き合ってくれんかね」

　現地民の男が、なおものらりくらりと軍人たちを押おし留とどめようとする。その言動が信しん頼らいに値しないことを重ねて思い知った上で、サザルーフは厳しい口調で言い切った。

「これが最後だ！　次に崩れたら、我々は迂う回かいに方針を切り替かえるからな！」
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　もちろんのこと、マシューとサザルーフを襲おそっているものの正体は単なる不運などではない。それは綿めん密みつに意図された妨ぼう害がいであって、ある意味では「攻こう撃げき」そのものだった。何者かの術中で翻ほん弄ろうされていることにさえ、ふたりは一向に気付けない。

「もっと直接的な方法に訴うつたえてもいいのでは？」

　が、首しゆ謀ぼう者しやの意図とは別に、罠わなを仕し掛かける側にも結果を急ぎたがる者がいた。状じよう況きようの報告のために集まった廃はい屋おくの中で、彼女を前にした工作員の男が思い切って提案する。

「……うん？　そこのきみ、いま何か言いました？」

「は。これまでのところ、他の部隊の進軍を遅おくらせるに当たって、ミス・パトレンシーナは間接的な妨害工作ばかりを指示されます。進路上の橋を落としたり、地域の住民に足止めさせたりと。それはそれで成果を上げておりますが、いささか迂遠にも感じられます」
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　まどろっこしい手段に甘あまんじているのは性しように合わない。そんな心の声を聞き取った上で、ハロの顔をした女は気だるげに問い返した。

「……ああ、そう。一応訊きくけど、きみはどうしたいんですか？」

「マシュー少しよう佐さとサザルーフ准じゆん将しよう。この二名に毒を盛ってはどうかと」

　もっとも手早く効果的だと思われる手を、男は憚はばからず口にした。

「平時に下された内ない偵てい任務、それも現場までの移動の最中とあって、彼らの警けい戒かいは薄うすい。今なら実行は可能です。殺すも行動不能に追い込むも匙さじ加減ひとつで思いのまま。いますぐ命令をいただければ、食中毒に偽ぎ装そうした形で、今日中にでも成果を上げて御ご覧らんにいれ──」

　その提案を最後まで口にする前に、男の視界がぐるりと反転する。

「ば────────────────────────────────────────────────────────────────────────っかじゃないの？」

　腕うでを取られて組み伏ふせられたのだと、数秒かけて男はようやく理解し──その認識と同時に、信じられないほどの激痛が手首から肩かた口ぐちにかけて突つき抜ぬけた。

「────かッ!?」

「太っちょと無ぶ精しようひげに毒を盛る？　皇こう帝ていから直々に託たくされた極ごく秘ひ任務の真っ最中に？　そんなの『身内に裏切り者がいますよ』って自分から教えるようなものじゃない。きみさぁ、わたしがどういう基準に則のつとって工作を命じているのか、本当の本当にこれっぽっちも理解していないんだねぇ」

　みしみしと関節の軋きしむ音が響ひびく。彼女が責めているのは骨でも腱けんでもなく、言うなれば痛覚神経そのもの。それは敵を倒たおすことを目的とした武術とは一線を画する技術。対象を痛めつけて心をへし折り、意のままに操るための術すべに他ならない。

「わたしとハロはね、そこらに転がってる一山いくらの雑ざ魚こスパイとは違ちがうの。一度任地に潜もぐったが最後、戦略目標の達成まで敵勢力の枢すう要ようから情報を送り続けるのがわたしたちの務め。そのためには正体がばれるなんて論外、それ以前に存在を匂におわせてもいけない。これくらい言わなくても理解出来ないかなぁ普ふ通つう？」

　男の口からぶくぶくと泡あわがこぼれ落ちる。悲鳴は上がらないが、それはもはや工作員としての節度からではない。歯を食いしばる以外に何も出来ないのだ。市し井せいに生きる普通の人間なら、その生しよう涯がいにおいて何度も味わうことがないだろう埒らち外がいの激痛が、いま彼を襲おそっている。

「それとねぇ。敵国の要人をきみ個人の判断で殺すとか殺さないとか、そういう分を弁わきまえない考えにも眩暈めまいがしそう。あのふたりを殺そうと思えばいくらでもチャンスはあった──それこそ毒を盛るでも寝ね首くびを搔かくでもね。それが命じられていない時点で、あのふたりを生かしておきたい意図が上にはあるんだと察しなさい」

　痛みの程度を精せい妙みように調整しながら、女は至らない部下を懇こん切せつ丁てい寧ねいに教育する。工作員としての誤った認識を文字通りに痛感させる。──優すぐれた学びは、常に痛みと共に。さながら柔やわ肌はだに入れ墨ずみを彫ほるように。そういう形でしか、彼女は誰かに何かを教えられない。

「そもそもにして、暗殺なんてのは工作員の取る手法として下の下なの。軍事それ自体がそうであるように、スパイの任務もまた政治に従属する。後々の外交を考えた時に生かしておくべき人材なら、わたしたちはむしろ手厚く守ってあげなきゃならない。太っちょと無ぶ精しようひげはそのカテゴリーで、しかもハロとの交流が特別に深い相手。今回はその足を引っ張るんだから、慎しん重ちようの上に慎重を期すのは当たり前」

　こり、と手首の一部分を白い指先が撫なでる。たったそれだけのことで、男の全身が爆はぜるように痙けい攣れんした。焦しよう点てんを失った両目がぐるぐると蠢うごめき、ズボンの股またぐらにじわりと染みが広がる。

「理解出来た？　二度と忘れないよう、ちゃんと心に刻んだ？　──今回が最後だよ。分かるよね、次におかしなことを言い出したら」

　手首をねじる力を緩ゆるめてやりながら、男の耳元に口を寄せて、女はそっと囁ささやく。

「きみはもう、要らないおもちゃ。……外して畳たたんでお片付けして、くらーい箱の中にしまっちゃうんだからね？」

　怖おぞ気け立つような声で言い含ふくめながら、手首をほんのわずか横にひねる。瞬しゆん間かん、最後の激痛が男を襲い──それはようやく、気絶という救いを彼にもたらしてくれた。
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「悪い、道中色々あって到とう着ちやくが遅おくれた……！　もう捜そう査さは始めてるよな!?」

　大小多数のトラブルに阻はばまれたマシューが現地入りした時には、すでに予定していた日程を大おお幅はばに過ぎていた。先に到着して仕事を始めていたハロは、そんな彼を責めるでもなく笑ってうなずいてみせる。

「──はい！　この一帯の『神しん殿でん』と、その周囲の集落へ人を回しています。リストに名前が載のっている神官さんのうち、今日までに見つかった何人かには監かん視しを付けておきました」

「尋じん問もんよりも泳がせる方針か。おまえならそっちのほうが向いてるよな。……よし、おれも捜査に参加するぞ。そっちで人を回していない地域はどこだ？」

「予定通りに州の南側をお願いしていいですか？　こっちは北側から進めているところなので」

「了解！　遅れを取り戻もどすぞ！」

　こぶしを手のひらに打ち付けて気合を入れ直し、マシューは天幕の外へ駆かけ出していく。その背中をいつもの笑顔で見送りながら、彼女は満足げにつぶやく。

「うんうん、それでいいです。……張り切って走り回って、どんどん空回りしちゃってくださいねー」







　サザルーフの部隊の到着は、それからさらに三日遅れた。司令所の天幕を気まずい表情で訪ねた彼は、情けないと思いつつも、開口一番に謝罪する。

「すまん、判断ミスが重なって遅おそくなった……。進しん捗ちよくはどんな感じだ？」

　問われたマシューとハロも、微び妙みような表情で顔を見合わせた。

「初動の遅れを除のぞけば、捜査自体はそれなりに順調に進んでいるんですが……怪あやしい部分となると、これといって」

「わたしも同じです。監視を付けた神官の人たちと併あわせて、一いつ般ぱんの人たちの動きも探っていますけど、今のところ違い和わ感かんは見当たらない感じで」

　つまるところ、目に見える収しゆう穫かくがないのが現状だった。それを確認して、彼らの上官はがりがりと後頭部をかく。

「そうか、やっぱり簡単にはいかんな……。いや、何事もなく終わるのが一番っちゃ一番なんだが」

　異常は発見出来ても、異常がないことは発見出来ない──それが調査任務のジレンマだった。目に見える成果を求める反面、彼ら自身はそれがないことを何より望んでいる。

「なんにせよ、今日から俺おれのほうでも大々的に査察を始める。地域全体にプレッシャーをかけるから、今まではボロを出さなかった連中も違ちがった動きを見せるかもしれん。ふたりとも、ここからが本番だと思って集中してくれ」

「はっ！」「はいっ！」

　ふたりの部下から声が返り、サザルーフも気持ちを新たに任務へ赴おもむく。だが──結局のところ、彼らの捜そう査さが実を結ぶはずはなかったのだ。調べるべき場所も警けい戒かいすべき人物も、その本命はことごとく、現地に一番乗りで到とう着ちやくした彼女によって先回りされていたのだから。
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　帝てい都とで政務に忙ぼう殺さつされるシャミーユに対して、北東に向かったマシューたちからは、二日に一度のペースで定時連れん絡らくが届けられた。が──「現段階で異常は見受けられず」の報告が重なり続けると、女帝のほうでもそろそろ自分の杞き憂ゆうを疑い始めていた。

「……今回は、取り越こし苦労であったか」

「だとしたら、喜ばしいことであります」

　翠すい緑りよく堂どうの大だい伽が藍らんの中、玉座の隣となりに控ひかえたルカーンティが笑顔で言う。シャミーユも静かにうなずいた。

「そうだな。あの狐きつねの予想が外れたのなら、これほど痛快なこともない──」

　彼女の心が束つかの間まの安あん堵どを得る、だが、続く瞬しゆん間かん──その思いを嘲あざ笑わらうようなタイミングで、ひとりの武官が執しつ務む室しつに駆かけ込んできた。

「陛へい下か！　危急の報告にございます！」

「何事だ！」

　気の緩ゆるみを一瞬で引き締しめて女帝が応じる。武官もすぐさま説明した。

「北域へ査察に向かっているサザルーフ准じゆん将しようらの部隊から、先ほど緊きん急きゆう連絡がございました！　現地で大勢の教徒たちが集まり、北東へ向かって大移動を開始しているとのことです！」

　最悪の予想とは微び妙みように違った内容に、シャミーユは眉まゆをひそめる。

「大移動……集団での亡命か？　大勢とは具体的にどれほどの数なのだ」

「少なく見積もっても一万五千以上。あるいは二万に届く勢いとのことです！」

　その数を聞いて、女帝の心から最後の楽観が剝はぎ取られた。事前の備えが意味をなさなかったことを思い知るが──その一方で、彼女にはどこかしら怪け訝げんな思いが拭ぬぐえない。

「……査察の人員まで送っておきながら、それほどの規模の計画を事前に察知し得なかったと……？」

　その点がどうしても腑ふに落ちなかった。マシューたちを北域に向かわせたのは、まさにこうした事態を未然に防ぐためだったのだから。無論彼らにしても、慣れない任務で十全の働きが出来なかった可能性はあるだろう。しかし……それを考こう慮りよに入れたとしても、この局面に至るまで何の兆ちよう候こうも摑つかめなかったというのは納得出来ない。マシューにせよサザルーフにせよ、彼女はその能力に信しん頼らいを置くからこそ重く用いているのだ。

「……現場ではどのように対処している。すでに追手は出しているのか？」

「動きに気付いて後を追った時点で、すでに教徒たちの大半は大アラファトラへ踏ふみ入っていたとのことで……。ひとまずは後続の教徒たちを足止めしつつ、別働隊に山道を先回りさせて進路を塞ふさぐつもりだと」

　北域の荒こう野やを通り過ぎて、すでに事の舞ぶ台たいは山脈内部へ移りつつある。そう認識した時点で、シャミーユは心を定めて玉座から立ち上がった。

「──中央基地より第一旅団を緊きん急きゆう招集せよ。トルウェイの部隊もだ。余よは出しゆつ征せいする」

　一片の迷いもない君主の決断を前に、武官は戸と惑まどいながら、おそるおそる意見を口にする。

「陛へい下か……し、しかし、今回のこれは内乱ではありません。大きな事件ではありますが、現地の鎮ちん台だいに任せておかれても」

　未いまだ楽観の残る相手の認識に、シャミーユは首を横に振ふってみせる。

「これだけの異変を誘ゆう発はつしておきながら、あのキオカが状じよう況きようを座して見守るはずもない。教徒たちを餌えさに、マシューらは山脈内に呼び込まれたのだ。そこには必ずや罠わながある」

　そう見なさないわけにはいかなかった。かつての戦い──北域方面戦争の推移を思い返せばなおのこと。

「戦いは起こる。否いな──おそらく、現地ではもう起こっている」
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　その光景を前にした軍人たちの心境を、どのように言い表したものだろう。

　帝てい国こく北域・大アラファトラ山脈東部。山並みの形につけ一帯の植生につけ、北域動乱の舞ぶ台たいとなった山脈南部及および北部の荒あれ地とは趣おもむきを異にする。標高の低い場所は湿しつ潤じゆんで緑も多く、キオカ側に寄った地域の山間には熱帯林すら散在し、その辺りはむしろ旧東域の光景を彷ほう彿ふつとさせる。

　とはいえ、ひとたび視線を高く置けば、天を衝ついてそびえる山々の威い容ようは他となんら遜そん色しよくない。峻しゆん険けんな山やま肌はだを群れなして登っていく人々の様子は、遠目にも明らかな移動の遅おそさと相まって、ひどく頼たよりなげに映る。──子供も老人も、中には怪け我が人にんも病人も含ふくまれるだろう。過か酷こくな山やま越ごえで脱だつ落らく者しやが出ないはずもない。それでも彼らは登ると決めたのだ。神の恩おん寵ちようなき故国を見放して。

「……なんてこった」

　生まれ育った帝国を捨てて、信しん仰こうを頼たのみに、外へ逃のがれようとする数多あまたの教徒たち。

　つまりはそれが、センパ・サザルーフ准じゆん将しようの指し揮き下にある全員が目にした光景だった。

「……見える範はん囲いだけでざっと四～五千人。死角にいる連中を含めれば、たぶん一万はいます」

　手勢を引き連れて登ってきた台地の上、望遠鏡を覗のぞき込みながらマシューが言う。声には悔くやしさとやるせなさがにじんでいた。

「ここに来るまでに後方で足止めした教徒たちが一万と少し。……全体の半数は、山に入られました」

　ドン、とサザルーフのこぶしが立木を叩たたいた。不ふ甲が斐いなさに口元がゆがむ。

「どうして前ぜん兆ちようをつかめなかった……？　俺おれたちの目の付け所は、そんなにも的外れだったってのか」

　険けわしい表情を浮うかべるふたりの隣となりで、ハロの顔をした女が視線を落とす。

「ご、ごめんなさい……きっと、きっとわたしのせいです。わたしが受け持っていた捜そう索さく範はん囲いに見落としがあったんです」

　意図的に、という点が欠けていることを除のぞけば、その言葉はまったくの事実だった。が、彼女の内面が入れ替かわっていることなど予想だにしないマシューとサザルーフは、持ち前の責任感でもって彼女から責任を取り上げる。

「ひとりの不ふ手て際ぎわで説明がつくような状じよう況きようじゃないだろ。過あやまちがあったとすれば、たぶんおれたち全員にあったんだ。でなきゃここまで無様なことにはなってない」

「同感だな。しかし、こいつは……陛へい下かに首を刎はねられても文句は言えんか」

　サザルーフの口からぽろりと漏もれ出た言葉に、小太りの青年が真顔のまま首を横に振ふった。

「やめてくださいよ准将。冗じよう談だんになってない」

「悪い。俺も言ってから気が付いた」

　こわばった顔を両手でぴしゃりと叩き、それで気持ちを切り替かえて、サザルーフは前を見る。

「過ぎたことはどうしようもない。ひとまずここまで軍を進めて、今までに追い抜ぬいた連中は通せんぼして来たんだ。残る問題は、目の前の連中をどうするかだが」

「許可なしの出国はれっきとした犯罪です、見過ごすわけにはいかないでしょう。この数を逃にがせば、陛へい下かの政権それ自体の信しん頼らいにも響ひびきかねない。ひとりでも多く連れ戻もどさないと」

「正論だが──さらに山やま奥おくへ踏ふみ入ってでも、か」

　不吉な響ひびきを帯びた上官の声に、マシューはぎゅっと眉まゆ根ねを寄せる。

「……おれだって、サフィーダ中ちゆう将しようと同じ轍てつを踏ふむ気はありません」

「奇き遇ぐうだな、俺おれもだ。伸のびきった補給線をゲリラ戦で叩たたかれることがないよう、ここまでの進軍でも注意を払っちゃいる。……まぁ、シナーク族の大半が山を下りている以上、単純に前回の焼き直しになるってことは考えづらいんだが」

　サザルーフが冷静に分ぶん析せきする。北域動乱でのあれは山脈の地形を知り尽つくした地元部族だからこそ実行出来た戦術であって、キオカ軍やアルデラ神軍が一いつ朝ちよう一いつ夕せきに真ま似ねられるものではない。山脈上には未いまだにシナーク族の生き残りが住んではいるが、その彼らもすでに敗残の身。ここで再び反乱に打って出るほどの勢いがあるとは思えない。

「だとしても、これ以上は進みたくないってのが偽いつわらざる本音だが。──ここで一万の国民をハンカチ振ふって見送ったら、その時こそさっきの冗じよう談だんが冗談じゃなくなる。サフィーダ中将やつこさんと同じ轍は踏まないにしても、どのみち前には進まにゃならん」

　そこまで言うと同時に身をひるがえし、サザルーフは周囲一帯に視線を巡めぐらせる。

「この台地に司令部と野戦病院を置く。──前線指し揮きを任せていいか、マシュー少しよう佐さ。お前さんの大隊に先せん陣じんを切ってもらいたい」

　名指しされた青年は即そく答とうせず、厳しい面持ちのまま言葉を返す。

「……この脱だつ走そう劇げきは十中八九、キオカとラ・サイア・アルデラミンによって仕し掛かけられたものです。教徒たちを餌えさにおれたちを誘さそっているなら、彼らを追う過程で戦せん闘とうは必ず起こります」

「ああ、そうだろうな」

「その襲しゆう撃げきを退けて、ひとりでも多くの教徒たちを国内に連れ戻す。それがおれの任務だと考えて間ま違ちがいないですね？」

　最後の確認に、彼の上官が力強くうなずいてみせた。それを見届けたマシューが背筋を伸ばして敬礼する。

「謹つつしんで拝命します。──ハロ、後方は任せるぞ。しっかりやってくれ」

「マシューさん……どうか、お気を付けて」

　仲間の気き遣づかいにうなずきで応じて、マシューは身をひるがえす。その背中を見送る彼女は、表面上はハロとして完かん璧ぺきに振る舞まいながら、内心でくすくすと嗤わらっていた。──何もかも予想通りの運びだ、と。
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　追いすがる帝てい国こく軍から、今はまだ距きよ離りを隔へだてた山の上。もはや道とも呼べない岩だらけの悪路を、老若男女さまざまな教徒たちが、必死の形相で這はうように進んでいた。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

「あんた、もうだめ……少し休まないと、子供たちが……」

　疲ひ労ろうに負けて膝ひざを突つく子供たちを見かねて、母親がそう訴うつたえかける。が、先を行く夫は激しく首を横に振ふってみせた。

「まだだ、足を止めるな！　さっき見ただろう、帝国軍の追手がもう山に入って来てる！　あいつらのほうが足はずっと速いんだ、もたもたしてたらすぐに距離を詰つめられるぞ……！」

　国外逃とう亡ぼうという罪を犯している今、背後から迫せまる帝国軍の存在は、彼らにとって自分たちを追い立てる猟りよう犬けんそのものだ。その牙きばから逃のがれきらないことには、明日以降に命が繫つながらないと──事実はともかく、彼らはそう思い込んでいる。

「あそこまで──あのてっぺんまで辿たどり着いたら、そこで休きゆう憩けいだ。お前たち、そこまで頑がん張ばれるな？」

　そう言いながら、男は子供たちの背中を叩たたいて励はげましてやる。年長の子はそれでまた歩き出したが、年下のふたりはいっそう激しく泣なき喚わめいた。焦あせりを募らせた父親が子供たちの腕うでを取って引っ張る。

「しっかりしろ……！　ほら、俺おれの腕につかまれ！」

　言ったはいいものの、腕にしがみ付かれた状態では歩きにくいので、結局はふたりまとめて背負う形になった。子供ふたり分の重みがずっしりと加わった足取りで、男は一歩一歩懸けん命めいに山道を登っていく。

「ぜぇっ、ぜぇっ、ぜぇっ……！　……うぉっ!?」

　瞬しゆん間かん、浮うき石を踏ふんだ右足がガクンと沈しずみ込んだ。崖がけ際ぎわの悪路を進んでいた男の体が、背負った子供たちごと大きく傾かたむく。

「あんたッ!?」

　絶ぜつ叫きようする妻。彼女の視線の先で、親子はなすすべなく崖下に向かって倒たおれ込もうとして──その寸前で、何者かの腕に力強く抱きとめられた。

「──危ないところでした。よくぞここまで無事に辿り着かれましたね」

「……へ？」

　ふたりの子供ともども岩場にゆっくりと横たえられながら、男はきょとんとした表情で救い主の顔を見返す。帝国軍のそれとは異なる軍服を着込んだ兵士が、柔やわらかな笑顔を彼に向けていた。

「キオカ陸軍所属、ラバル伍ご長ちようと申します。あなたたちをお迎むかえに上がりました。水も食料もロバもこちらで用意してありますから、この先はどうかご安心ください」

　そう言われて男が辺りを見み渡わたすと、いつの間にかラバル伍長以外にも大勢のキオカ兵士たちが現れて、一いつ緒しよに登ってきた仲間たちに手を貸していた。走り寄ってきた妻と息子に無事を伝えながら、男は目の前の状じよう況きように呆ぼう然ぜんとする。

「む、迎むかえって……あんたら、こんな山の中まで」

「私たちだけではありません。主神の使徒たちも駆かけ付けています」

　ラバル伍長が指さす先に視線をやると、そこでは一星せい輝きの紋もん章しようを付けた軍人たちがキオカ兵士たちと同様の、否いな、それ以上の熱心さで教徒たちを助けていた。男は目を丸くしてその光景を見つめる。

「ラ・サイア・アルデラミン神聖軍……！」

「驚おどろかれましたか。我々は彼らと協力体制を取って、帝てい国こくからの脱だつ出しゆつを望むアルデラ教徒を保護しています。ここまで辿たどり着いた以上は何の心配もありません」

　背中を支えてゆっくりと体を起こさせながら、伍長は相手にそう言い含ふくめた。それから気き遣づかいのこもった視線を男の家族に向ける。

「奥おく方がたと子供たちも疲つかれ切っていらっしゃるようですね。歩けない方はロバか馬に乗ってください、もう少し先の野営地までご案内します。じきにここは戦場になるので、あまりのんびりしてはいられませんが」

「あ、ああ……すまない、助かる……」

　予想もしなかった手厚い援えん助じよに面食らいながら、男は辛かろうじてそう答える。彼のすぐ隣となりでは、伍長に差し出された水すい筒とうから、子供たちが競い合うようにして水を啜すすっていた。







「──ここまでで四千人余りか。Ｍｕｍ、悪くないペースだ」

　山道を連なって登っていく教徒たち。その旅団の先せん端たんには、キオカ軍・アルデラ神軍双そう方ほうの拠きよ点てんが存在していた。動員兵力はキオカ側が約三千、アルデラ神軍側が約二千。合計五千の軍勢を、亡命者たちの逃とう亡ぼうルートに沿って展開している形である。

　司令部の天幕の中、部下からの定時連れん絡らくを受けて、キオカ側の総そう指し揮きを務める陸軍少しよう将しようジャン・アルキネクスは明るい微笑ほほえみを浮うかべる。

「五日後には六千人程度になっているでしょう。帝国軍の追手が追い付けるとしたら、それ以降に山を上ってくる人々になります」

　副官のミアラ・ギンが慎つつましく言い添える。が、次の瞬しゆん間かん、そんな彼女とは対照的に図々しい声が会話に加わった。

「帝国にとっても無視出来ない数まで膨ふくらんだのぅ。準備期間の短い計画だった割に、よくここまで大勢を引き込めたものじゃ。──時にジャンよ、37に61を足すと？」

「98です、博士はかせ。貧しい人々ほど宗教に依よる部分は大きいものですからね。神官の流出はそのまま教徒の流出に繫つながります。ラ・サイア・アルデラミンとの国交断絶が背景にあるとはいえ、彼らを繫ぎ止める努力を怠おこたったのは帝てい国こくの落ち度。半ば以上は自業自得と言えるでしょう」

「昔はさんざんわしらを追い掛かけ回してくれた神官どもが、今となっては食うや食わずやで国を捨てて逃にげ出して来るというわけか。これで奴やつらにも追われる者の苦労が少しは分かったかの。──48に11をかけると？」

「５２８。もう少し数字が大きくても構いませんよ、博士」

　即そく答とうを受けたアナライがメモ用紙に再び○を書き込み、そのままこくこくとうなずいた。

「ふむ、ここまで全問正解か。回答も全すべて二秒以内とは、さすがに大した頭脳じゃ」

　賞賛されたジャンが軽く微笑ほほえむ。自身が提唱した脳の分割睡すい眠みん仮説を検証するべく、老ろう賢けん人じんは彼の能力を定期的に計測しているのだった。傍かたわらのミアラの眉み間けんにシワが寄る──その検証がしばしば日常の業務に割り込む形で行われるのが、彼女には面白くない。

「……あの、アナライ博士。同行は許可しましたけど、あまりジャンの集中を乱されては……」

「いやニエツト、大だい丈じよう夫ぶだよミアラ。たかだか二、三桁けたの計算を挟はさんだくらいで、僕ぼくの思考がどうにかなったりはしないさ」

　行き過ぎを窘たしなめようにも、当のジャンがそれを拒こばんでいないので仕様がない。不満を吞のんで黙だまり込むミアラをよそに、白はく髪はつの将は親しげにアナライと会話を続ける。
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「Ｙａｈ、それにしても──まさか山さん岳がくでの任務にまで付いて来られるとは思いませんでした。標高三千メートル近くまで登ってきても、周りの兵士たちにも増して潑はつ剌らつとした振ふる舞まい……。ご自分でおっしゃっていた通り、素晴らしい健けん脚きやくですね」

「当然じゃ。誰だれかさんとは違ちがい、わしは毎晩たっぷり寝ねておるからのぅ」

　薄うすい胸むねを張ってそう言ってのける老人。高級将校に対する遠えん慮りよというものが致ち命めい的てきに欠けた彼の振る舞いに、ミアラの堪かん忍にん袋ぶくろが秒刻みで膨ふくれ上がっていく。

「……だから！　そういう言動も慎つつしんでと──」

「博士はかせ──っ！　これ見てください！　これ！」

　再び声を上げかけたミアラを、いきなり天幕に駆かけ込んできた男の声がさえぎる。ジャンとアナライの視線もそちらに向いた。

「どうしたバジン。──むっ!?　これは……！」

「西の崖がけにある露ろ出しゆつした地層から発はつ掘くつされました！　どう見ても人じん為い的てきに研けん磨まされた金属板なのに、驚おどろくべきことにほとんど錆さびていません……！」

　手の中に収まるサイズの金属板を差し出して、興こう奮ふんも露あらわにバジンは語る。ジャンも興味深げにそれを覗のぞき込んだ。

「Ｈｕｍ？　ちょっと失礼……確かに不思議な物体ですね。しかし博士、何をそんなに騒さわいでおられるのですか？」

「決まっておる！　これが古いにしえの文明の遺い物ぶつかもしれんからじゃ！」

　子供のように頰ほおを紅こう潮ちようさせる老人。白髪の将はきょとんと首をかしげる。

「古の文明……？　それは例えば、キオカの元となった六つ国や、カトヴァーナ帝てい国こくの成立より以前を指してのものでしょうか」

「それよりさらに昔の話じゃ。少なくとも五千年以上は遡さかのぼるとみておる」

　壮そう大だいな年月を提示して、アナライは夢見るように天幕越ごしの空を仰あおぎ見る。

「文ぶん献けんにすら記されぬ遠い過去、そこには現在のわしらよりも遥はるかに進んだ高度な文明があった。その時代を生きた人々が造り出し、現代に遺のこしたものこそ、他でもない四大精せい霊れいである──これがわしの提唱する『超古代文明論』の概がい略りやくじゃ。むろん、今はまだ仮説に過ぎんがのぅ」

　余りにも突とつ飛ぴなその内容を受けて、ジャンの両目が驚おどろきに見開く。

「──人によって造られた？　精霊が？　……すみません博士、少しおっしゃる意味が」

「なんじゃなんじゃ？　べつだん敬けい虔けんなアルデラ教徒でもなかろうに、お前さんも精霊が神によって遣つかわされたと盲もう目もく的てきに信じているクチか。ならば良かろう──その蒙もう、わしが啓ひらいてくれる！　いいか、そもそも精霊の存在は自然界においていかにも特異であって──」

　ここぞとばかりにジャンへ向かって講義を始めるアナライ。もはや口を挟はさめる空気ではなくなって、ミアラは一歩引いた位置からその光景を見守るしかない。

　縮こまった彼女の肩かたを、ふいに大きな手のひらがぽんと叩たたいた。

「……気を落とすな」

「な、なんですかいきなり！」

　同どう僚りようのタズニヤド・ハッラーが同情の面持ちで傍かたわらに立っていた。ミアラの八つ当たり気味の刺とげ々とげしさを鷹おう揚ように受け止めつつ、キオカ軍きっての巨きよ漢かんはため息をつく。

「さすがの俺おれも、ジャンがあそこまで誰だれかに懐なつくとは想定外だった。だがまぁ無理もない。開くたびに別の何かが飛び出す、まるでびっくり箱みたいなお人だよ、あの博士はかせは」

「で、でも……！　あんなのは軍人の職責を逸いつ脱だつしています！」

「だとは思うが……お前、当のジャンにそれを言えるか？　見ろ、あの楽しそうな横顔」

　目線で白はく髪はつの将を示すハッラー。彼に教えられるまでもなく、ミアラにも当然分かっていた。未知への好こう奇き心しんに輝かがやく少年の素顔がそこにある。そんな光景を前にして、無ぶ粋すいな横よこ槍やりを挟はさめるわけがない。

「前にお前が言った通りだった。ジャンのあんな顔、俺は見たことねぇよ。博士が現れるまではただの一度もな」

「…………」

「俺たちには出来なかったことをしてやられたって意味で、複雑な思いは正直、あるがな。あいつが使命を果たす以外の喜びを見つけたっていうなら、それはたぶん良いことだ。お前だってそう思うだろ？」

　しばらくためらった末、ミアラはかすかにうなずいてみせた。彼女の葛かつ藤とうを我が事のように受け止めつつも、ハッラーは年長者としての分別をもって振ふる舞まう。

「任務に差し障さわりがあるならともかく、そうでない限りは大人しく見守ってやろうぜ。しばらくは寂さびしい思いをするかもしれないが──なぁに。あんまりお前を放置して博士とばっかり遊んでるようなら、その時は俺が一言文句を言ってやるよ」

「余計なお世話ですっ……！」

　握にぎったこぶしで彼の胸むな板いたを打ち、ミアラは赤面したまま天幕から出ていく。その背中を苦笑気味に見送ってから、ハッラーは「さて」とつぶやいて気持ちを切り替かえた。

「ともあれ、こっちの仕し掛かけは整いつつあるが。──帝てい国こく軍の奴やつらはどう出るかね」





＊






　標高千メートル程度まで登ったところで、マシュー・テトジリチ率いる先せん遣けんの一個大隊は一度足を止めていた。

「第七小隊長、第八小隊長。前に出ろ」

　士官がふたり、整然と並んだ隊列から進み出る。小太りの青年は彼らと向き合い、その向こう側に佇たたずむ二個小隊の姿をじっと見つめた。──軍服を脱ぬいで粗そ末まつな白い衣服に身を包んだ兵士たち。巡じゆん礼れい服ふくへの着き替がえを済ませた彼らは、もはや一見して帝てい国こく兵とは分からない。

「これから先の進軍は、おまえらが指し揮きする二個小隊に先行してもらう。分かってると思うけど、今回はだいぶキツいぞ」

　前置きされた両名が固かた唾ずを飲んでうなずく。マシューは両手で地図を広げてみせた。

「今から指定するルートを辿たどって、全速力で山道を駆かけ上れ。これは早ければ早いほどいい。大事なのは亡命する教徒たちの最さい後こう尾びに出来る限り肉にく薄はくして、可能なら合流すること。だからこそ進軍速度に定評のあるおまえたちの小隊を選んだ」

　戦術の詳しよう細さいを説明する間、一言たりとも聞き逃のがすまいと、士官たちは張り詰つめた面持ちでマシューの言葉に聞き入っている。その姿にかつての自分を重ね見て、青年は否いや応おうなく年月の経過を思い知らされた。

「……一風変わった運びでここまで来たけど、少なくとも今回は内乱の類たぐいじゃない。この先で戦うことになるとすれば、それはキオカやアルデラ神軍の連中だ。その点に関しちゃ、おれは正直ほっとしてる。味方同士で殺し合うのにはうんざりだ」

　そう言いつつ、地図を畳たたんで懐ふところにしまう。明白な「敵」を前にして、マシューの顔には活力がみなぎっていた。

「敵を倒たおして国民を連れ戻もどす、おれたちがやるべきはそれだけだ。だから──久しぶりに遂とげさせてもらおうぜ。ごく当たり前の務めを。軍人の本ほん懐かいってやつをさ」
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「報告します、中隊長殿どの！　午前中で新たに六百二十一人、亡命希望者を後方へ通しました！」

　教徒たちの亡命ルート上に設置された一つ目の要害。帝国軍との戦いを近い未来に約束されたキオカ兵士たちは、その日までにひとりでも多くの亡命者を迎むかえ入れようとしていた。

「ああ、ご苦労。千客万来とはこのことだな。帝国はよほど住み心地が悪いと見える」

「それも当然かと。もはや先がない帝国に対して、我らのキオカは未来への展望に満ちた国です。これまで一いつ貫かんして亡命者を手厚く遇ぐうしてきた事実もありますし」

　木材と日干しレンガで造られた砦とりでの中の一室。愛国の意思もあらわに胸むねを張ってみせる部下に、要害に詰めた変則中隊三百人の指し揮き官かんを務める将校は同意のうなずきを返す。

「帝国軍の追手はどうなっている？　今日で亡命者たちの集団も最後尾に差し掛かかったが、奴やつらに進軍を急ぐ様子はあるか」

「いえ。偵てい察さつを目的とした先せん遣けん隊たいと見える小規模の部隊が、ここから二日程度の位置まで登ってきている程度です。彼らには北域方面戦争で痛い目を見た経験がありますから、うかつに山脈の奥おく深ふかくへは入り込めないのでしょう。本格的な衝しよう突とつは早くても三日後になるかと」

「ふむ、三日か……。だとすれば、戦せん闘とうに亡命者たちを巻き込む憂うれいはないな」

　懸け念ねんがひとつ取り払われたことを喜びつつ、中隊長はふと真顔になって部下に向き直る。

「繰くり言になるが──亡命者たちはくれぐれも丁重に扱あつかうのだぞ、少しよう尉い。その道義的な正しさこそが帝てい国こくを追い詰つめる結果に繫つながる」

「は。いかに皇こう帝ていが絶対者として君臨していようとも、民に見捨てられれば国は終わり。国家の実体は常に支配者ではなく民の側にある……そうでしたね」

　かつて学んだ祖国の理念を再確認する少尉。それを聞いた上官も満足げにうなずいた──かと思えば、一変して顔に苦汁をにじませる。

「そう、これは大義ある戦いだ。その指し揮きを執とっているのがあの若造でなければ、なおのこと気分がいいのだがな……」

　上官の口から漏もれ出した不満にぎょっとする少尉。大声でしていい話ではなかったが、中隊長は構わず続ける。

「ついこの間まで一いつ介かいの尉官だった若造が、今やキオカ軍史上最年少の少しよう将しよう様とくる。執しつ政せい官かんの肝きも煎いりという立場をいいことに、並み居る先せん達だつを傲ごう慢まんにも差し置いて。……どうだ、素直に頭こうべを垂たれる気になれるか？」

　そう尋たずねて、男は厳しく部下をにらみつける。きょろきょろと周りを見回してから、少尉は控ひかえめに首を横に振ふってみせた。中隊長は満足げにうなずく。

「分かっているなら良い。亡命者たちの世話を焼きつつ、三日後に備えて準備をしておけ。帝国軍の連中を手厚く迎むかえてやる準備をな」

「は。しかしその、ひとつ問題が。アルキネクス少将殿どのからは、亡命者たちの身体検査を徹てつ底ていする旨むねの指示が来ておりまして……」

　おそるおそる口にする少尉。案の定、彼の上官は一いつ瞬しゆんにして渋じゆう面めんになった。

「難民たちから衣服を剝はいで、せっかく勝ち取った好感をふいにしろというのか？　やれやれ、これだから現場を知らない若造を上官に持つのは敵かなわん。……今のは聞かなかったことにする。彼らの扱いはこれまでと変えずにいけ」

「は、はぁ……了解です」

　力なく敬礼した後、少尉は身をひるがえして外へ走り去っていく。と、彼と入れ替かわりにやってきた部下が報告をもたらした。

「中隊長殿、新たに百人ほどが登ってきました！　帝国軍の追手も近いですし、これでそろそろ最後でしょうかね！」

「慌あわてるなラバル伍ご長ちよう。最後のひとりまで受け入れてやろうじゃないか。正しい国家に仕える正しい軍隊の、それこそが在るべき姿だ──そうだろう？」

　悠ゆう然ぜんと言ってのける男。その自負こそが勝利に結びつくと、彼は信じて疑わない。
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「──大隊、止まれ」

　そして三日後の早朝。敵軍の事前の予想に違たがわず、マシュー率いる一個大隊は、キオカ兵士たちが守る山脈上の砦とりでを目の前にしていた。

　遮しや蔽へい物ぶつとなる斜しや面めんに隠かくれて敵てき陣じんの様子をうかがいつつ、小太りの青年はぶつぶつとつぶやく。

「……山道を塞ふさぐ要害か。しばらくぶりの眺ながめだけど、低い位置から敵を見上げるのは相変わらず嫌いやなもんだ」

　その光景は、まさしく北域動乱の焼き直しに近い。要害に身を隠した敵兵たちが遮蔽物の隙すき間まから銃じゆう身しんを突つき出し、こちらの突とつ撃げきを今か今かと待ち構えている。のみならず、砦の各所からは風ふう臼きゆう砲ほうの砲身も突き出していた。迎げい撃げきの準備は万ばん端たんと見える。

「配備されている兵力はざっと三百。風ふう銃じゆう兵・焼撃兵・光照兵の割合は４：３：３ってところか。爆砲の備えはなし……ここまで運んでくる労力を考えれば当然だな。代わりに北域動乱の時から持ち越こした風臼砲が八門、と」

　爆砲の砲撃には遠く及およばないまでも、重力を味方に付けて飛んでくる砲ほう弾だんはじゅうぶんすぎるほどの脅きよう威いだ。かつての戦いでも、それに手足を砕くだかれた仲間は数えきれない。

　だが──その全すべてを踏ふまえた上で、マシューは自前の風銃にガチリと銃じゆう剣けんをはめ込む。

「総員着剣。──初しよっ端ぱなから手間取っていられない。さっさと陥おとすぞ、おまえら！」

「「「「「「「サー・イエス・サー！」」」」」」」

　必勝を期した指し揮き官かんの声に、部下たちもまた戦意を込めて応じ──そして戦いが始まった。







「──懲こりない連中だな。その程度の兵力で正面から力押おしとは！」

　突撃の気配を見せた敵軍を砦の上からにらみつけて、キオカ側の指揮官も応戦を開始する。

「迎撃部隊、射撃・砲撃開始！　奴やつらを寄せ付けるな！　──撃てぇッ！」

　号令と同時に射出される銃弾。圧縮空気の破は裂れつ音が幾いく重えにも重なって戦場音楽の序じよ章しようを形作る。やや遅おくれて八発の砲弾が並んで斜面を跳はね転がっていった。もうもうと土つち埃ぼこりの舞まい上がる中、その一発が立木に衝しよう突とつして半ばからへし折っていく。

「守りの側とて引け腰ごしになるな！　高所と要害、この二点の優位が我々には確固とある！　大アラファトラの山やま肌はだに、帝てい国こく兵の屍しかばねの山を重ねて築くのだ！」

　指揮官の飛ばす檄げきを後押しに、キオカ兵士たちは苛か烈れつな一いつ斉せい射撃を続行する。突撃の素そ振ぶりを見せていた帝国兵士たちも、その勢いを前にすぐさま斜面の後ろへ駆かけ戻もどっていった。

　攻せめあぐねたように沈ちん黙もくする敵軍との間で、しばし戦せん況きようがこう着する。

「──圧あつ倒とう的てきですね。連中、この砦とりでまで寄ってくることも出来ませんで」

「地の利が導く必然でしかない。こんな戦いでは武功を誇ほこることもままならんな」

　北域動乱の時分から成長のない帝てい国こく軍の戦い方に、指し揮き官かんは内心で呆あきれを覚えた。──あまりに工夫がない。状じよう況きようの不利を無視した力押おしは、いたずらに兵の命を浪ろう費ひするものでしかないというのに。

「だが、キオカにとって相応ふさわしい勝利にはなろう。正しき用兵、正道の軍略をもって敵を降くだす。ひとつ不ねむ眠らずの若造に見せてやるとするか、正しき軍人の在り方というものを」

　その一方で、愚おろかな敵を正攻法でしりぞけるという状況は、彼の将としてのプライドをそれなりに満足させてもいた。──このままけん制を続けて、敵が再び突とつ撃げきに及およんだ時は斉せい射しやを集中して出鼻を抑おさえればいい。相手側に新たな動きが見られない限りはそれを続けるだけのこと。

　だが──そう見込みを付けた指揮官に、次の瞬しゆん間かん、寝ね耳みみに水の報告がもたらされた。

「て、敵てき襲しゆう！　後方より襲撃──ッ！」

「何ッ!?」

　仰ぎよう天てんして背後を振ふり向く指揮官。そして目にした──まったく注意を払っていなかった砦の反対側から、武器を手にした大勢が殺さつ到とうしている様子を。

「馬ば鹿かな、なぜ砦の後ろに敵がいる!?　この一帯は高所から見張らせていたのだぞ、どうやっても回り込めたはずが──」

　困こん惑わくが極きわまりかけた瞬間、彼は気付いた。予想だにしない方向から攻せめ寄せてきた敵兵たち。その全員が、多くの教徒たちと同様の巡じゆん礼れい服ふくを身にまとっているという事実に。

「──まさか。あの亡命者たちの中に、すでに」

　事の顚てん末まつを理解した指揮官の顔色が青ざめる。だが、時すでに遅おそし。戦いが始まるより前から、彼は致ち命めい的てきな失態を演じていたのだから。







　奇き襲しゆうを受けた砦が混乱をきたしている様子に、マシューは攻こう略りやくの好機が訪れたことを悟さとる。

「予定通り、これで挟撃になった。──突撃開始！」

　その機を逃のがさず、彼の大隊は総攻撃に移った。風ふう銃じゆうとボウガンを手に斜しや面めんを駆かけ上っていく帝国兵たち。その接近に気付いたキオカ兵たちが慌あわてて迎げい撃げきを始める。

「応射に怯ひるむな、一気に攻め寄せろ！　仲間が作ったチャンスを無む駄だにするな！」

　マシューの叫さけびが部下たちの背中を押す。友軍に背後を突つかれた分だけ、砦から降り注ぐ弾だん雨うは密みつ度どを減らしている。ここで二の足を踏ふむことは許されない。ただちに砦を突破して合流しなければ、先に突撃した仲間のほうが各個撃破されてしまう。

「「「「「「「「うぉぉぉおおおおおおお──────ッ！！！」」」」」」」」

　一いつ気き呵か成せいに敵てき陣じんを攻め落とすべく、兵士たちは一丸となって疾しつ走そうする。弾たまを受けた数人が倒たおれ込む中、その先頭集団が、ついに砦とりでの本体に手をかけた。







「──予備隊、迎むかえ撃うて！　奴やつらを砦に近付けるな！」

　砦の中でも必死の応戦が行われていた。待機させていた予備兵力で奇き襲しゆうへの抵てい抗こうを試みるものの、巡じゆん礼れい服ふくに身を包んだ敵勢は一向に攻せめ手を緩ゆるめる気配がない。

「じゅ、銃じゆう撃げきしながら突撃してくる！　中隊長殿どの、奴ら手て練だれの猟りよう兵へいです！」

「行動が一いつ致ちしてるくせに、個々の動きが速すぎる！　くそっ、狙ねらいが定まらない……！」

　予想を超こえた敵兵の練度に焦あせりを隠かくせないキオカ兵たち。それもそのはず、マシューの指し揮きする部隊はすでに過去の在り方から一歩も二歩も先に進んでいる。けん制射撃、遮しや蔽へい物ぶつの確保、安全地帯への誘ゆう導どう──そうした役割分担を踏ふまえつつ、基本的には分隊ごとに行動しながら、あくまで全体の連れん携けいを保ったまま段階的に前進していく。その脅きよう威いたるや、兵員が横並びで進んでくることしか出来なかった従来の戦列銃兵とは比べものにならない。

　と、彼らに苦戦を強しいられるキオカ兵たちの視線の先で、さらに予想外のことが起こった。砦の裏から攻勢を仕し掛かけていた敵軍が、急激に縦じゆう列れつを組んで中央の門へと殺さつ到とうしたのだ。

「!?　や、奴ら一直線に門を目指して……！」

「もはや銃撃では駄だ目めだ！　白兵で食い止めろぉ！」

　命令を受けて次々と迎げい撃げきに向かう兵士たち。だが、敵の勢いを止めるためには行動が遅おそすぎた。彼らが満足な方ほう陣じんを作り上げる前に、そこへ一直線に突つっ込んだ猟兵たちが隊列の全すべてを滅め茶ちや苦く茶ちやにしていた。







「扉とびらが開いたぞ！　なだれ込めぇぇぇええええ！」

　ごとりと閂かんぬきの落ちる音。裏手からの奇襲に屈くつした要害が、正面の敵勢に向かってその喉のど元もとをさらけ出す。待ちに待った合流を果たした帝てい国こく兵たちは、束ねた力をもって砦の内部を次々と蹂じゆう躙りんした。

「がッ──」「くはっ」「ぐぇぇぇえええっ」

　銃じゆう剣けんに貫つらぬかれたキオカ兵たちが血ち反へ吐どを吐はいて倒たおれこむ。もはや銃撃が物を言う間合いではない。こうした半屋内での白兵戦となれば、乱戦慣れしたマシューの部隊が猛もう威いを振ふるう。

「く、くそぉぉおおおおッ！」

　半ば自や棄けになって突撃してきた敵兵のひとりが、運良く隊列の綻ほころびを抜ぬけて指揮官に肉にく薄はくする。その姿を横目に捉とらえたマシューは、銃剣による刺し突とつをかわしざまに腕うでをつかんで引き込み、同時に足を払って相手を転ばせる。

「ふッ……！」

　仰あお向むけになった敵兵にすかさず馬乗りになり、銃剣で胸むな板いたを一ひと突つき。さらに力を込めて刃を心臓へねじり込む。息の根が完全に止まるまでそれを続けてから、彼はようやく立ち上がった。

「ご無事ですか、マシュー少しよう佐さ殿どの！」

「問題……ない。それより早く砦とりでを制圧しろ。指し揮き官かんを逃にがすな」

　頰ほおにかかった返り血を指でぬぐい、青年は部下と共に行動を再開する。全四階層からなる砦を一階ずつ制圧していき、やがて屋上部で最後に残った敵集団と対面した。

「──あんたが指揮官だな」

「くっ……貴様ら……！」

　武器を構えた部下たちの背後で、敵将が屈くつ辱じよくに口元をわななかせている。軍服の階級章からマシューを指揮官と見み抜ぬくや、彼は口こう角かく泡あわを飛ばして青年を罵ば倒とうした。

「なんと薄うす汚ぎたないやり口だ、亡命する自国民に巡じゆん礼れい服ふくを着せた兵士を紛まぎれ込ませるなど！　私は認めんぞ！　それが帝てい国こく軍の正道か！　自国の民を計略に利用するなど、貴様らに軍人としての誇ほこりはないのか！」

「無む駄だ口ぐち叩たたく前に、まずは武器を捨てて投降しろって。……つーか、今までさんざん内乱を扇せん動どうしてきたそっちに言えた口じゃないだろ。いいからさっさと白旗出せ、ほら」

　非難を軽く受け流しつつ、彼は部下たちに一いつ斉せい射しや撃げきの構えを取らせる。銃口を向けられた士官たちは揃そろって顔色を青ざめさせ、うちひとりが慌あわてて懐ふところから白旗を取り出して掲かかげた。

「お、お前たちっ……！」

　それを境に他の部下たちも次々と武器を手放していき、最後には指揮官の中隊長その人だけが残される。相手の物分かりの悪さに、マシューはため息をついた。

「誇りとか正しさとか、そういうのは状じよう況きように余よ裕ゆうがある時だけ許される贅ぜい沢たくだろうに。……少なくともあんたにとって、それを見せるタイミングは今じゃなかった。おれたちの部隊と距きよ離りが詰つまった時点で、万全を期して砦の通行を締しめ切ることも出来たはずだ。そうしなかったのは驕おごりでしかない」

「…………っ……！」

「付け入る隙すきが見えたなら、こっちは遠えん慮りよなく突かせてもらうだけだ。──おれは戦場じゃ大たい抵ていいっぱいいっぱいなんでね。格好つけて戦い方を選んでいる余裕なんざない」

　彼の言葉を受けた敵将が力なくうつむき、右手がボウガンを取り落とす。それを決着とみなしたマシューの部下たちが、すぐさま敵兵の無力化に取り掛かかった。武装解かい除じよの上で拘こう束そくされていく敵の姿を眺ながめつつ、小太りの青年は隣となりの副官に声をかける。

「被ひ害がい報告、頼たのむ」

「はっ！　正面から砦を攻せめた我々の部隊からは戦死者が十二人、重傷者が二十一人。砦の裏側から奇き襲しゆうを仕掛けた部隊からの戦死者が七人、重傷者が十六人。合わせて戦死者十九人、重傷者三十七人となりました！　軽傷者は現在集計中であります！」

「十九人も逝いかせたか。……あいつらみたいにはいかないな」

　黒と赤の面おも影かげが脳裏によぎる。将校として多くの経験を積んだ今でさえ、彼らの域には未いまだに遠い。己の未み熟じゆくによって死なせた部下たちに心中で詫わびながら、しかしそれに囚とらわれることはなく、マシューは次に取るべき行動に意識を移す。

「後続の部隊から人員を補ほ充じゆうしつつ、ここから次の要害までの間に残っている教徒たちを確保して後方へ輸送。それから進軍を再開する。──初戦で勝ったからって気を緩ゆるめるなよ、おまえら。敵はキオカだ。次からはこう上う手まくはいかない」
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「──第一要害が陥かん落らくした？　こうも早々に？」

　光信号の伝達によって、凶きよう報ほうは数時間と置かず後方へ届けられた。何事につけ型破りなアナライの存在もあり、これまではどこか弛し緩かんしたところのあった司令部の空気だが、その報告によって一気に緊きん張ちようを強めていく。

「は、残念ながら……。現場を目もく撃げきした兵によれば、正面から攻せめ寄せた敵主力と、砦とりでの裏側に回り込んだ部隊との間で挟きよう撃げきを受けていたと」

　報告をもたらした士官が沈ちん痛つうな面持ちで付け加える。老ろう賢けん人じんは顎あごに手を当てて想像した。

「あの地形で挟撃……ということは、逃にげてくる教徒たちの集団に兵を紛まぎれ込ませたか。なるほどのぅ。亡命者に対するキオカのスタンスを逆手に取られたわけじゃ」

　数秒でそう結論し、アナライは感心の面持ちでうなずきを繰くり返す。周囲の雰ふん囲い気きがどれだけ張り詰つめようと、この科学者だけは緊張と無む縁えんだった。

「初手でこうした大だい胆たんな策を打ってくるとは、あちらの将はなかなか肝きもが据すわっておる。逆にお前さんの部下は油断しすぎておったな。難民の身体検査を徹てつ底ていするように命じたのも実行されなかったようじゃ」

　場の空気を無視して挑ちよう発はつじみた言葉をかけるアナライ。それを真顔で受け止めて、白はく髪はつの将はすっと両のまぶたを閉ざす。──現場の将校、それもおそらく中隊長の男が命令を無視したのだろうと想像は付いている。そういう気配は最初に顔を合わせた時からあった。

　付き合いの長い部下たちはともかく、指し揮き下に組み込んで間もない相手には反感を買うことが多い。若くして出世した将校にはありがちな逆風。その辺りの信しん頼らいの穴あな埋うめも、彼が今後向き合わねばならない課題のひとつだ。

「……確かにシア。博士はかせのおっしゃる通り。気を引き締しめてかかる必要があるようです」

　数秒置いて両目を開いた時、その白銀の瞳ひとみにはすでに次の行動への決意が宿っていた。

「第三要害まで降りる。ミアラ、護衛の中隊をひとつ抜ばつ擢てきしてくれるかい」

「え、司令部を出るつもりですか？　しかしジャン、なにも将官のあなたが……」

　彼の身の安全を気き遣づかったミアラが控ひかえめに反対する。が、当の本人は心配無用とばかりに片目を閉じてみせた。

「前線まで出張る気はないし、今の時点では現場に口出しするつもりもないけどね。敵軍が見える程度の位置には立っておきたいじゃないか。やはり戦いくさは机の上でするものじゃないよ」

　彼女を安心させるようにそう言った後、ジャンは最後にぼそりと付け加える。

「──敵てき陣じんに、見知った顔がないとも限らないことだしね」
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「──前線から伝令が届いたぞ、ハローマ少しよう佐さ。どうやら最初の要害を突とつ破ぱしたらしい。敵の指し揮き官かんを捕ほ虜りよに取って、逃にげた国民も二百人ばかし捕つかまえたそうだ」

「ほんとうですか!?」

　帝てい国こく軍側の司令部には、同じ事実が朗ろう報ほうとして届いていた。マシューがいるだろう方角を遠く見上げつつ、サザルーフはにやりと笑みを浮うかべる。

「キオカ軍相手でも引けを取らない。この二年で成長したな、あいつも」

　その言葉に同意の笑みを向ける一方で、ハロはちらちらと反対方向に視線をやっている。それに気付いたサザルーフが彼女へ顔を向けた。

「……？　どうした、ハローマ少佐。後方が気になるのか」

「あ……その、はい。実は、ここに来るまでに止めてきた人々のことが気になっていて」

　それを聞いて、彼も懐ふところから取り出した望遠鏡で山の麓ふもとを見下ろす。見える範はん囲いを探っていくと、やがてハロの懸け念ねんの対象が目に映った。サザルーフの口元がむぅとゆがむ。

「……そうだな。解散して帰宅するようにきつく命じたはずが、まだ山の麓に大勢居残っていやがる。ああしていても何にもならないってのに」

「でしょう？　食べ物なんかも不足し始めているんじゃないかって、わたし気が気じゃなくて」

　ハローマ・ベッケルの人となりと完かん璧ぺきに一いつ致ちした言動が女の口から紡つむがれる。そこに露つゆほどの違い和わ感かんも覚えることはなく、サザルーフは望遠鏡から目を離はなして考え込む。

「……確かに、連中も引くに引けない心境になってるんだろうな。現場に残してきた兵も誘ゆう導どうを試みているはずだが、あの様子じゃ上う手まくやれていないようだし……」

　必然の結論に向かう思考。それ自体が誘導されたものだと、彼には決して気付けない。

「……すまん、ハローマ少佐。ここは俺おれが預かるから、一いつ旦たんあの連中のところへ戻もどって説得してみてくれないか？　物もの腰ごしの柔やわらかいお前さんなら適てき役やくだろうし、こっちで敵軍にかまけて後方で餓が死し者しやなんて出した日には目も当てられない」

　自ら導き出したつもりの最適解を提案するサザルーフ。女はあえて返答に間を置いた。彼のほうから提案し、自分はそれを受けただけ──その構図を強調するために。

「──分かりました。野戦病院の管理は副官に預けて、わたし自身は一個小隊といっしょに後方へ向かいます。現場にいる兵士さんたちの指し揮き権けんと、北域鎮ちん台だいに協力を要よう請せいする権限を預けてもらってもよろしいですか？」

「ああ。待ってろ、今すぐ一筆したためる」

　すぐさま命令書の作成に取り掛かかってくれる人の好いい上官。その背中をじっと見守りながら、彼女はにっこりと口元を吊つり上げる。

「──ありがとうございます」

　サザルーフには決して想像出来ない。自分が今、もっともそれを与えてはならない人物に、権限という名の凶きよう器きを与えようとしているとは。
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　要害陥かん落らくより三日後。司令部より北東に進むこと六十キロ、標高三千二百メートル地点。

「──ようやく全容が見えてきたな」

　ひときわ突つき出した大岩の上に腰こしかけて地図を開きながら、マシュー・テトジリチ少しよう佐さは東の方角を眺ながめ下ろしていた。より正確には、視界の中に点在する敵勢力の配置を。

「ぜ、全容……とおっしゃいますと？」

　高いところの得意でない副官が、足元にちらちらと視線をやりながら質問する。小太りの青年が書き込みの済んだ地図を相手に向けた。

「今回の大だい脱だつ走そうに当たって、キオカとラ・サイア・アルデラミン側が想定している教徒たちの移動経路だよ。こっちでもいくつか想定はしてあったけど、敵の詰つめている要害の位置から逆算して、メインと思われるルートがほぼ確定した」

　言われた副官が険けわしい表情で地図をにらむ。マシューは視線を眼下の山並みに戻もどした。

「北上するのはこの辺りまでで、後は南東に向かって下ることになる。ただ、途と中ちゆうで必ず越こえることになる尾お根ねがふたつあって、要害もこの二か所に置かれている。そこを過ぎれば一気に下って、じきに山すその熱帯林に突とつ入にゆう。それを突破して二十キロも山間を歩けば、もうキオカの領土だ」

「……楽な道のりではありませんね」

「そうだな。純じゆん粋すいに教徒たちの移動だけを考えれば、もっと容よう易いなルート設定もあったんだろうけど……それはおれたちに対する防備と一いつ致ちしない。大勢の帝てい国こく民みんをキオカに逃にがしつつ、焦あせって追いかけてくる帝国軍の戦力を折につけ削けずっていく──それが今回の敵の戦略だ。おれたちはそれを承しよう知ちで乗っかった形になる」

「しかしこの地形ですと、最低でもあと二回、不利な状じよう況きようから要害を攻こう略りやくしなければならないのでしょうか。一度目のような奇き策さくはもう使えないでしょうし……」

　ちらちらと不安げな視線を向けてくる副官。マシューは苦笑気味に首を横に振ふる。

「たぶん、そうはならない」

「……え？」

「もう少し待てば、敵軍は勝手にこの先の要害から撤てつ退たいを始めるはずだ。おれたちはその後を素通りしていけばいいだけだよ」

　思ってもみない先行きを示されて、副官は数秒ぽかんとしてから問い返す。

「ど……どういうことですか？　せっかく優位に立っている敵側が、自らその利点を手放すなど……」

「手放さざるを得ないんだよ。このまま山中で孤こ立りつしたくなければ」

　自明のことのようにマシューは言い切る。それでようやく副官も思い至り、東の方角に視線を向けた。

「……っ！　敵の後方に、別働隊が回り込んでいるのですか！」

「そういうことだ。こっちだって馬ば鹿か正直に教徒たちの背中を追うだけじゃない。山脈への入り口はひとつじゃないんだから、敵軍の背後に回るルートを模も索さくするのは妙みよう案あん以前の当たり前。おれが口出しするまでもなく、初動の時点でサザルーフ准じゆん将しようが別働隊を編成して向かわせてあったよ」

　淡たん々たんと説明する青年。その横顔に歴戦の風格が宿りつつあるのを、副官は頼たのもしく見て取る。

「もちろん問題もあった。敵が山脈上にどう展開しているか、進軍路をどんな形に設定しているか──つい先日まではその部分がまったく不ふ透とう明めいだったからな。……でも、最初の要害を突とつ破ぱしてここに陣じん取どったことによって、計らずも早い時点で敵の陣容が見晴らせた。どこに回り込めば前線と後方を分断出来るか正確に分かったんだ。なら、後はそれを光信号と早馬で別働隊に連れん絡らくすればいい。山脈の東側で深入りせず待機している友軍が、連絡を受け取った瞬しゆん間かんから、最適な道順を選んで敵軍の背後に回ってくれる」

「では、さっそく伝令に──」

「もう手配してある。それを踏ふまえて、今は敵軍の動きを観察してたんだ」

　わずかな変化も見み逃のがさないよう、会話を続ける間も、マシューの視線はじっと同じ方向に向けられている。

「予定が前まえ倒だおしになっただけで、この展開自体は敵も予想している。だから手て遅おくれになる前に、これから段階的にふたつの要害から兵を引いていくはずなんだ。一週間以内に熱帯林の辺りまで後退して、そこに前線を設定しなおすとおれは予想してるんだけど……その撤退のタイミングで攻こう勢せいをかけられないかと思ってな」

「撤退の際を狙ねらって、ですか」

「ああ。敵に背を向けて後退するのは、敵に向かって進軍することの何倍も難しい。ひとつ段取りを間ま違ちがえれば、それがそのまま追手が食らいつく隙すきになる。まして敵軍はにわか仕立ての混成部隊──今回に限っては、痛つう恨こんのミスを期待してもいいと思うんだけどな」
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　結果として、翌日の昼を待たず、マシューの予測は的中することになった。

「──報告を聞こうか」

　敗走の末、ほうほうの体ていで司令部へ逃にげ戻もどってきた第二要害の指し揮き官かんへ、ジャンは淡たん々たんと状じよう況きようの説明を求める。白銀の瞳ひとみに動どう揺ようや苛いら立だちはなく、わずかな失望だけが宿っていた。

「て、撤てつ退たいの隙すきを、狙ねらわれました……。兵員を後方に向けて送り返す作業の終しゆう盤ばん、要害がもっとも手て薄うすになったタイミングを突ついて、帝てい国こく軍が奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたのです。我々も必死に応戦しましたが、アルデラ神軍との連れん携けい不足もあり、兵力の再集合が間に合わず……」

「大勢の仲間と亡命者を置き去りに、君の中隊だけが辛かろうじて逃げ帰ってきた──というわけかい」

「も、申し訳ありませんっ！」

　目め尻じりに涙なみだを浮うかべて指揮官は頭を下げた。頰ほおに指を当てて黙もつ考こうする白はく髪はつの将の隣となりで、遠えん慮りよを知らない老科学者が私見を述べる。

「戦略を云うん々ぬんする以前に、現場レベルでの不ふ手て際ぎわが続いておる印象じゃな。いささか脆もろいのぅ、お前さんの部下は」

「返す言葉もありません。撤退時のリスクは重ねて教え込んだつもりだったのですが」

　平然と認めるジャン。脇わきに控ひかえていたミアラが一歩進み出て意見する。

「ジャン。この場を私かハッラーに預けて、あなた自身は一足先に司令部へ戻ってください。私たちなら同じ轍てつは踏ふみません。無事に防衛戦を完かん遂すいし、適てき切せつなタイミングで兵を引き上げてご覧に入れます」

　自負をもってミアラは告げる。不ねむ眠らずの輝き将しようが打ち立てた盤ばん石じやくの戦略構想──それを実現出来ない部下たちの不ふ甲が斐いなさに対して、彼女は本人以上の苛立ちを覚えていた。ジャン・アルキネクスに対して誰だれよりも強い敬愛を抱く彼女だからこそ、部下の失態が彼自身の失態のように語られてしまう状況は耐たえがたい。

　そんな相手の心情を汲くみつつも、ジャンはやんわりと首を横に振ふってみせる。

「その言葉を疑う気はないよ。でも、当初の予定とは展開がだいぶズレてきていることだしね。この期に及およんで最初のプランに固こ執しつするよりは、思いきって修正を加えたほうがいいと思うんだ」

　そう述べる彼の表情には、少しの焦あせりも気負いも浮かんでいなかった。ひとつやふたつの不備が起こった程度で根本が揺ゆらぐような戦略を、ジャンは最初から立てたりしない。

「というわけで──現時刻をもって、ここ第三要害から兵員の撤退を開始する。山を降りて山間熱帯林まで退こう。ミアラ、ハッラー、君たちは殿でん軍ぐんを務めてくれ」

「え──ここを引き上げるのですか？　まだ一戦も交えていないのに？」

「Ｙａｈ。こうなった以上、敵軍には大いに調子付いてもらおう。三つの要害を大した被ひ害がいもなしに突とつ破ぱして、向かうところ敵なし──その勢いのまま熱帯林へ突つっ込んできてもらいたい」

　状じよう況きようの悪化にむしろ興が乗ったとでも言うように、ジャンは不敵な笑みを浮うかべて周りの面々を見回す。彼ほどには悠ゆう然ぜんとしていられない部下たちに向かって、そのまま子供を諭さとすような口調で語りかけた。

「重く考えることはない、ただの舞ぶ台たい変へん更こうさ。三つの要害を中心に行うはずだった防衛戦を、山すその森で代わりに演じるだけ。結果は何も変わらない。帝か国れ軍らが大だい打だ撃げきを受けて終わるという結末だけはね」

　そう言ってから、ちらりとアナライに視線を向ける。ここからが本番ですから、どうかお楽しみに──と、そんな意思を伝えるように。

「ともかく、まずは全軍で熱帯林まで後退。全すべてはそれからだよ」
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　同じ頃ころ、最低限の心理誘ゆう導どうによってサザルーフの命令を引き出した上で山脈を下ったハロは、麓ふもとに密みつ集しゆうする一万人余りの教徒たちと対面を果たしていた。

「通せ！　ここを通しやがれ！」「帝てい国こくに残ったって飢うえ死ぬだけだ、外に逃にげて何が悪い！」「先に行った妻をひとりに出来るか！」「主神に見放された国になんて住めないわ！」「もううんざり！　戦いくさに追い立てられるのも、土地を失ってさまようのも……！」

　横列を組んで行く手を阻はばむ帝国兵に、教徒たちの先頭集団からひっきりなしに罵ば声せいが浴びせられる。兵士たちも必死に声を張り上げて帰宅を促うながすのだが、目の前の人々が踵きびすを返す様子は一向にない。その意固地さは想像以上と言わざるを得なかった。

「前に見た時から、人数がほとんど減っていませんね……」

　教徒たちの様子を見やりつつ、ハロは現場を受け持つ指し揮き官かんの男性に話しかける。男は苦い面持ちのまま敬礼した。

「ご期待に添そえず恐きよう縮しゆくです、ベッケル少しよう佐さ殿どの。こう着した状況を見かねて何度か威い嚇かく射しや撃げきもしたのですが、ご覧の通り、ほとんど効果が見られない有様でして……」

　視界一面の人ひと垣がきを指さしてそう言い、男は忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せた。

「集団の中にいる神官らが、今もって他の連中を焚たき付けているようなのです。まず彼らを取り押おさえることも考えましたが、他の教徒たちが盾たてになって覆おおい隠かくしてしまうのでうまくいきません。かくなる上は、もはや気力体力の枯こ渇かつを待つ一手かと……」

「それが心配で戻もどって来たんです。そろそろ飢える人が出始めてはいませんか？」

「今のところはまだ……。荷車でありったけの蓄たくわえを運んできたと見えて、思った以上に持ちこたえています。飲み水は、あそこ……集団の中心を流れる小川から汲くんでいるようです。お世辞にも澄すんだ水ではありませんが、そこは水みず精せい霊れいが浄じよう化かしてくれますので」

「渇かわきの心配もなし、ですか。逆よりはいいですけど、思ったより長引きそうですね」

「は。いずれ食料が尽つきれば、彼らも諦あきらめざるを得ないでしょうが……私が恐おそれているのは、それまでに強行突とつ破ぱに及およんでくる可能性です。この場の兵力はおよそ千人。非武装とはいえ一万人に襲おそい掛かかられれば、もはや斉せい射しやを浴びせて追い払う他にありません」

　この場を任されている間ずっと抱き続けていた不安を、男はようやく吐と露ろする。自国民に刃を向ける事態への忌き避ひ感かんは軍人として当然のもの。その心境を的確に察しつつ、ハロの顔をした女は、一点の曇くもりもない慈いつくしみの笑顔を相手に向けた。

「辛つらかったですね……。最寄りの基地に援えん軍ぐんを手配しましたから、そこは安心してください。数日後には二千人が到とう着ちやくします。それだけ数が揃そろえば、あの人たちもさすがに強く出られないと思いますし」

「それはありがたい……！　あと数日なら、なんとか我々だけでも抑おさえられるでしょう！」

　心の底から安あん堵どした表情を見せる男。そんな彼から視線を切って、ハロは話題を変えた。

「食料と水が確保出来ていても、病人や怪け我が人にんは出ているはずですよね」

「……は。この日差しですから、老人や子供を中心に日射病で倒たおれる者が続出しています。大半は自分たちで世話をしていますが、中には我々に助けを求める者も」

「じゃ、さっそく救護に回りますね。患者を容いれている天幕はどれですか？」

　彼女の求めを受けて、指し揮き官かんの男が兵を呼びつける。彼らに案内を受けて目的の天幕まで辿たどり着くと、ハロはすぐさま衛生兵としての本分に取り掛かった。

「さ、もう心配いりませんよ。すぐに楽になりますからね！」

　息を荒あらくして日ひ陰かげに横たわる人々へ、本来のハロがそうするように、彼女はひとりずつ処置をして回る。日射病で倒れた者が大半だったので、難しい治ち療りようが必要とされる場面はなかった。まず水を飲ませて、症状の重い者には、水精霊の作った氷を布で包んで脇わきの下に挟はさんでやる。その程度のことだ。

「……、…………」

「ん？　どうかしましたか？」

　天幕の隅すみに横たわっていた患者から手招きされて、ハロはそちらに歩み寄る。か細い声で何かを語りかけてくる相手の口元に、彼女はそっと耳を近付けて、

「……捕ほ虜りよ収容所の仲間が活動を開始しています。牢ろうを破り次第、すぐにでもここに向かうでしょう」

　他の誰だれに聞かれることなく、仲間からの連れん絡らくを受け取った。女はにっこりと笑って相手から身を離はなし、

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに元気になりますよ！　いま氷を替かえますから！」

　ちょっと患者の愚ぐ痴ちを聞いただけという顔をして、淀よどみなく処置を再開する。そのかたわら、今後に向けた策さく謀ぼうを頭の中で巡めぐらせ──それを中断させる形で、天幕の入り口から彼女を呼ぶ声が響ひびいた。

「ベッケル少しよう佐さ殿どの、すぐに外へ！　皇こう帝てい陛へい下かがお越こしです！」





＊






　標高千メートルを下回った辺りから、空気の匂においがあからさまに変わり始めたのをマシューは感じていた。乾かわいた砂の匂いから、まとわりつくような緑の匂いへと。

　足元の地面が次第に湿しめり気を帯びていき、ともなって植生も力強いものに変わっていく。まばらだった草木が所ところ狭せましと生い茂しげるようになり、大の男が見上げるような丈たけの樹木が珍めずらしくなくなる。

「…………」

　肌はだに馴な染じんだ環かん境きようでは決してない。が、まるきり覚えがないというわけでもない。この湿った緑の匂いを、周囲に満ちる濃のう密みつな生命の気配を、小太りの青年は鮮せん烈れつに記き憶おくしている。騎き士し団だんの全員がそうであるように。

「……気を抜ぬくなよ。ここからはもうキオカだと思え」

　周りの部下たちに向けて、マシューはそう言い切った。国境を越えているか否いなかにかかわらず、周囲の環境は実感として異境を感じさせた。かつて仲間たちと共に漂ひよう着ちやくした国境線の向こう側──そこで見聞きした多くのものと、目の前のそれは似通い過ぎている。

「だとしても、備えは万全と思いますがね。少佐殿の読み通り、奴やつらの後退に乗じて、二か所の要害はほとんど素通りして来られました。こちらの戦力に目立った損そん耗もうはありません」

　自信ありげに請け合う部下の中ちゆう尉いに、マシューは厳しい視線を向ける。

「そうやって調子付かせることこそ、敵の思おも惑わくかもしれないんだ」

「そうですか？　しかし、現に我々は勝ち進んでおりますし」

「ああ、勝ち『進んでる』よな。敵の計画に乗って、まんまと山脈の奥おく深ふかくまで」

　不吉な暗示を含ふくんだマシューの言葉に、むっとした表情を浮うかべる中尉。相手の楽観を苦々しく思いながらも、そこでふと、小太りの青年は地面の傾けい斜しやが失われたことに気が付く。

「──下りきったな。ここからはもう山じゃない、山間の森だ」

　足元から視線を上げれば、目の前にはもう、鬱うつ蒼そうと生い茂る草木からなる樹海が広がっていた。山脈北部のガガルカサカン大森林のような乾かん燥そう林りんとはまったく異なる、豊かな土ど壌じようと湿気に恵まれた正しよう真しん正しよう銘めいの熱帯林。折り重なった緑の濃こさは黒に迫せまるほどで、樹上で不気味に絡からみ合う蔦つたが日光をさえぎり、森の中をますます暗くしている。

「木立の闇やみが、思ったよりも深いですな。どのように進みますか少しよう佐さ殿どの」

　部下の中ちゆう尉いにそう尋たずねられても、マシューは即そく答とうしない。これまでに輪をかけて険けわしい表情で、目の前の樹海をじっとにらみつける。

「……ガガルカサカン大森林の時と違ちがって、この森には山道と呼べるものが存在しない。キオカ寄りすぎてシナーク族ですら寄り付かない地域だからな。……いや、実際には道があるんだろうけど。そうでないとキオカの連中も教徒たちも通れなかっただろうし」

　周辺の地形を頭の中に思い浮うかべつつ、マシューは自分が取るべき行動を絞しぼっていく。

「別働隊との合流は明日の昼ごろだ。それまでに後続の部隊も追い付いてきて合流するから、そうなればこっちの総兵力は五千に迫せまる。……ちまちま道を探るよりも、数を利して『面』で制圧していくほうが無難だろうな。厚みのある横列で一いつ斉せいに森に踏ふみ込んでいって、周辺の仲間との連れん携けいを切らさないように注意しつつ、敵の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしながら少しずつ進んでいく……」

　堅けん実じつを絵に描かいたような彼の立案に、それを聞いた中尉が眉まゆ根ねを寄せる。

「失礼ながら少佐殿、あまりに弱よわ腰ごしが過ぎませんか？　慎しん重ちようになるのは分かりますが、そのやり方では時間がかかり過ぎます。森を抜ぬける頃ころには教徒たちも敵軍も遥はるか彼方かなたへ逃にげ去っているかもしれません。ここは多少のリスクを吞のんででも速すみやかな突とつ破ぱを目指すべきでしょう」

　その通りだと言わんばかりに他の士官たちもうなずいてみせる。青年はぐ、と息を詰つまらせた。彼ら全員、階級の上でこそマシューの部下だが、実際には年ねん齢れいも従軍経験も上の軍人たち。若年で佐さ官かんの立場にあるマシューにとって、年配の部下たちに口を揃そろえて反論された時のプレッシャーは筆舌に尽つくしがたい。

「……多少のリスクって言うけど、どの程度のリスクか本当に分かってるのか？　この暗い森の中で敵がどんな戦術を取ってくるか、こっちには想像もつかないんだぞ」

「だからこそ全速力で突破するべきなのではありませんか。森に入っている時間が短ければ短いほど危険も少なく済みます」

「なんとなれば、先せん遣けん隊たいの指し揮きを私に任せていただきたい。森の向こう側まで最短で辿たどり着き、敵てき陣じんの様子をうかがってまいりますぞ」

「ならばぜひ、私の部隊にもその役割を！　私の部下たちは危険など恐おそれません！」

　勢いを味方に付けたと見るや、口々に自己主張を始める将校たち。マシューは眉み間けんに指を当てて悩なやみ込んだ。──確かに、彼らの意見にも無視出来ない理はある。いまは迅じん速そくな進軍が求められる場面だ。時間が経たてば経つほど、より多くの教徒たちがキオカに流出していくのだから。

　一刻も早く森を抜けていきたいという点では、もちろんマシューの思いも彼らと変わらない。そのために避さけて通れないリスクがあることも事実ではある。だから彼には、ここで部下たちの意見を強きよう硬こうに突つっぱねることは出来なかった。

「……分かった、ひとまず偵てい察さつに三個中隊を出す。おまえら三人は、それぞれの中隊を指揮して森の中を探さぐってきてくれ」

　意見を引っ込めた年下の上官を前に、満足げな笑みを浮うかべる士官たち。

「──ただし！」

　どこかしら暗い感情が混じった彼らの顔に向かって、マシューは鋭するどく付け加える。

「ひとつでも大きな損害を出す部隊があれば、その時点でさっきのおれのやり方に切り替かえる。どんなに時間がかかろうともだ。ここだけは譲ゆずらない」

　主導権が自らにあることを示す揺ゆるぎない声。しばらく押おし黙だまった末、士官たちは渋しぶ々しぶとうなずいた。







「……まったく。臆おく病びよう風かぜに吹ふかれおって」

　藪やぶをかき分けながら文句を口にする中ちゆう尉い。偵てい察さつ隊たいを率いて森に入った瞬しゆん間かんから、上官の目が届かないのを良いことに、彼は副官に愚ぐ痴ちをこぼし始めていた。

「女じよ帝てい陛へい下かの肝きも煎いりというが、あの若造には何も分かっておらん。軍事の正道とはリスクを避さけることではなくリスクを吞のむことだ。犠ぎ牲せいを恐おそれていては戦果など挙げられん。そうだろう曹そう長ちよう」

　そんな「若造」の部下であることに常つね日ひ頃ごろから不満を抱いていた彼は、マシューの慎しん重ちようさを臆病の表れと解かい釈しやくし、ここぞとばかりに非難する。が、そのはけ口であるところの副官には、中尉とはまた別の所感があった。少し迷った後、彼はそれを口にする

「……それはそうですが、私には少しよう佐さ殿どのの気持ちも分かる気がします。この森は……なんというか、ひどく暗い。嫌いやな予感が拭ぬぐえません」

　きょろきょろと辺りを見回しながら副官が言う。それを聞いた瞬しゆん間かん、中尉は嘆なげかわしいと言わんばかりに盛大なため息をついた。

「暗くら闇やみを恐れていて軍人が務まるか！　それ、先へ進むぞ！」

　語気も荒あらくそう言って、景気付けに部下たちの背中をばんばんと叩たたく中尉。その勢いに歩みを促うながされて、兵士たちは一歩また一歩と森の奥おく深ふかくへと入り込んでいく。







　一方。列をなして歩く彼らの姿を、はるか樹上から見下ろす影かげがあった。

　──撃うつか？

　風ふう銃じゆうを構えたひとりが、隣となりの仲間に目線で尋たずねる。が、返って来たのは否ひ定ていの目配せ。

　──偵察だ。素通りさせろ。

　その判断にうなずいて、影は引き金にかけた指を元に戻もどす。張りつめた静せい寂じやくの中、彼らの視線の先を、帝てい国こく兵たちの無防備な背中が通り過ぎていった。







　偵てい察さつに向かった部隊が帰き還かんするまでの間、マシューはちょっとした裏技をやっておくことにした。そのための大きな鉄てつ鍋なべを背中に負って、いくつかの調理器具を手に、彼は本部天幕を後にする。

「よいせっ、っと……」

　野営地の片かた隅すみまで歩いていくと、そこで焚たき火をひとつ借りて鍋を置いた。なるべく乾かわいた砂をかき集めて鍋に流し込み、木べらで適てき度どにかき混ぜながら熱していく。全体を均ならしたところで、水すい筒とうの水を入れた薬や缶かんを砂に沈しずめた。

「豆を挽ひいて、と」

　たまに鍋の面めん倒どうを見つつ、同時進行ですり鉢ばちに入れた黒い豆をすり潰つぶしていく。粒つぶの大きさにむらがなくなるよう丁てい寧ねいに作業を続けていくと、じきに鍋の砂のほうもいい具合に熱されてきた。薬缶の口からしゅんしゅんと湯気が出たのを見計らって、金属製の深いカップに挽いた豆を入れ、その上から薬缶の熱湯を注ぎ入れる。

「とととっ……」

　あっという間に中身が湧わき上がってカップの縁ふちから溢あふれ出し、マシューはその上うわ澄ずみの黒い液体をあらかじめ用意しておいた茶ちや碗わんに注ぎ入れる。同じことを何度か繰くり返していると、周囲に何とも言えない良い香りが立ち込め、それを嗅かぎ付けた兵士たちが何事かと目を向け始めた。

「──おや」「この匂においは」

　さらにその中から、何人かの将校──若手の尉い官かんや下級士官たちが匂いに惹ひかれて寄ってくる。マシューが何かを言うまでもなく、彼らは鍋の周りを囲んで座り始めた。

「また豆を持ち込まれたのですか。好きですな、少しよう佐さ殿どのも」

「ま、このくらいはな」

　そっけなく応こたえるかたわら、マシューは液体を注いだ茶碗を無言で部下たちに勧すすめる。彼らも謹つつしんでそれを受け取り、思い思いに口へ運び始めた。しばらくの間、熱い液体を啜すする音だけが場を満たす。

「……おお。前より美う味まくなっております」

「苦みが減って旨うまみが増しましたな」

「手つきもこなれておりますし、ずいぶん練習されたようで」

　からかい混じりに感想を述べる部下たち。マシューは鼻を鳴らして口を開く。

「……森の中で、まずいことになる可能性がある」

　その一言で場の空気が変わった。厳しい視線を受けつつ、小太りの青年は言葉を続ける。

「具体的には兵力の分断だ。暗くら闇やみの中で部隊をばらばらにされた上で各個撃げき破は……それだけは何としても避さけたい。おまえらのほうでも備えておいてくれ」

　大隊長・中隊長らの頭越ごしに伝えられる総そう指し揮き官かんからの警告。本来なら掟おきて破やぶりと非難されるこの行いを、マシューは茶の席での雑談という体てい裁さいを繕つくろって行っている。

　邪じや道どうではあるが、直下の部下である大たい尉い・中ちゆう尉いらに反感を持たれがちなマシューにとって、これは部隊への実効支配を保ち続けるために欠かすことの出来ない根回しだった。複数の尉官が反はん抗こう的てきな状じよう況きようだと、こうしないことには彼の意向が末まつ端たんに伝わらないのだ。

「……よく、覚えておきましょう」

　軍人たちはこくりとうなずき、熱い珈コー琲ヒーをぐっと喉のどに流し込んだ。総指揮官の意思と共に。







「──少しよう佐さ殿どの！　我らの三個中隊、一兵の損失もなく帰き還かんしました！」

　同日の夕方、マシューの予想に反して、森の中へ向かわせた偵てい察さつ隊たいは無傷での帰還を果たした。釈しやく然ぜんとしない思いに囚とらわれながらも、青年は部下が持ち帰った情報の検分に取り掛かかる。

「……まず、敵てき陣じんの様子を報告してくれ」

「は！　敵軍は、森の東とう端たんからさらに東へ一キロほど離はなれた丘の上に野営地を置いておりました。高所に陣取って我々を迎むかえ撃うつ態勢のようですが、今までのような要害の類たぐいもなく標高それ自体も低めで、所しよ詮せんは即そく席せきの陣地に過ぎません。兵力の規模は三千ほどで、教徒たちの集団はそのさらに向こう側に見えております。……ただ、すでにかなりの人数をキオカへ運んでいると見えて、確認出来た集団は三千人ほどでしたが」

　上官を焚たき付けることを目的に、中尉は情報を付け加える。その意図はマシューにも見み抜ぬけた。ここで首しゆ尾びよく三千人を取り返せれば、これまでに送り返してきた分と合わせて、「大だい脱だつ走そう」を阻そ止ししたと言えるラインに達する──相手は暗にそう言っているのだ。

「森を抜けるまでに我々が辿たどったルートはこの通りです。思った以上に森の内部で地形の高低があり、西から東へまっすぐ突つき抜けるというわけにはいきませんでしたが、それでも最短の道筋を探さぐって来られたと自負しております。大兵力を通すに当たっても、全部隊を三つに分けた上で縦じゆう列れつを組んで突とつ入にゆうすれば速度の面で問題ありません」

　書き込みを済ませた地図を示しながら、中尉が早口に言い募る。紙面をじっとにらんで考え込む上官に、彼は業を煮にやして顔を近付ける。

「ためらう局面ではありませんぞ、少佐殿！　こうしている間にも守るべき国民がキオカへ連れ去られているのです！　いま走らずしていつ走るというのですか！」

　マシューは唾つばを吞のんだ。同じリスクを負うにしても、時間が経たてば経つほど結果は悪くなる。それが紛まぎれもない事実であることを認めた瞬しゆん間かん、彼は首を縦たてに振ふらざるを得なかった。

「……分かった、今回は強行突破でいく。ただし森を抜けた瞬間に各個撃げき破はされる事態を防ぐために、ルートの終しゆう盤ばん、まだおれたちが森の中にいるうちに全兵力を合流する」

　思わぬ指示を付け加えられて、中ちゆう尉いは不満げに口元をゆがめた。

「それでは速度が削そがれますし、森の中では集合もひと苦労です。森を出てからでも遅おそくはないでしょう。それとも我々部下の練度に信しん頼らいが置けませんか？」

「そういう話じゃない。おれがあっちの立場なら、敵が森から顔を出したところを狙ねらい撃うつ。その展開が想像出来る以上、そうならないための対策を打たずにはいられないんだよ。代だい償しように森を抜ぬけるのが一時間ばかり遅おくれるとしてもな」

　目に力を込めて相手をにらみ返すマシュー。そのまま数秒にらみ合ってから、視線をそらさず彼は命じる。

「兵に準備をさせろ。──決行は、明日の午後三時だ」
















　マシューらの山脈での奮ふん戦せんから、時は少々遡さかのぼる。




「……ちっ」

　舌打ちがこぼれる。──いかなグレーキとて、焦あせりがないと言えば噓うそになった。

　ニモング港沖での海戦に敗やぶれ、艦かん隊たいの大半が帝てい国こく軍の捕ほ虜りよとなってからすでに二年。課された労役に服しながら、外交取引を通じた帰国に期待し待ち続けて、もはやそれだけの年月が経たった。体からは潮の匂においが抜ぬけて久しく、毎日のように樵きこりの真ま似ね事ごとに明け暮れた両手には、戦士のそれとは異なる労働者のたこが出来上がっている。

　もっと楽をする選せん択たくも、あるにはあった。佐さ官かんである彼には捕虜として相応の待たい遇ぐうを求める権利があり、司令官のエルルファイがそうであるように、労役とは無む縁えんの隔かく離り生活を送ることも出来たのだ。そちらを選んでいれば、この二年間はよほど楽なものになっていただろう。

　その安楽を放ほう棄きしてまで汗を流す日々を選んだのは、他でもない部下の士気と練度を維い持じするためだ。二年という時間は、正規の指し揮き系統から離はなれた兵士たちを鈍にぶらせるにはじゅうぶん過ぎる。自分たちがキオカ海軍第四艦隊の一員であるという自覚を失わせないために、グレーキはこの異国の辺境でなお、彼らの上官として振ふる舞まい続ける必要があった。

「ただ待つだけで国に帰れるとは、限らねぇことだし……な」

　これだけ時間が経てば、捕虜交こう換かんの交こう渉しようが難なん航こうしていることは馬ば鹿かでも分かる。第四艦隊の面々──とりわけエルルファイという将校の返へん還かんに対して、帝国側は相当な高値をふっかけているのだ。彼女が替かえの利かない人材であることを見み抜ぬかれている。キオカから相応の交換条件を引き出せない限り、この辺境で何年でも飼い殺しにし続けるつもりだろう。

「んなことは──させねぇけど、な！」

　その全すべてを踏ふまえた上で、グレーキはすでに決意していた。敬愛する「白はく翼よくの太たい母ぼ」と手塩にかけた部下たちを、これ以上の長きに亘わたって虜りよ囚しゆうの身に留とどめておくことは耐たえがたい。多大なリスクを吞のんででも自力での脱だつ出しゆつを試みるしかない、と。

　エルルファイにもその意思は伝えてある。彼女は今なおキオカからの連れん絡らくを待っているものの、グレーキの決断にも反対はしなかった。成功の公算が高く見積もれる手段と機会を得たならば、脱走を実行に移すことにためらいはない。

　そう──手段と、機会。グレーキが見み出いだすべきはそこなのだ。

　当然ながら、彼らを捕とらえている環かん境きように付け入る隙すきは少ない。捕虜たち全員の武装は取り上げられ、パートナーの精せい霊れいと会うにも逐ちく一いち許可を申請しなければならず、反乱防止のために捕虜同士の集会すら開くことが叶かなわない。監かん視しのために一個大隊が常じよう駐ちゆうし、今この時も労役に励はげむ捕ほ虜りよたちの背中にプレッシャーを浴びせている。いつでも見ているぞ、妙みような気を起こすな──と。

　そうした環かん境きよう下かで計画を練ねる以上、最優先で確保すべきは部下との意思疎そ通つう手段だったが、その点についてはすでに一定の成果を得ている。幸い方法はいくらでもあった──その手の小細工はグレーキの得意分野だ。計画を決定した上で号令を下せば、収容所に囚とらわれている二千人以上の仲間の大半をほぼ一いつ斉せいに蜂ほう起きさせることが可能だ。

「問題は、それをしたところで先が見えねぇってことか……」

　独白にため息が混じる。第一の関門は、収容所を監かん視しする完全武装の一個大隊だ。仲間全員が丸まる腰ごしの現状、これをどうにかするだけでも至難極きわまるのだが、それ以上の困難となるのがどうにかした後──つまりは施し設せつを制圧ないし脱だつ出しゆつした後のことだ。異国の辺境に放り出された二千人の仲間に何を食わせてやればいいのか。いまグレーキたちが日々を食い繫つなげているのは、帝てい国こく軍による補給が定期的に届けられているからこそだというのに。

　国境越ごえを目指して東進するにしても、糧りよう食しよくにじゅうぶんな蓄たくわえがなければ途と中ちゆうで飢うえて死ぬことになる。略りやく奪だつ可能な集落にでも行き当たれば御おんの字じだが、そう都合よくいく保証はどこにもない。なにしろグレーキたちには自分たちの現在地すら分からないのだ。人口密みつ度どが極きよく端たんに低いだろう辺境の開かい拓たく地ちで、当てずっぽうに集落を見つけ出す試みは博ばく打ちが過ぎる。

「ここの部隊を制圧すりゃ、地図の一枚くらいは手に入るだろうがな……」

　だとしても、その地図に希望が描えがかれているとは限らない。この二年、捕虜収容所への来訪者は常に西側から──麗うるわしの故国とは正反対の方向からやって来ている。例外はただの一度もなかった。それはつまり、この場所より東側には、かなりの長ちよう距きよ離りに亘わたって集落そのものが存在しない可能性を示し唆さしている。

　いっそ開き直って、補給の馬車がやって来る西側に向かう手はどうか。……考えるまでもなく、その先にあるのは帝国軍の軍施し設せつだ。哨しよう戒かいに引っかかった時点で打つ手がなくなる。それまでに多少の糧食を手に入れていたところで、追つい撃げき部隊に捕ほ捉そくされてしまえば最後なのだ。追手と闘たたかいながら長距離を逃にげ延びる力など、今のグレーキたちにあるわけもない。

　どう進んでも数手先で詰つんでしまう。その結論を再確認するだけの結果に、グレーキは苛いら立だたしげに斧おのを木き肌はだへ叩たたき付けた。

　堂どう々どう巡めぐりの思考に──そこでふと、甲かん高だかい鳥の鳴き声が差し挟はさまれる。

「────む」

　森の中で鳥の声がしたところで不思議はない。だが、それが時計で計ったような一定の頻度で執拗に繰り返されるとなれば話が違ちがう。その現象に人じん為いを見て取ったグレーキは、背後からの視線を気にしながら鳴き声のする方向へ足を進めていった。

「……ほぉ」

　すでに人ひと影かげはない。いつの間にか鳴き声も消えている。だが、一本の木の目立つ位置に四つ折りの紙片が貼はり付けてあった。それを素早く剝はぎ取って、グレーキはすぐさま紙面を確認する。

「遅おせぇんだよ、ったく」

　耳まで裂さけた口に笑みが浮うかぶ。同時にその場でしゃがみ込み、根元の土を慎しん重ちように掘ほり返していくと、そう深くないところで指先に硬かたい感かん触しよくがあった。迷わずつかんで持ち上げる。

　現れたのは、どろりとした何かが詰つまった硝子ガラス製の小こ瓶びんだ。

「──へっ、お優しくねぇことで」

　二年の雌し伏ふくを経へて──袋ふくろ小こう路じの現状を打開する、そのための血路が開かれていた。







　施し設せつに収容されている捕ほ虜りよ二千人強に対して、それを監かん視しする常じよう駐ちゆうの兵員が一個大隊六百人。多いか少ないかでいえば、この数字は確実に多い。この半分から三分の一程度の人員で回すのが施設の規模としては妥だ当とうと言える。

　ただ、立地そのものには必然がある。帝てい国こくでは歴史的に、この手の施設は北域に作られることが多いのだ。未み開かい拓たくの土地が多く、労役としてあてがう肉体労働に事欠かないというのが理由のひとつ。加えて、荒こう涼りようとした環かん境きようが捕虜たちに脱だつ走そうの意欲を失わせるという面もある。

　収容所そのものの構造にも手て抜ぬかりはなく、捕虜たちの居住区は高さ約五メートルの石いし塀べいで全周を囲まれている。内部も石塀と木もく柵さくで細かく仕切られていて、物理的に分断された組同士が連れん携けいして動くことはいかにも難しい。この環境下で仲間間の連れん絡らく体制を構築するために、グレーキは一年以上の時間を費やさなければならなかった。

　居住区の全周を囲う石塀は正三角形を成していて、その三辺にそれぞれ対応する形で監視所が設もうけられている。日中から深夜まで、そこに詰つめた帝国兵が休みなく目を光らせているため、少人数での脱走さえ容よう易いではない。そもそも根本的な設計として、二千人の捕虜たち全員が一いつ斉せいに蜂ほう起きしたとしても鎮ちん圧あつ可能な体制となっているのだ。哀あわれな脱走者たちは居住区を駆かけ出してくる端はしから銃じゆう撃げきの餌え食じきになり、運よくそれをかいくぐったとしても、数日後に荒こう野やで野の垂たれ死ぬ運命からは逃のがれられない。

　万にひとつ、その見込みが全部外れるような事態になっても──その時は西に四十キロの基地から友軍が数時間で駆け付ける。ただでさえ見通しのいい荒野で、二千人の大所帯が追つい跡せきから逃にげおおせることは不可能に近い。どう転んでも未来はない、というのが、この施設からの脱走について抱く共通の所見だった。

「時間だ。ごくろうさん」

「ん、交代か。んじゃ、しばらく寝ねかせてもらうぜ」

　仲間と当番を交代した見張りの兵士が、あくびを嚙かみ殺しつつ寝しん所じよに向かっていく。施設そのものの堅けん牢ろうさを理解している彼らには、その裏返しとしての慢まん心しんや油断も多少はある。が、それが付け入る隙すきになるほどの堕だ落らくぶりは見せていなかった。中央から頻ひん繁ぱんにやって来る勤務状じよう況きようの監かん査さ員いんと、後にその報告を聞く女じよ帝ていの存在が、彼らに緊きん張ちよう感かんを保たせているからだ。この二年の間で、職務に対して不ふ真ま面じ目めな軍人への処しよ遇ぐうは嫌いやというほど思い知らされている。誰だれも望んで首を刎はねられたくはない。







「喜べ。工夫が付いたぞ、てめぇら」

　そんな虜りよ囚しゆうたちにとっては厳しい状況の中で、一日の労役を終えて宿舎に戻もどったグレーキは、仲間たちに向かって不敵に口を切った。監かん視しの兵から死角になる便所の陰かげで、彼に呼び集められた八人の兵士たちが固かた唾ずを飲む。

「ここから逃にげ出す手立てが出来たのですか。……しかし、一体どのように？」

　問われたグレーキは、おもむろに懐ふところの中から一本の小こ瓶びんを取り出して見せつける。硝子ガラス越ごしに見える内容物は液体というには粘ねん度どが高いようで、瓶が揺ゆれても中身はあまり動かない。

「こいつを使う」

「それは……？」

「毒……いや、病やまいの元だな」

　上官の口から出た物ぶつ騒そうな単語に、兵士たちの緊張が高まる。強こわ面もての海兵隊長が言葉を継ついだ。

「『亡霊部隊カラ・カルム』特製のブツでな。こいつを小こ匙さじ一杯分も口に入れれば、そいつは最低でも丸三日以上激しい発はつ疹しんと発熱に見み舞まわれるってぇ代しろ物ものだ。酒と間ま違ちがって飲むんじゃねぇぞ、てめぇら」

　にやりと笑うグレーキ。さもその効果を知り尽つくしているかのような態度だが、もちろん彼にも手の中のものを扱あつかった経験はない。それでも自信満々の態度を取り繕つくろってみせる辺り、思し慮りよの深さと豪ごう胆たんさを併あわせ持つ男なのだった。

「それを見張りの帝てい国こく兵に飲ませて、隙すきが出来たところを逃げ出す……ということですか？」

「それでいけるなら最初から苦労はねぇ」

　ふんと鼻を鳴らすグレーキ。囚とらわれの立場の彼らが、見張りの兵士たちに毒を盛ることなど不可能だ。捕ほ虜りよと監視員、それぞれの生活は完全に別物として営まれているのだから。

「では、一体どのように？」

　困こん惑わくの表情で並ぶ部下たちに、グレーキは笑みの凶きよう悪あくさを倍にして言い放つ。

「てめぇらが飲むんだ」

　いっぺんに空気が凍こおりつく。が、数秒の沈ちん黙もくを置いて、頭の回る数人が徐じよ々じよに意図を理解し始めた。

「……激しい発疹と発熱……そうか……」

「その症しよう状じようなら、奴やつらは真っ先に疫えき病びようを疑う……。病気の蔓まん延えんを防ぐために、患者を他の捕虜と一いつ緒しよにはしておかない」

　ざわつく部下たちを前に、グレーキはさらに言葉を続ける。

「当然、この施し設せつの中にも病人を隔かく離りする場所はあるからな。まずは医務室に運び込まれるだろうよ。だが……そこが病人で一杯になったらどうする？　日を追うごとに患者が増えていって、施し設せつの中で隔離するだけじゃ間に合わないとなったら……？」

「……収容所全体が汚お染せんされる前に、患者を施設の外へ運び出すことになるでしょう。おそらくは」

　部下が口にした結論に、グレーキは含ふくみのある表情でうなずく。

「それもある。が、それだけじゃねぇ。……まだ全部は説明しねぇが、覚かく悟ごだけは決めとけ。てめぇらが足りねぇ頭で想像しているよりもずっと、こいつは性た質ちの悪い作戦なんだ」

　隠かくし切れない嫌けん悪おと畏い怖ふが、グレーキの声にはにじみ出ている。それはこの上官にしては珍めずらしいことで、部下たちは一様に疑問を抱いた。自分たちにこの毒と作戦を与えたのは一体誰だれなのか？　亡霊部隊カラ・カルムが関わっている以上、その詮せん索さくは口に出すことさえ恐おそろしいが……。

「……その毒。いえ、病やまいの元でしたか。手持ちの分量だと、どの程度の人数に投与出来るのですか？　まさか二千人全員を引っくり返すわけにはいかないと思いますが」

「手持ちの瓶びんは五本。一本につき二十人として、用量を守れば百人分ってところだが、それでもじゅうぶん過ぎるな。何も全員がガチでぶっ倒たおれる必要はねぇ。それ以外の連中は……分かるだろ？　てめぇらの得意技だよ」

　上官の言わんとすることを察して、兵士たちが一いつ斉せいに苦笑を浮うかべる。

「仮病、ですね。……しかし、得意技と言われるのは心外です」

「まったくです。なにしろ、どこかの隊長殿どのには間ま違ちがっても使えませんから。怖こわくて怖くて」

　冗じよう談だん混じりに言葉を返す兵士たち。グレーキは当然とばかりに鼻を鳴らす。

「とにかく、だ。百人ばかし熱出してぶっ倒れて、その他にも体調不良を訴うつたえる連中が大勢出てくれば、向こうは疫えき病びようが本格的に流は行やりつつあると疑わざるを得ねぇ。そうなると見張りの連中もいつもとは違う仕事を強しいられることになる。……大おお雑ざつ把ぱに言えば、そこに付け入る隙すきが生まれるってわけだ」

　こくこくとうなずく兵士たち。長い捕ほ虜りよ生活でやつれた彼らの顔に、「白はく翼よくの太たい母ぼ」と共に大おお海うな原ばらを駆かけ抜ぬけた頃ころの輝かがやきが蘇よみがえっていく。

「策を預けてそれきりってわけでもなく、どうやら外でも色々と便べん宜ぎを図ってくれるらしい。なんともありがてぇこった。──今夜から始めるぞ、てめぇら。まずは百人、太母殿のために喜んで体を張るってぇ奴やつを見み繕つくろっとけ。……これを飲んで罹かかった病は一ひと月つき程度で快かい癒ゆするが、得体の知れないもんを体に入れることに違いはねぇからな」

「抽ちゆう選せんが必要になるのが目に見えてますね。さて、私は当たりを引けるかどうか」

「おめぇら将校・下士官は俺おれと一いつ緒しよに貧びん乏ぼう籤くじに決まってんだろうが。病気で引っくり返ってる暇ひまなんざねぇぞ、体張るより頭を使え。分かったな！」

「「「「「「「「はっ！」」」」」」」」

　一糸乱れぬ敬礼でもって役割を受け止め、彼らは脱だつ出しゆつに向けて行動を開始した。







　ひとり目の患者が医務室へ運び込まれた時、時刻はすでに午後七時を回っており、当直の軍医は部屋の片かた隅すみで他人より遅おそい夕飯を詰つめ込んでいる真っ最中だった。開かい拓たく地ちの労役──とりわけ樹木の伐ばつ採さい作業では頻ひん繁ぱんに怪け我が人にんが出るため、数少ない医者の勤務時間は日常的に圧あつ迫ぱくされがちなのだ。

「んぁっ──今度は病人か。熱を出して倒たおれたって？」

　食事の残りを手早くかきこみ、医者は口をもぐもぐさせながら運び込まれてきた人物の傍かたわらにやって来た。一見したところ、患者は二十代前半の男性兵士。体のあちこちに発はつ疹しんが見られ、呼吸はぜいぜいと荒あらく、その度に胸むねが激しく上下している。

　軍医はひとまず額ひたいに手を当て──その瞬しゆん間かん、予想を超こえる熱さに目を瞠みはった。

「なんだ、この発熱は……!?」

　これまでの経験に照らしても前例のない熱さだった。気の緩ゆるみが一瞬で消し飛び、彼は厳しい面持ちで患者に話しかける。

「おい、君！　聞こえているな！　質問に答えられるか!?」

「……う……、あ……」

「声は出さなくていい！　はいなら首を縦たてに、いいえなら横に振ふれ！　始めるぞ！」

　半ば強引に始まる問診。最近怪我をしたかどうか、妙みようなものを食べていないか、病歴や持病の有無──そういった質問に、患者の男性は弱々しく首を振って答えていく。その中にはいくつか噓うそも混じっていたが、少なくとも苦く悶もんの表情だけは演技ではなかった。発熱に朦もう朧ろうとする意識、全身の筋肉のこわばり、焼け付くような喉のどの痛み──人生で初めて経験するそれらの症しよう状じように、男は間ま違ちがいなく必死で耐たえている。

「……なんなんだ、これは……？」

　問診を終えた後も、軍医はそれによって得られた情報から答えを導き出せずに立ち尽つくした。彼の知るどんな病気とも様子が違い、それでいて症状は激げき烈れつの一言に尽きる。全身の発疹に加えて、もっとも著いちじるしいのが心しん拍ぱく数すうの増加で、眼球の毛細血管にまでその影えい響きようは及およんでいた。

「軍医殿どの！　また倒れた者が出ました！」

「────ッ!?」

　目の前の状じよう況きようを把は握あくし終える前に次の患者が運ばれてくる。最初のひとりとは別の区画で生活していた捕ほ虜りよだが、症状はまったくの鏡写しだった。息も絶え絶えに横たわるふたりの患者を見比べて、軍医は苦々しげに舌打ちする。

「どうなっているんだ、今夜は……！　とにかく氷だ！　この熱が続けば体がもたん！」

　根本原因が分からない以上、今はひたすら対処療りよう法ほうに終始するしかない。軍医はパートナーの水みず精せい霊れいと視線を交わし合い、

「また五人倒たおれました！　今からこちらに運ばれてきます！」

　その報告を受けた瞬しゆん間かん、彼は寒気と共に理り屈くつを超こえて直感した。──これは全すべて、始まりに過ぎないのだと。







　夜が明けるまでに三十人以上の患者が医務室へ運び込まれ、彼らと同様の体調不良を訴うつたえる者はその数倍に及およんでいた。誰だれの目にも明らかな異常事態に、施し設せつを管理する帝てい国こく兵たちはすぐさま事態の解決に乗り出そうとしたが、それ以前に状じよう況きようの解明が済んでいなかった。

「だから──食中毒ではないのか？　これだけの人数が一いつ斉せいに倒れたのだぞ、他に考えられまい」

「捕ほ虜りよたちの食事は三日前まで遡さかのぼってチェックしましたが、これが原因と言い切れるものは見当たりません。怪あやしいものは焼しよう却きやく処分しましたが、患者はその後も増え続けています」

「原因を絶てていないのか、あるいは……人から人に伝う染つっている可能性も」

「未知の疫えき病びようだとでもいうのか？　そんな馬ば鹿かなことがあるか、なぜこんな場所で降って湧わいたように……！」

　監かん視し棟とうの一室で、報告を受けた将校たちが頭を抱える。彼らがそうこうしている内に、また別の部下が新たな情報を抱えてドアをノックした。

「報告いたします！　西の友軍基地へ事態を伝えたところ、向こうにも同様の症しよう状じようを訴える兵士がいることが分かりました！　周辺の集落でも急な発熱で倒れた者がいると！」

「……ここだけではない、のか」

「残念ながら……。これは本格的に疫病の線が濃こくなってきたと見なければなりません」

「……っ。死人は出ているのか？」

「未確認情報ですが、一部には亡くなった者もいるということです」

「では逆に、病気から回復した者はいないのか。この薬が効いたといった報告などは」

「不確かな情報でよければ、いくつか。──まず、この病気の最大の特とく徴ちようである急な発熱と発はつ疹しんは三日から五日ほど続き、それを過ぎると患者は逆に寒気を訴え始めるそうなのです。そこで毛布を重ねがけするなどして暖を取らせてやり、保温効果のあるスパイスを混ぜた薬やく湯とうを飲ませてやらなければ、ますます病状が悪化していくと」

「体を温める、か。……基本ではあるが、それだけに有効かもしれんな。病やまいの正体が分からん以上、ここでもそのやり方を踏とう襲しゆうするべきだろう。捕虜どもに毛布をあてがってやれ」

「それが……足りません」

「何？」

「全すべての患者に配るには、毛布がまったく足りていないのです。この辺りは寝ねる時に掛かけ物が必要ないくらい温暖な気候なので、この施し設せつにも毛布の蓄たくわえは多くありません。今の時点でも足りていないのですから、これからさらに患者が増える可能性を考えると……」

「補ほ充じゆうしなければどうにもならん、ということか」

「はい、それも大至急に。でなければ最悪、発熱を乗り切った後に暖を取れず死ぬ者が出るかもしれません」

「……いいだろう、金は出す。近くの人里からありったけ搔かき集めて来い！」







　といっても、地域の気候そのものが毛布を不要なものとして定めているのだから、人里まで足を延ばしたところでその条件が変わるわけもない。買い出しを任された部隊の面々は、早々に現実と向き合うことになった。

「……毛布？　いや、ウチでは扱あつかってないなぁ」

「厚手の布地ならあるけどねぇ……。これ以上のものは、この辺りじゃ滅めつ多たに商あきなっているのを見ないよ。諦あきらめたほうがいいんじゃないかい？」

「集落で病人が出て、今はこっちに毛布が欲しいところなんだ！　軍でもその有様かよ、どうすりゃいいんだクソッ！」

　三つ四つと人口の多い集落を回ったところで、返答は一様にこの有様だった。袋ふくろ小こう路じに突つき当たった兵士たちは途と方ほうに暮れて立ち尽つくすしかなかったが、しかし、そんな彼らの苦境を見み逃のがさない者もいた。

「兵士さんたち……お困りのようですが、何が入用ですか？」

　揉もみ手をしながら近付いてきた行商人に、兵士たちは大きな期待をかけずに状じよう況きようを説明する。が、それを聞いた相手は満面の笑みを浮うかべて両手を打ち合わせ、自前の馬車から駆かけ足で商品をひとつ持ってきた。

「そういうことなら、これをお求めになってはいかがでしょうか？　屋外で使う敷しき物もの用の毛布ですが。この辺りはごつごつした岩場が多いので、野宿の際には緩かん衝しよう材ざいとしての敷物が必要になるんですよ。これは比ひ較かく的てき柔やわらかい仕立てですので、掛け物としてもお使いになれるかと」

「本当か!?　どれどれ……おお、確かにこれなら使い物になりそうだ。商人、いくらだ!?」

「そうですねぇ……。本来ならそれなりに値の張る物ですが、他でもない帝てい国こく軍の方々との取引ですし。こちらも商売っ気は一いつ旦たん引っ込めて……そう、この程度でいかがでしょうか」

「……ふむ、安くはないが、露ろ骨こつに足元を見てもいないな。いいだろう、一いつ括かつで買い上げる。在庫を全て持って来い」

「毎度ありがとうございます。これを機会に、お次もよろしくお願いいたしますよ」

　口角を吊つり上げて頭を下げる行商人。その笑みに隠かくされた本当の意図を、帝国兵たちは見み抜ぬくことが出来ない。







　仕入れに向かった部隊から毛布が届き始めると、それらはすぐさま発熱を乗り切って寒気を訴うつたえる時期に入っていた患者たちに配られ始めた。が、この時点ですでに高熱で倒たおれた者は百人近く、体調不良を訴える者に至っては五百人を超こえており、病人の世話に施し設せつの人員が追い付かないところまで状じよう況きようは差し迫せまりつつあった。

「ほら、毛布が届いたぞ！　いま掛かけてやるからな！」

「う、うぅ……」

　捕ほ虜りよの看病をする捕虜。人手が足りないので、感染が広まるリスクを知りつつも、施設側としてはこの光景を容認せざるを得なかった。得体の知れない病気を伝う染つされたくない帝てい国こく兵たちと利害が一いつ致ちして、施設内における捕虜たちの振ふる舞まいの自由度がなし崩くずし的に上がっているのだ。

「……おい……これ……」

　毛布にくるまれた病人がごそごそと身じろぎし、看病に当たっている仲間にひそめた声で話しかける。布の下からそっと差し出したのは、革かわのケースに収まったナイフや金かな槌づちなどの金属工具類だった。外にいる仲間の手引きで、あらかじめ毛布の中に仕込んであったものだ。

　仲間の兵士は小さくうなずいてそれを受け取り、軍医に見つからないよう気を付けながら懐ふところに滑すべり込ませる。──施設の中に病人が増えるということは、その世話のために必要となる物資も増えるということ。特にそれが一見して無害で、しかも緊きん急きゆう性せいのある品物だったような場合、施設内に運び込む際のチェックはどうしても甘あまくなる。彼らはその隙すきを突ついて脱だつ走そうに必要となる装備を手に入れていた。

「今のうちに、少しでも元気になっておけよ。……準備は着々と進んでる。行動に移す日も、たぶんそう遠くない」

「……ああ……」

　寒気と腹痛に苛さいなまれながらうなずきを返す。未知の病びよう魔まに苛まれているはずの捕虜たち──その目に宿る意志の強さに、帝国兵たちは今なお気付けていなかった。







「補給を断つ」ことは戦争における基本戦略だが、戦いそのものを表立って行えないような場合、これを少しばかりアレンジして行うことになる。すなわち補給を「断つ」のではなく「手を加える」。いま北域でキオカの工作員たちがやっているのはそれだ。

　言うまでもなく、大勢の軍人が常じよう駐ちゆうして守っている施設に直接手出しをすることは難しい。が、ワンクッション挟はさめば見え方が違ちがってくる。帝国兵たちも人間である以上は飲み食いをするし、また衣服を始めとした生活必ひつ需じゆ品ひんを求めねばならず、その仕入れ先を辿たどれば遠からず民間の人々に辿り着く。これが街道沿いの主要基地なら生産から消費まで軍が一いつ括かつ管理していることも有り得るのだが、北域の辺境に建てられた捕ほ虜りよ収容施し設せつはその例に含ふくまれない。

　軍属と民間、どちらが工作する側にとってより与くみしやすいかは議論の余地がない。よって工作員たちは常つね日ひ頃ごろから、軍を得意先とする民間人に的を絞しぼってコネクションを作っておく。いざ必要となれば、そこから軍施設へ流れ込んでいく物資に手を加えられるからだ。このやり方なら帝てい国こく兵たちの夕ゆう餉げに毒どく膳ぜんを据すえることも不可能ではない。

　もっとも、その際に利用される種々のコネクションはしばしば消耗品となる。「彼らに任せておけば大だい丈じよう夫ぶ」という信しん頼らい感かんがあるからこそ民間業者が軍の御ご用よう達たしたり得るのであって、一度でも不信感を植え付ける出来事が起これば、二度と同じ立場にはありつけない。業者と渡わたりを付けるまでに必要な時間及およびコストを考えれば、キオカの工作員たちとて彼らとの関係性を使い潰つぶすような真ま似ねはそうそう出来ない。彼らが軍との繫つながりを失った時には、工作員たちもまた軍への干かん渉しよう手段を失うのだから。

　だが今回に限れば、エルルファイという要人の奪だつ還かんを目指したことで、そうした貴重なコネクションのいくつかを代だい償しようとするだけの気構えがキオカにはある。だからこそ、その成果もまた、工具を紛まぎれ込ませた毛布を捕虜となった仲間へ届けるだけに留とどまらなかった。







　謎なぞの病気の発生から四日後、帝国兵たちがもっとも恐おそれていた事態が起こった。塀へいを挟はさんだあちら側ではなくこちら側──捕虜たちを見張る彼らの側から、ひとり目の患者が発生したのだ。

「……ついに来てしまったか」

　報告を受けた指し揮き官かんは苦々しく頰ほおをゆがめ、重い声で一言そう漏もらした。──伝染病の疑いが濃こくなった時点で想定されていたことだが、だからといって打てる手は多くない。すでに捕虜との接せつ触しよくは極力避さけるように部下たちへ言い渡してあり、彼らの職務と両立するレベルでの防ぼう疫えき手段は全すべて講じている。だが、その上で患者は出てしまったのだ。

「食事の検査は、済ませたのだろうな」

「……はい。今度もやはり、明確に原因と分かるものは見当たりません」

　部下が言いにくそうに付け加える。まだ食中毒という可能性に一いち縷るの望みを抱いていた指揮官は、その返答によって最後の期待を裏切られた。生活環かん境きようの異なる監かん視し側にまで患者が出た以上、もはや伝染病を疑うのではなく、それが答えと見なしてかかるしかない。

「……倉庫をひとつ空あけろ。病やまいが広がる前に、病んだ兵を隔かく離りする場所を設もうけねばならん」

「は、そのように。……しかし、兵たちにはどう伝えますか？」

「…………今は何も言わん。動どう揺ようを煽あおりたくはない」

　考えた末、指し揮き官かんはそう口にした。彼の立場からすれば無理のない判断である。同じ建物で伝染性の死病が流は行やっているなどと聞いて、冷静さを保てる兵士はそう多くないだろう。

「とはいえ、仲間が倒たおれたという事実はすでに知れ渡わたっているか……」

　噂うわさが広まっていく様子を想像して頭を抱える指揮官。その過程で尾おひれが付かないように、彼にはもはや祈いのるしかなかったが──この状じよう況きよう下かでは、どうあっても捕ほ虜りよたちと自分たちを見比べることになる。期待は余りに儚はかなかった。







　さらに数日も経たつと、施し設せつの中のグレーキたちにも空気の変化がはっきりと感じ取れるようになってきた。見張りの兵士はあからさまに捕虜たちと距きよ離りを取り、見回りにやってくる頻ひん度ども目に見えて減っている。

　事前に伝えられた計画通りに事態が進んでいる気配に、強こわ面もての海兵隊長は感心と畏い怖ふを同時に覚えていた。

「ふん……見張りの連中、すっかりこれをおっかない疫えき病びようだと思い込んでいやがるな」

「はい。推測ですが、あちら側にも患者が出たのではないでしょうか。我々から伝う染つったと考えるのが自然ですから、ああなるのも無理はありません」

　毛布にくるまって横たわる部下たちの中、小声で仲間と言葉を交わすグレーキ。患者の世話という名目を得たことで、もはやこうした話をする際にも、見張りの目を忍しのぶ必要すら薄うすくなっていた。なにしろ向こうが近付きたがらないのだ。

「人ひと除よけの効果は抜ばつ群ぐんだな。得体の知れない病気ってのは、こうも人間を怖こわがらせるもんか」

　そういうグレーキ自身はもちろん、部下たちを苛さいなんでいるものが死に至る疫病などではないことを知っている。症しよう状じようこそ派手だが、それも半月程度で完治すると、今後の指示を記した紙には書いてあった。だからこそ病人だらけの部屋の中でも平然としていられるのだ。

　結論から言えば、この病気が人から人に伝染ることは有り得ない。罹り患かんする人間も毒を飲んだ者に限られる以上、認識としては食中毒で正しいのだ。──が、この作戦の巧たくみさは、大した害もないそれを伝染性の死病だと思い込ませることにある。

　物さえ届けば進んで服用してくれる捕虜たちと違ちがって、監かん視し側の帝てい国こく兵たちに毒を盛ることは容よう易いではない。彼らが口にする食料は捕虜たちとは完全に別のルートから補ほ充じゆうされている上、食事に供される前に焼かれたり煮に込こまれたりするものが大半だったのだ。毒がその効果を保ったまま兵士たちの口に届くことは期待しづらかった。

　だが、そこで諦あきらめてしまうような工作員たちではない。彼らは別のアプローチで帝国兵たちに毒を盛った。経路は食器である。皿や器、匙さじといった食器類をグレーキに与えたものと同じ毒液に漬つけ込み、表面的には綺き麗れいに見えるところまで拭ふき取った上で、施設への補給物資に紛まぎれ込ませたのだ。これなら食しよく糧りように比べて搬はん入にゆうの際のチェックが甘あまくなる上、日常的に割れて消しよう耗もうするものだから施し設せつの中へ忍しのび込ませやすい。あとは運の悪い誰だれかがその食器を使って病やまいにかかるのを待つだけだ。

　当然ながら、毒を直接服用させる場合に比べて成功率は低い。だが今回の場合、ひとりでも患者が出ればそれで成功なのだ。この工作の目的は毒で監かん視しの帝てい国こく兵たちを無力化することではなく、患者を苦しめているものが疫えき病びようだと思い込ませることにある。ただそれだけで捕ほ虜りよ収容所の管理体制は大きく弱体化する。施設を管理しているのが同じ人間である以上、誰も望んで未知の病気など伝う染つされたくはない。となれば帝国兵たちは捕虜たちから距きよ離りを置かざるを得ず、それは同時に監視の目が薄うすくなることを意味している。

「となれば──ぼちぼち頃ころ合あいだな」

　帝国兵たちの怯おびえによって、いまや捕虜収容所はすっぽりと暗幕で覆おおわれたも同然だった。その内部で、捕虜たちが虎こ視し眈たん々たんと研とぎ上げる逆ぎやく襲しゆうの牙きばは完成を見ようとしている。







「捕虜たちの間で乱らん闘とうが起こっている」という報しらせが施設内の見張りから届いたのはちょうど昼食時のことで、帝国兵たちは何重にも憂ゆう鬱うつな思いに駆かられながら鎮ちん圧あつに向かった。数少ない楽しみである食事を途と中ちゆうで切り上げさせられた上、危険な疫病の立ち込める施設内に足を踏ふみ入れ、殺気立った捕虜たちを落ち着かせることを求められる。これほど気の滅め入いる仕事も他にない。

「クソッ……奴やつら、面めん倒どうを増やしやがって」「大人しく寝ね込こんでりゃいいものを」

　ぶつぶつと文句を並べながらも、着ちやつ剣けんした風ふう銃じゆうを手に、二個小隊八十人の人員が施設の中へ踏み込んでいく。捕虜同士の諍いさかいは珍めずらしい出来事でもないが、今回はその規模が大きかった。聞けば二百人ほどが住まう一区画、それが丸ごと騒そう動どうに巻き込まれているらしいのだ。事を収めるために大勢の人員が求められるのも当然と言えた。

「どけどけ！　道を開けろ！」「何を騒さわいでおるか！　貴様らァ！」

　石いし塀べいを潜くぐり抜ぬけ、野次馬を蹴け散ちらしながら現場に急行する兵士たち。果たして彼らが目にした光景は、宿舎の中と言わず外と言わず、あちこちで激しい乱闘を繰くり広げる大人数の捕虜たちだった。やはり食事の最中に起こったトラブルなのか、食べ物や食器がそこらに落ちているのが散見される。

　言葉が通じる状じよう況きようではないと見て取った小隊長の命令が下り、帝国兵たちはすぐさま頭上に向けて威い嚇かく射しや撃げきを行った。兵士ならば誰もが耳慣れたその音に、暴れ回る捕虜たちが動きを鈍にぶらせる。

「馬ば鹿か騒ぎを止やめて宿舎前に整列！　直ただちにだ！」

「急げ！　遅おくれる者は撃うたれても文句を言うな！」

　銃口を向けて脅おどしつけながら前進していく帝国兵たち。その剣幕に抗あらがおうとする者はさすがにおらず、激しく殴なぐり合っていた捕ほ虜りよたちは見る間に大人しくなっていく。そんな彼らを油断なく見回しながら、帝てい国こく兵たちも内心では安あん堵どを覚えていた。思ったよりも簡単に騒さわぎが静まっていきそうだと思い込んで。

「状じよう況きようの説明を求める！　争いが起こった経けい緯いを知る者は前に出ろ！」

　捕虜たちはしばらく互たがいに目配せを交わしていたが、帝国兵側の指し揮き官かんがもう一度怒ど鳴なりつけたところで、列の前方にいたひとりがおずおずと前に出た。──彼の説明によれば、発ほつ端たんは食事中に起こった小さなトラブルだったという。昼食のスープを器に注いで配っている時に、配られた者のひとりが露ろ骨こつに舌打ちして「お前、俺おれの食いもんに触さわるなよ」と罵ば倒とうしたらしい。スープを配った者は患者たちの世話をする係だったので、その言葉に激高してつかみかかった。もみ合っているうちに周囲の人間も巻き込まれていき、敵味方に分かれて次第にヒートアップ、なし崩くずし的に乱らん闘とうに至ったようだ。……似たような軋あつ轢れきは今までにも何度となく起こっていて、今回の出来事をきっかけに、この区画の捕虜たちが抱えていた火種が一気に噴ふん出しゆつした、ということだった。

「……む、ぅ……」

　その説明を聞いたところで、原因が謎なぞの疫えき病びようとあれば、帝国兵たちに根本的な解決が図れるわけもなかった。何人かを見せしめに殴りつけて、減食や懲ちよう罰ばつ房ぼう入りなどの処罰を言い渡わたし、今後似たような騒ぎを起こせばさらなる厳罰に処すことを宣言するのがせいぜいだ。

　それを済ませてしまうと、居心地の悪さに耐たえかねたように部隊全員で踵きびすを返す。二列縦じゆう隊たいに並んだ兵士たちが出口に向かって歩き始め、隣りん接せつする区画と空間を隔へだてる高さ三メートルの木もく柵さくに隊列全体が差し掛かかる。木柵を挟はさんだ向こう側には騒ぎを聞きつけた野次馬たちが所ところ狭せましと並んでいて、

「やれ、てめぇら」

　異変はそこで起こった。兵士と捕虜たちを隔てる木柵が一いつ斉せいに倒たおれこみ、二個小隊八十人の縦列に頭上から襲おそいかかったのだ。あまりに突とつ然ぜんの出来事に、帝国兵士たちは木柵の下で網あみにかかった魚のように右往左往し──そこに捕虜たちが迷わず追つい撃げきをかけた。

「「「「「「「おらぁぁぁぁあああッ！」」」」」」」

　ある者は木柵の下から這はい出そうとする兵士たちを棒切れで殴りつけ、ある者は木柵に体ごと乗っかって自重で相手を押おさえ込む。帝国兵士たちに風ふう銃じゆうを使うチャンスを与えないことが戦術の要かなめだった。至近距きよ離りからの奇き襲しゆうに面食らった彼らは、まともな抵てい抗こうに及およぶ前に次々と無力化されていく。

「な、なんだッ!?　一体何が……うげっ！」

「ハメられた！　捕虜の奴やつら、柵に細工してやがったんだ！」

「馬ば鹿かなっ、樫かしの木を切り出して拵こしらえた木柵だぞ!?　各柱の直径だって二十センチある！　丸まる腰ごしの捕虜どもに細工なんて出来るはずが──ぐぁぁっ！」

　施し設せつを破は壊かいしての脱だつ走そうを防ぐために、彼らは捕ほ虜りよたちに金属製の食器すら与えていなかった。労役のたびに貸し出される斧おのなどの工具についても数を厳げん密みつに管理してある。そうまでして捕虜に丸まる腰ごしであることを徹てつ底ていしてきた帝てい国こく兵たちにとって、この状じよう況きようはまさしく青せい天てんの霹へき靂れきだ。捕とらえた猛もう獣じゆうが檻おりを破って襲おそいかかって来たようなものなのだから。

「「「「「「「うぉおおおおおおッ！」」」」」」」

　奇き襲しゆうに加えて人数の利、さらには風ふう銃じゆうによる反はん撃げきを封ふうじたことによって、戦せん闘とうは最初から最後まで一方的な様相を呈ていした。十分と経たたないうちに八十人の帝国兵はことごとく無力化され、彼らが持っていた武装と精せい霊れいは今や捕虜たちの手にすっかり収まっている。

「ひとまずはいい働きだ、てめぇら」

　初手が目もく論ろ見み通りの成果を上げたことを認めて、にやりと笑みを浮うかべたグレーキが部下たちの前に立つ。二年ぶりの戦いで兵士としての自覚を取り戻もどしつつ、彼らもまた強こわ面もての上官に向き合った。

「まずは連中から服をいただけ。あ、その後に剝むいたままにしとくんじゃねぇぞ。大切な人質だからな」

「「「「「はっ！」」」」」

　威い勢せいよく返事をするキオカ兵士たち。もはや囚とらわれの身でなくなった彼らは、無力化した帝国兵を宿舎の中に次々と引き連れていく。全員から軍服を奪うばい取った上で一部の人員がそれを着込み、帝国兵たちには代わりに捕虜用の簡素な衣服を着せておいた。

「さて──あと二巡か」

　そうつぶやいて首を巡めぐらせ、グレーキは北東と北西の二方向に視線をやった。







　収容所の施設内には捕虜たちの動向を監かん視しするための櫓やぐらが点在し、異変が起こった際にはそこから外の監視棟へ光信号で直接報しらせが届けられる手て筈はずになっている。当然、現在もそうなっていて然しかるべき状況だったが──、

「ぐっ……貴様ら……！」

　現実には、作戦開始と同時に全すべての櫓が制圧されていた。病やまいの影えい響きようで警備が雑になっていた上、外から差し入れられた工具によって木もく柵さく破りが叶かなったので、夜の間に櫓へ人を忍しのばせておくことは難しくなかった。不意を突つかれた帝国兵たちは、光信号を送る前に無力化されていたのだ。

　続いてキオカ兵たちが行ったのは、敵兵の光精霊を利用して監視棟へ虚きよ偽ぎの信号を送ることだった。指示通りにしなければ主を殺す──そう言われてしまえば、全ての精霊は脅きよう迫はくに屈くつさざるを得ない。

　なお、彼らが送ることを強制されたメッセージの内容は、

〝現在の人員では対処が困難な状じよう況きようにあり。至急、応おう援えんの二個小隊を施し設せつ内へ送られたし〟

　というもので、このメッセージは北東と北西の監かん視し棟とうにそれぞれ送られた。要よう請せいに応こたえた双そう方ほうの棟の隊長は、二個小隊八十人ずつ、計百六十人の帝てい国こく兵をただちに施設内に送り込み──その全員がキオカ兵たちによる待ち伏ぶせを受け、最初に制圧された八十人とまったく同じ憂うき目に遭あった。これにて計三巡である。

「なんだこれは！　一体どうなっている!?」

　送り込んだ仲間がいつまで経たっても帰らず、ここに及およんでようやく帝国側の指し揮き官かんも異常事態を確信するに至った。櫓やぐらから送り返される信号が偽ぎ装そうされたものだと気付き、捕ほ虜りよたちの造反によって収容所が占せん領りようされたという事実に思い至るや否いなや、西方の基地に向かって伝令を走らせることを余よ儀ぎなくされる。こうした事態に陥おちいった場合の、それが最優先の対処だったからだ。







　一方その頃ころ、キオカ兵たちは同じ施設の一区画に隔かく離りされていたパートナーの精せい霊れいと久しぶりの自由な再会を果たしていた。捕虜の立場でも精霊との面会権は戦時条約によって保障されているのだが、脱だつ走そう手段への利用を防ぐために日常生活を共には過ごせなかったのだ。

「ラク……長いこと待たせたな」「行こうぜ、シム。一いつ緒しよに国へ帰ろう」

　思い思いの言葉でパートナーを迎むかえていく兵士たち。物心付いた頃から契けい約やくしている者も多く、そんな彼らにとって精霊のいない生活は兄弟姉妹がひとり、あるいは臓器がひとつ欠けたようなものだ。有るべき場所に有るべき存在が帰ってきた感かん慨がいに浸ひたり、彼らはしばし状況を忘れた。

「──隊長殿どの、北西の監視棟から騎き馬ばが走りました！　敵友軍への伝令と思われます！」

　そんな彼らを横目に、櫓の上から外の様子をうかがっていた兵士のひとりが報告を飛ばす。グレーキは特に焦あせった素そ振ぶりもなく「そうだろうな」とうなずくのみだった。

「良いのですか？　敵に増ぞう援えんが届けばこちらは苦しくなりますが」

「この位置から初動で馬ば房ぼうを押おさえるのは無理だったからな。ま、安心しろ。そこは外の連中が補おぎなってくれるそうだからよ」

「外の……帝国に潜せん伏ぷくしている工作員ですか？　しかし、いくら彼らでも、すでに走り出してしまった騎兵をどうやって止めるのでしょうか」

　部下の疑問にため息を漏もらし、グレーキはこぶしで相手の頭を小こ突づく。

「ちったぁ頭を使え頭を。ここから西の基地まで最短距きよ離りを走るなら、伝令が通る道は自おのずと絞しぼられるだろうが。大方そこに待ち伏せてなんとかするんだろうよ」

　そうは言うものの、工作員たちの暗あん躍やくの詳しよう細さいについてはグレーキも想像するしかない。向こうが受け持つと言った部分は何も考えず任せる以外にない──それが今の彼らの立場なのだ。

「伝令のこたぁ忘れろ。二個小隊八十人かける三で二百四十人、それに施し設せつ内警備の四十人を合わせて二百八十人の人質がこっちには出来たんだ。大事なのはそこだろうが」

「は、全員分の装備も奪うばい取ってあります。今後はどのように？」

「打って出るしかねぇだろ。せっかく弾たま除よけが確保出来たんだからな」

　持ち前の凶きよう悪あくな笑みを、いまや完全に立場が逆転した敵兵たちに向けるグレーキ。帝てい国こく兵たちは震ふるえ上がりながら、自分たちがどう利用されることになるのかを悟さとった。







「大隊長殿どの、捕ほ虜りよどもが施設から出てきました！　し、しかし、集団の先頭に捕とらわれた仲間の姿が……！」

「ぐっ……！」

　果たしてその予想は裏切られず、キオカ兵たちは人質にした帝国兵らを最前列に並べながら施設外へ姿を現していた。本来なら監かん視し棟とうの銃じゆう座ざから鉛弾が雨あめ霰あられと降り注ぐところだが、大勢の仲間を盾たてに取られてはそうもいかない。帝国兵たちは引き金にかけた指を動かせないまま歯は軋ぎしりし、その視線の先で、キオカ兵たちは花道でも歩くように悠ゆう々ゆうと荒こう野やを闊かつ歩ぽしていた。







「──間ま違ちがっても盾の前には出るなよ。このまま監視棟の間を突つっ切って西進する」

　その隊列の中ほどで、グレーキは射しや撃げきを警けい戒かいして巨きよ体たいを屈かがめながら全体指し揮きを執とっている。彼の指示を受けた副官が困こん惑わくを見せた。

「……西へ向かうのですか？　人里に向かう分だけ食料にありつける可能性が上がるとはいえ、監視棟の敵部隊と西方の基地の敵部隊、双そう方ほうから挟はさみ撃うちにされそうですが」

「なんのために施設に仲間を残したと思ってんだ。監視棟の連中は動けねぇよ、俺おれらを追えば施設の管理って務めを放ほう棄きしたことになっちまう。収容所が空からっぽならともかく、現にまだ四百人ばかし立てこもってるんだからな。さっき伝令を送ったことで、連中も最低限の義理は果たしたと思い込んでやがる。ま、それでも少数の斥せつ候こうは付いてくるだろうが」

「なるほど、そういうことですか。……しかし、西方の基地からの追つい撃げきについては？　さすがにそれも人質だけで凌しのげるとは思えませんが」

「知らん。ま、どうにかなってんだろ」

「どうにか、とは……」

「だから知るかよ。その点に関しちゃ、この絵を描かいた奴やつの腕うでの見せ所だ。──それと、てめぇの話もひとつ違った。あるとすれば追撃じゃなくて迎撃だ」

「へ……？」

　きょとんと目を見開く副官。グレーキは素知らぬ顔で平然と言ってのける。

「言ってなかったか？　俺おれらはこれから西方の基地を襲しゆう撃げきするんだよ。麗うるわしの太たい母ぼ様をお迎むかえに上がらなきゃならねぇからな」







　同じ頃ころ、東に数十キロの捕ほ虜りよ収容所で起こっている異変などは露つゆ知しらず、北域第十二基地の兵士たちは日常業務に勤いそしんでいた。北域方面戦争を経へてからは以前ほど気楽な土地ではなくなっていたが、それとはまた別の事情で、特とく殊しゆな仕事を任されている者たちがこの基地にはいた。
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　たった今、基地の中央付近にそびえる五階建ての塔とうの中、鼻歌混じりに階段を上っているセリウ・モン軍ぐん曹そうもそのひとりだ。その様子からも分かるように、彼女はここ最近の自分の仕事をいたく気に入っていた。その理由はごく単純。

「失礼します、モン軍曹であります。少しよう将しよう閣かつ下か、ご機き嫌げん麗しくあられますか！」

「ああ、セリウかい。遠えん慮りよなく入ってくれ。よく来たね」

　入室を促うながす声に応じて扉とびらを開け放つ。すると、周照灯ランタンのぼんやりした光の中、籐とう椅い子すに腰こしかけて本を紐ひも解とくエキゾチックな印象の女性──キオカ海軍第四艦かん隊たい司令長官エルルファイ・テネキシェラの微笑ほほえみが彼女を出迎えた。

　その笑顔を見るだけで、モン軍曹は不思議なほど安らいだ心持ちになってしまう。──つまりは、これが理由。

「今日はお土産みやげをお持ちしました！」

　持参した包みを机の上に置いて手早く広げていくモン軍曹。この一風変わった敵国の将校のことを、彼女はひとりの人間として慕ってやまないのだった。

「ああ、いい匂においだね。これは……焼き菓が子しかな？」

「どうぞ、召し上がってください」

「では早速。……ああ、素そ朴ぼくでいい味だ。優しい甘あまみはキビ糖とうかな。香こう辛しん料りようが効いていないのが嬉うれしいね」

「でしょう？　こっちの食事だと、閣下には味付けが強すぎるみたいだったから」

「選えり好みする気はないんだけれど、辛からいものばかりが続くとつらくてね。ありがとうセリウ、このお菓子で久しぶりに人ひと心地ごこち付いた思いだよ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせるモン軍曹。エルルファイの言葉のひとつ、所作のひとつ──その全すべてにこもる温かみが彼女を魅み了りようする。

「実は、ミザイくんにもお土産があるんです。川魚を陰かげ干ぼししたものですけど」

「本当かい？　助かるよ、もう長いこと魚を食べさせてやれていないんだ」

　膝ひざの上で開いていた本をパタンと閉じて、エルルファイは籐椅子からすっくと立ち上がる。

「そのお土産みやげをもってミザイに会いに行きたい。……許可はもらえるかな？」

　他に返事があるわけもなく、モン軍ぐん曹そうはぶんぶんと首を縦たてに振ふってみせた。







　エルルファイが滞たい在ざい──否いな、捕ほ虜りよとして軟なん禁きんされている建物は五階建ての塔とうであり、彼女の住まう部屋はさらにその四階に位置する。といっても床ゆかから天井までの空間が一いつ般ぱん的てきな家屋よりもかなり大きく設もうけられているため、実質的な高さは数字から想定するものの二倍近くに相当するだろう。

　最低でも佐さ官かん以上の身分の高い捕虜を泊とめておくための場所なので、家具や調度を含ふくめた部屋の設備は高級ホテル顔負けと言える。床面積もひとりが暮らすには広すぎるほどだ。が、観察を続けていくと、同時にやはり軟禁所でもあることが分かってくる。何より象しよう徴ちよう的てきなのは窓まどの小ささで、片腕うでがどうにか通るか通らないかの小穴が五つ、エルルファイの頭よりもずっと高い位置に付いているだけ。周囲の景観など望みようもなく、申し訳程度に採さい光こうを保つためのものでしかない。

　昼でも部屋の中が薄うす暗ぐらいので、光源にはもっぱら貸し出された光ひかり精せい霊れいを頼たよることになる。通常の捕虜よりはよほど好こう待たい遇ぐうとはいえ、「白はく翼よくの太たい母ぼ」に課されたこの境きよう遇ぐうが、モン軍曹には常に心苦しくてならなかった。なぜならエルルファイ・テネキシェラは海軍将校。すなわち空と海──見み渡わたす限り無限に広がる世界を原風景とする人なのだ。かつての日々を思えば、暗い一部屋に囚とらわれたままの境遇は窮きゆう屈くつ過ぎるだろう。

　もちろん、そう思ったところでモン軍曹に何が出来るわけもない。彼女は帝てい国こく軍の一兵士で、エルルファイはキオカ軍の将校。互たがいの立場は誰だれの目にも敵味方なのだから。

「──む、ひと雨来そうだね。きみが濡ぬれずに済むといいのだけど」

　最上階に続く階段を上っていく途と中ちゆう、エルルファイはそんなことを口にする。世話役を始めたばかりの頃ころのモン軍曹なら首をかしげたところだが、今となってはその予報が正確無比であることに疑いを差し挟はさむ余地はない。今日まで常にそうだった。ほとんど空が見えないような環かん境きようにあっても、「白翼の太母」の天候予測は健在なのだ。

「やぁきみたち、警備ご苦労。わたしは今日こそ逃にげるかもしれないから、気を抜ぬかずに頑がん張ばらないといけないよ」

　廊ろう下かを歩く間、エルルファイは所々に立っている立りつ哨しようの兵士たちにも気さくに声をかけていく。皮肉めいた内容でも、それを嫌いや味みに感じさせない何かを彼女は持っていた。兵士たちは一様に苦笑を浮うかべ、事務的でない敬礼で彼女の背中を見送る。

「鍵かぎ、開けますね」

　最上階の一室を前にしたところで、モン軍曹が腰こしに下げていた鍵かぎ束たばに手を伸のばす。大きな南なん京きん錠じようを外して扉とびらを押おすと、中から溢あふれ出してきた風がふたりの頰ほおをなぶった。

「ミザイ！」

　扉とびらが開ききるのも待たず、エルルファイは愛鳥に向かって駆かけていく。ピュイイ、と甲かん高だかい鳴き声でミザイも応こたえた。大きな檻おりの中に入れられたミサゴの大型個体は、二年前に受けた翼つばさの負傷をすっかり癒いやして、再び主人のために空を舞まう時を今か今かと待っていた。

「昨日は会いに来られなくてごめんよ。さ、きみもセリウからお土産みやげをもらうといい。久しぶりの魚だ」

　彼女が檻越ごしに差し出した魚の切り身を、ミザイはさもうまそうについばむ。この猛もう禽きんに対する扱あつかいは帝てい国こく軍を悩なやませたが、生け捕どりにした敵国の高級将校は丁重に扱うという慣例のもとに、ミザイに対しても特例的な処置が取られていた。エルルファイと同じ建物に住まわせているのはそのためだ。

「外を飛ばしてあげたいのだけれど、良いかな、セリウ」

「もちろんですよ。いま、檻を開けますね」

　檻の反対側に回ったモン軍ぐん曹そうが再び南なん京きん錠じようを外す。この任務に就ついた最初の頃ころはおっかなびっくりの作業だったが、今となっては少しの緊きん張ちようも覚えない。ミザイと呼ばれるこの猛禽が自分に決して危害を加えないことを、彼女はもう分かっていた。

　檻から解き放たれたミザイが翼をはためかせ、数メートル上の天井近くに設もうけられた採さい光こう窓まどに滑すべり込み、そこから外の世界へ飛び出していく。部屋の中から飛んでいる姿は見えない。が、愛鳥が束つかの間まの自由を楽しんでいる姿を想像したのか、エルルファイは嬉しげに口元を緩ゆるめた。

「いつも通り三十分もすれば戻もどってくる。それまでお喋しやべりしていようか、セリウ」

「はい！」

　うなずき合い、ふたりは檻の隣となりに用意された二脚きやくの椅い子すに向かい合って腰こしかける。ミザイが空の散歩から帰ってくるまでの三十分足らず──モン軍曹はこの時間が好きだった。エルルファイが色々な話をしてくれるからだ。生まれも育ちも帝国北域である彼女にとって、海からやって来たキオカ人の話はこの上なく刺し激げき的てきなものだった。

「む、降り出してきたね」

　今日は何の話が出来るかと彼女が胸むねをときめかせているところに、エルルファイはふとそう口にする。それから数秒置いて、ぱたぱたと屋根を打つ雨音が聞こえ始めた。モン軍曹は何度目とも知れない感心を浮うかべて相手を見つめる。

「今日も当たった……。本当に、ここにいてよく空のことが分かりますね」

「空気の湿しめり気を感じているだけだよ。この辺りはなかなか雨が降らない分だけ、いざ降る時の前ぜん兆ちようが分かりやすいからね。本当の密みつ室しつならともかく、ここには大きな窓もあることだし」

　そう言って天井近くの採光窓を見上げるエルルファイ。大きな窓といってもたかだか一メートル四方なのだが、この建物の中でいちばん大きな窓がそれだった。床ゆかから三メートル以上の高さにあるので、これまた採光以外の用よう途とには使いようがないのだが。

「セリウ、お母さんの具合はどうだい？」

　ふいに尋たずねられて、モン軍ぐん曹そうの動きがぴたりと止まる。数秒の沈ちん黙もくの後、彼女は曖あい昧まいな笑みを浮うかべなおして口を開いた。

「昨日、手紙が届いて。……やっぱりダメでした」

　その答えに、視線を落としてうつむくエルルファイ。……辛つらい話をする時は、話す側と同じだけ辛い表情になってくれる。それもモン軍曹が彼女を好いている理由のひとつだった。

「そうかい。……悲しいだろうね、セリウ」

「……どうなん、でしょうか。あまり優しい母でもなかったし……これで天てん涯がい孤こ独どくになったって言われても、正直、よく分からなくって」

　ぽつぽつと話し続けるモン軍曹。エルルファイはじっと耳を傾かたむける。

「里帰りも、従軍してからはほとんどしてなかったんです。帰ってもいい顔をされないから。恥はずかしい話ですけど……私、母には本当に好かれていないんですよね。その、別れた父親が残した連れ子なものですから」

　話す口元に自じ嘲ちようが浮かぶ。家庭の団だん欒らんは、母の死を待つまでもなく、彼女にとって最初から失われていたようなものだった。

「色々あって、次の父も結局出て行っちゃいましたし。……あーあ、いま戦死したらどうなるのかな、私。親族がいないと見み舞まい金きんも出ないって聞きますし。死に損になっちゃうなぁ」

　そう言って大きくため息をついた瞬しゆん間かん、ふいに、彼女の顔を柔やわらかい感かん触しよくが覆おおった。

「あ、ちょっ……」

「わたしが間ま違ちがっていた。……ずっと悲しかったんだね、セリウ」

　立ち上がったエルルファイが、モン軍曹をその胸むねに抱きしめていた。羽織った羽毛で相手を包み込むその姿は、我が子を慈いつくしむ親鳥のそれを思わせる。

　不思議な温ぬくもりの中で、モン軍曹が身動きを取れずにいると──ほどなく、力強いはばたきの音が耳を打った。

「──帰って来たかい、ミザイ。早かったね」

　相手を抱きしめる腕うではそのままに、エルルファイは愛鳥の帰き還かんを喜ぶ。その状じよう況きようが次第に気き恥はずかしくなってきて、モン軍曹は視線を強引にミザイへ向け──そこで首をかしげた。

「……あれ？　なんか持ってきちゃいましたね。……ロープの束？」

「いいんだよ。わたしが頼たのんだのさ」

　そっと腕をほどいて愛鳥のほうへ近付くと、ミザイから受け取ったロープを手に、エルルファイは部屋の中を歩き回り始めた。その行動の意図が分からず、モン軍曹はぽかんとした顔で眺ながめているしかない。

「この辺りでいいかな。あとはもやい結びで……うん、これでよし」

　部屋の中ほどに立つ石柱にロープをしっかりと結び付けて、エルルファイは満足げにうなずく。さすがに黙だまっていられなくなって、モン軍ぐん曹そうがおそるおそる声を上げた。

「……あの、少しよう将しよう閣かつ下か。何をされているんですか？」

「ああ、ちょっとばかり脱だつ走そうの準備をね」

　さらりと答えてのけるエルルファイ。その態度はあまりに堂々としていて、いっそ冗じよう談だんじみてさえいる。モン軍曹は間ま抜ぬけに裏返った声で尋たずねた。

「え、あの──に、逃にげるんですか？」

「逃げずに済めばいちばん良かったんだけどね。どうやらだいぶ足元を見られているらしくて、迎むかえを待っているだけでは帰れそうにないんだ。長い休きゆう暇かも今日で終わりさ」

　言いながら大きく伸のびをする。どうやら冗談を言っている様子ではないと、長い時間をかけてそう理解した末に、モン軍曹は引きつった顔で口を開いた。

「ほ、本気なら……私、止めなきゃいけません」

「なら、まずは背中の銃じゆうをわたしに向けるべきだよ」

　平然と会話しつつも、エルルファイは壁かべ際ぎわで腕うでを組んで三メートル上の採さい光こう窓まどを見上げる。ミザイの檻おりを運んできて上に乗れば、彼女の身長なら辛かろうじて手が届く高さ。その想像が実行に移される一歩手前であることに気付いて、モン軍曹は悲鳴じみた声を上げた。

「お願いだから、噓うそだって……いつもの冗談だって言ってください。今ならまだ、何事もなかったことに出来ます。私、閣下に銃なんて向けたくないんです……！」

「わたしもさせたくないよ。セリウは優しい子だから」

　左手でロープを握にぎって後ろを振ふり向き、エルルファイは残ったもう片方の手を相手に差し出した。

「だから、きみもおいで」

「……え？」

「帝てい国こくにはもう、きみを留とどめておくに足るものはないんだろう？　それならキオカに来ればいい。国はきみを歓かん迎げいするし、向こうでの面めん倒どうはわたしが見る」

「そ、そんなこと──」

「出来ないと思うかい？　いきなり言われても困る？　──だとしても関係ないんだ。わたしはきみに選せん択たくを迫せまっているわけじゃない」

　かつてない力強さが声に宿る。啞あ然ぜんとするモン軍曹を真っ向から見据えて、「白はく翼よくの太たい母ぼ」は揺ゆるがぬ声で続けた。

「きみを連れていくと決めた。ここを脱走することと同じ、これは決定事じ項こうだ。──だってそうだろう？　目の前で泣ないている子供がいる。その手を誰だれも取らないというのなら、わたしが抱き上げて連れていくだけのことさ」

　その瞳ひとみに宿るのは底知れない慈じ愛あいだった。身を震ふるわせる愛いとし子に向けて、エルルファイは止とどめの一言を放つ。

「来なさいセリウ。きみはじゅうぶん悲しんだ。今日からはもう、泣なかなくていいんだよ」

　瞬しゆん間かん、モン軍ぐん曹そうの目からぽろりと涙なみだが零こぼれ──彼女はようやく悟さとった。自分がとっくの昔に口説き落とされていたことを。







　それから二十分後。見張りの兵士たちが異変を察し、彼らはたちまち騒そう然ぜんとなった。

「──テネキシェラ少しよう将しようが脱だつ走そうしたぞ！　モン軍曹の姿もない！」

「なんだと!?　探せ！　まだ遠くには行っていないはずだ！」

　捕ほ虜りよは時として逃にげ出すもの。それは常識以前の前提のはずだったが、にもかかわらず、この事態は彼らを大きく動どう揺ようさせていた。というのも──エルルファイ・テネキシェラが逃げ出すことに対して、彼らには心の備えがなかった。それはいつの間にか失われていたのだ。彼女のくだけた振ふる舞まいが、日々の気さくなやり取りが、時間をかけて彼らから警けい戒かい心しんを奪うばっていた。

「くそっ、なんだ……？」「ああ……。なんで俺おれたち、こんなに動揺してんだ……！」

　それはひとえに、「白はく翼よくの太たい母ぼ」の人間的魅み力りよくのなせる業わざだった。長期間に亘わたって彼女と接し、その上で警戒を保ち続ける。それ自体がとてつもない難行であることを、彼らは知らない。

　心の落ち着きを一向に取り戻もどせないまま、それでもがむしゃらな捜そう索さくを始める兵士たち。だが、そこでさらに寝ね耳みみに水の事態が襲おそい掛かかった。基地の全域に警けい鐘しようが鳴り響ひびいたのだ。

「警報、警報ーッ！　東より所属不明の勢力が接近中！　規模は千人以上！　総員、戦せん闘とう配備に移れーッ！」

「──なッ」

　彼らは顔色を失って絶句した。何か大きな異変が自分たちを襲っているのだと、もはやそれを確信せずにはいられなかった。







「──さて。ここまで来たら、向こうさんも気付いた頃ころだろうな」

　荒こう野やの真っただ中、遠目に基地を眺ながめつつグレーキがつぶやいた。周囲を取り巻く千六百人の部下たちもまた、空腹に腹の虫を合唱させながら同じ方向を見やる。

「太母様はご無事でしょうか……。私は気が気でありません。我々が攻せめ寄せて来たと知った敵兵どもが、人質としてあの方を利用してきたらどうしようと……」

「そいつは杞き憂ゆうってもんだ。工作員の連中も上う手まく手を回してくれてるだろうし──それに何より、お前はまだ、エルルファイ・テネキシェラって人間を分かってねぇな」

　肩かたをすくめて不敵に笑うグレーキ。言葉に違たがわず、その表情に不安の気配は少しもない。

「あのお人は天性の人たらしだ。そんじょそこらの牢ろう獄ごくじゃ捕とらえておくことなんざ出来ねぇ。言ってみりゃ、少しよう将しよう閣かつ下かは俺たちのために捕つかまっていてくれたんだ。指し揮き官かんの存在が近くにあれば、その部下に対して無法は働きづらいからな。この二年もずっと、俺たちはあのお人に守られていたってわけさ」

　それを聞いて涙なみだぐむ部下たちを尻しり目めに、強こわ面もての海兵隊長は基地の方角を見つめ続ける。

「で、その俺たちがこうして逃にげ出した以上、少将閣下を縛しばる鎖くさりはもうどこにもないってわけでな。──見ろよ、案の定だ。もうお出いでなすったぜ」

　望遠鏡を目から降ろすグレーキ。その視線の先に、まもなく一騎きの騎馬が駆かけてくるのが見えた。兵士たちの間で歓かん声せいが上がる。──見み間ま違ちがいようがない。トレードマークの羽毛を身にまとった彼らの指揮官が、馬に乗って一心不乱に駆けてくるところだった。なぜか背中には帝てい国こく軍の女性兵士がひとりくっついている。が、その程度の違い和わ感かんなど目にも入らない。

「やぁ、わたしの可愛かわいい子供たち！　元気でいてくれたかい！」

「太たい母ぼ様！」「お帰りなさいませ、我らが『白はく翼よくの太母』！」「長らくお待たせしてしまいました……！」

　いまだけは空腹も疲ひ労ろうも忘れて、兵士たちは敬愛する太母の帰き還かんを出で迎むかえる。エルルファイはそんな彼らを片かたっ端ぱしから抱きしめて回ったが──二十人ほどと再会の喜びを分かち合ったところで、背後で肩かた身み狭せまげにしているひとりのことを思い出す。

「そうそう、大事なことを忘れていたよ。総員傾けい注ちゆう──彼女はセリウ・モン。捕ほ虜りよ生活の間にとても世話になった娘だ。今日からはわたしの部隊の一員なので、きみたち、しっかり可愛がってあげなさい」

　そう言われた兵士たちが次々にモン軍ぐん曹そうへ寄っていく。緊きん張ちように身を縮こまらせる彼女の肩に、次の瞬しゆん間かん、同情のこもった手のひらが次々と載のせられた。

「あんたも太母様にやられたクチか」「女も普ふ通つうにいけるからね、あの人」「ま、楽にしてくれ。あの方に惹ひかれて軍人やってるって点じゃ、第四艦隊ウチの仲間はどいつも似たようなもんさ」

　キオカ海軍第四艦かん隊たいの人員は、その大半が戦災によって従軍以前に故こ郷きようを失った人々で構成されている。そんな彼らのアイデンティティーは「白翼の太母」の部下だという一点にあり、よって新入りの出自を問題にすることもない。元帝国兵のモン軍曹もまた、そうした土ど壌じようのもとにごく自然と受け入れられていた。

　その光景を横目に微笑ほほえみながら、エルルファイは自分の抱ほう擁ようを唯ゆい一いつ求めない副官のもとに足を運んでいく。

「さて、グレーキ。おおまかな計画は知っているけれど、これからの具体的な行動は？」

「基地の南側に回って施し設せつの一部を占せん領りよう、ですな。今は手て薄うすなんでしょう、あそこ？　少将閣下から確認が取れりゃ最高なんですが」

「ああ、それは確かだと思うよ。どうも北の山脈のほうで揉もめ事が起きているようでね、あの基地からも大勢の人員が引っ張り出されている。残っているのは一個大隊六百人程度だ。その人数だと、こちらの襲しゆう撃げきに対して、あの基地の全すべてはちょっと守りきれない」

　抜ぬけ目なく情報収集まで済ませていたエルルファイが情報の確実性を請け合った。耳まで裂さけたグレーキの口がどこか不快げにゆがむ。

「防衛が間に合わない部分には、物資を備び蓄ちくしてある倉庫も含ふくまれる、と。……予定通りですな。気味が悪いくらいに」

　手のひらの上で踊おどらされている。それが味方の手による企くわだてだと知ってはいても、グレーキにはどこか嫌いやな感覚が拭ぬぐえなかった。彼は本来的に自助努力を旨むねとして行動するタイプの軍人であって、顔も名前も知らない誰だれかの計画に乗っからざるを得ない現状は本意ではないのだ。

　だが、それはそれとして、今の状じよう況きようは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機には違ちがいない。目の前の基地をもはや完全に獲え物ものとみなし、強こわ面もての海兵隊長は右腕うでを天高く突つき上げる。

「やっとこさ飯と武器にありつけるぞ。気合入れろ、てめぇら！」
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　別ルートで入山した二個大隊千二百人と合流を果たしてから二時間後、マシュー率いる帝てい国こく軍部隊は森林へ突とつ入にゆうしていた。

　前提として拓ひらかれた道というものが存在せず、樹木の密みつ度どが濃こく視界が極きよく端たんに制限される地形のため、突入後も指し揮き系統を維い持じすることは至難を極きわめると予想された。マシューが突入に二の足を踏ふんでいた理由の半分がその点であり、森の中における兵員の動きを平地におけるそれと同様に統率することは不可能に近い。というより、この状じよう況きようだと森に入ってから抜ぬけるまでの間、総指揮官にはほとんど何も出来ない。命令が直接的な実行力を持つのはいいところ小隊長までで、現場における彼らの判断に全すべてが委ゆだねられていると言うべきだった。

「足を止めるな。こんな森ごとき……さっさと抜けるぞ」

　しかし、中隊長以上の将校で、その事実に大きな警けい戒かいを抱いている者は多くない。理由は単純で、それは敵も同じことだと思っているからだ。こんな場所で戦争は出来ない。それが彼らの素そ朴ぼくな認識であり、その点においては敵軍も考えを同じくするものと考えて疑っていない。

「っ、くそ、視界が……」「いつまで藪やぶを漕こげばいいんだ」

　事前の予想に違たがわず、突入から三十分もしないうちに部隊間の連れん絡らくが途と切ぎれ始めた。べつだん進行に異常があったわけではなく、地形の変化に富んだ森の中を大勢で強引に進んでいけば、次第に全員が同じルートを辿たどるわけにいかなくなるのは物理的な必然だ。地形に合わせて隊列を細くしていけば形だけ連続を保つことは出来るかもしれないが、誰だれだって部隊を阿あ呆ほうのように間延びさせたくはないし、そうしたところで先せん端たんからの情報が混乱なく後続へ届けられるわけでもない。である以上、ここは兵力の一時的な分散を飲んでおくのが順当だと彼らは判断した。部隊としてのまとまりは森を抜ける手前で取り戻もどせばいいのだから、と。

　その認識の甘あまさに対する報むくいは、突入から二時間が経過した時点で起こる。







　耳慣れた圧縮空気の破は裂れつ音おんと、それに続いて響ひびき渡わたる仲間の悲鳴。それらの音おん響きようが意味するところはひとつしかなく、敵てき襲しゆうを悟さとった帝国兵たちはにわかに臨戦態勢に入った。

「うろたえるな、周囲を警戒しつつ前進を続けろ！　銃じゆう撃げきは散発的なものに過ぎん！」

　先制を受けた形になったが、だからといって指揮官たちはうろたえなかった。敵兵は木立に隠かくれて、あるいは樹上から銃撃に及およんでいるものと予想されたが、そんな変則的な配置では兵力も攻こう撃げき力りよくもたかが知れている。周囲の木々は敵が身を隠す場所になると同時に射撃に際しての障害ともなり、すなわち帝国兵たちにとっての遮しや蔽へい物ぶつにもなるのだ。多少の犠ぎ牲せいは避さけられないが、反面、どう転んだところで痛打にはなり得ない。

「足を止めるな！　じきに森を抜けるはず、その前に仲間と合流するぞ！」

　負傷した仲間を担かつぎ上げて走り続ける兵士たち。先行きに不安はないものと思い切るしかなかった。一時的に小隊規模まで分断されているとはいえ、それは最初から織り込み済みの展開に過ぎない。コンパスに従って同じ方向を基準に進み続けている以上、他部隊との距きよ離りは大きく離はなれていないはずなのだ。この先で大隊規模まで部隊を再編成し、あらかじめ設定した時刻に至ると同時に森を抜ぬけて打って出る。本番はその先での戦いにこそある──少なくとも中隊長らの認識はそうだった。

「──見えました！　友軍の光信号です！」

　周囲に視線を巡めぐらせていた兵のひとりがそう叫さけぶ。──森の中での戦力合流に当たっては、まず友軍がいるだろう方向に向けての光信号を発し、それで不足があった場合のみ銅ど鑼らによる音信号を用いると決めてあった。どちらも敵に位置を把は握あくされる危険をはらんでいるが、戦力さえ束ねてしまえば大した問題ではない。

「よし──斥せつ候こう、明かりの場所へ向かえ。念のために友軍かどうか確認してこい」

　命令を受けた斥候が草木をかき分けて走り出す。さすがに緊きん張ちようはあった。光信号は帝てい国こく軍正式のそれと見受けられたが、万に一つも敵の偽ぎ装そうだった場合、高い確率で彼の命はない。

「味方だよな、そうであってくれよ……！」

　こればかりは主神の加護を祈いのる他にない。高まる鼓こ動どうと共におそるおそる光のもとへ近付き、その光源を覗のぞき込み──彼はようやく胸むねをなで下ろした。見慣れた帝国軍服を身にまとった面々がそこに並んでいたからだ。

「おおい、風ふう銃じゆう兵へい第八小隊のガエボ一等兵だ！　今から合流するぞ！　準備してくれ！」

　その意思が伝わったのを見て取ると、ガエボ一等兵はすぐさま踵きびすを返して報告に向かった。──この判断は後に「友軍部隊の所属を確認しなかった」として責任追つい及きゆうの槍やり玉だまに挙げられるのだが、最終的にそれは彼自身ではなく、その上官の指導不足として裁さばかれることになる。

「確認して参りました！　間ま違ちがいありません、友軍です！」

「よし、合流するぞ！　大所帯になる分だけ敵の目にも付きやすくなる。周囲への警けい戒かいを怠おこたるな！」

　指し揮き官かんの指示のもと、木立の向こうに見える仄ほのかな光に向かって歩き始める兵士たち。数字の上での戦力増強という以上に、仲間と合流出来るというのは心強かった。暗い密みつ林りんの中で分散行動を強しいられる状じよう況きようは、少なからず彼らの精神を圧あつ迫ぱくしていたのだ。

「待たせたな、中隊長のスエルキ中ちゆう尉いだ。すぐに隊列を組み直すぞ、そちらは第何小隊だ？」

　この質問を、斥候を向かわせた段階でするべきだったとする意見もある。最初から単独任務を任された小隊なら自然とそうしていただろう。だが、この時の彼らに独立行動をしているという意識はなく、中隊で進軍している最中に視界から外れた仲間と合流し直す、その程度の認識に過ぎなかった。つまるところ、彼らには致ち命めい的てきに危機感が欠けていたのであり、

「は。こういうことであります、中隊長殿どの」

　その結果、返答代わりにもたらされた鉛弾の斉せい射しやによって、中隊長を含ふくむ十数人は一いつ瞬しゆんでなぎ倒たおされた。

「──え？」

　彼らのやや後ろにいたことで難を逃のがれたガエボ一等兵は、その瞬間を迎むかえてもなお状じよう況きようを把は握あく出来ていなかった。が、二度目の斉せい射しやで目の前の仲間が倒たおれたところでようやく気が付いた。──見慣れた帝てい国こく軍の軍服。しかし、暗がりに浮うかぶ兵士たちの顔には、どれひとつとして見覚えがないことに。

「う、うわぁぁああああ────！」

　棒立ちの帝国兵たちに向かって降り注ぐ三度目の斉射。そして容よう赦しやなく突とつ撃げきが始まった。







　森への突入からこの方、総そう指し揮き官かんのマシューは隊列の最後方を進んでいた。必要とあらば前線に出ることを厭いとわない彼だが、この時は断固として後続を選んでいる。

「……ん……？」

　あるいはそれは、この事態を見み越こした判断だったかもしれない。違い和わ感かんの源泉は前方の茂しげみ。そこから追い立てられる獣けものじみた気配を感じ取った彼は、反射的に自分の風ふう銃じゆうに着ちやつ剣けんしながら周りの部下たちに言い放つ。

「……止まれ。光照兵、照射準備」

　その命令の意図を読み取れた者は少なかったが、行動そのものは滞とどこおりなく実行された。隊列の先頭集団が光ひかり精せい霊れいを乗せたボウガンを進行方向に向け──その数秒後、激しく揺ゆれた茂みからひとつの影かげが飛び出した。

「──照射ビームオン！」

　タイミングを逃のがさずマシューが声を上げる。強きよう烈れつな光が飛び出してきた何者かを迎え撃うち、それによって相手が棒立ちになった瞬間を狙ねらって、小太りの青年は声を張り上げた。

「動くな、味方だ！　その場で休め！」

　端たん的てきに事実を伝えると同時に命令する。それはあらゆる兵士が条件反射のレベルで叩たたき込まれる挙動であって、結果として頭で考えるより先に体が動く。光に目が眩くらんだまま直立不動の姿勢を取った何者かに、マシューは続けて声をかけた。

「……おまえ、ひとりきりか。何があった？」

　彼の前には、半ばパニック状態で顔を引きつらせる帝国兵士の姿があった。それから十数秒かけて状況を理解すると、兵士は安あん堵どのあまりその場にへたり込む。

「テトジリチ少しよう佐さ殿どの……。た、助かった……」

「休ませてる暇ひまはないぞ。状況を説明しろ」

　マシューが硬かたい声でそう促うながすと、兵士も立ち上がって話し始める。

「……この先で敵襲を受けました。お気をつけください、少佐殿。敵は友軍に偽ぎ装そうしています！」







　この世のあらゆる戦場へ赴おもむくに当たって、指し揮き官かんが想定する最悪の状じよう況きようというものがある。時に全ぜん滅めつの一語でシンプルに表されることもあるだろうが、それは止やむに止まれぬケースであって、多くの場合はもう少しましなところにボトムが設もうけられている。それが将校の最低限の務めとも言えるだろう。

　今回の場合で言えば、それは敵の妨ぼう害がいを受けて森林の突とつ破ぱに失敗し、撤てつ退たいの過程で少なからぬ犠ぎ牲せいを出してしまうというケースだった。敵の備え次第ではそこまで有り得るとマシューは読んでいたし、相応に覚かく悟ごも据すえてあった。つまり、そこまでなら対応出来るのだ。逃にげてくる仲間を援えん護ごして敵軍を押おし返し、森の手前で戦力を束ね直してすぐさま退たい却きやくに移る。森の向こうの信徒たちの奪だつ還かんは諦あきらめることになるが、その代だい償しようと引き替かえに、それ以上の出血は防ぐことが出来る。

　だから、本当の意味での最悪はそれではない。想定の範はん囲い内ないにおいて打だ撃げきを受けるのは兵家の常だ。彼らが心底から忌き避ひして止まないのは、事前の想定そのものを覆くつがえされることであり──予想を上回る苦境に自軍が追い込まれる事態である。

　今回はそれだった。森の後半に差し掛かかった部隊が敵勢力の襲しゆう撃げきを受ける──そこまではいい。問題はその敵が帝てい国こく兵を装っていたことなのだ。戦力の合流を急ぐがゆえに警けい戒かいを怠おこたった部隊は、続々と最悪の形での不意打ちを受けた。彼らの大半は組織としての統率を失い、半ば恐きよう慌こう状態のまま森の中をばらばらに逃げまどい始めた。

　だが、本当の惨さん劇げきはその先に待ちかまえていた。死から逃のがれたい一心で走り続けた兵士たちの多くは森の中で自分の位置を見失い、運良く後続の友軍に出会えた者たちは、その口から漏もれなく自分が体験した出来事を語り伝えた。すなわち、軍服に至るまで味方に扮ふんした敵が襲おそってくる、と。──この報告が友軍にもたらした心理的影えい響きようこそ、紛まぎれもなく最大の打撃であっただろう。

　味方との合流を心の支えに暗い森の中を進んできた兵士たちは、一転してその未来に怯おびえるようになる。これから出会うことになる相手が本当に味方なのかどうか、その点に拭ぬぐいがたい疑念を抱くようになる。

　してみると、この森の中では確認の手段があまりに乏とぼしいのだ。光信号も音信号も偽ぎ装そうはたやすく、声で所属部隊を確認するにも、それすら捕ほ虜りよとなった者から情報が漏れている可能性がある。向こうから所属姓名を名乗り、その声にまで聞き覚えがあったとしても確実ではない。相手が背中に銃を突つきつけられていないとは誰だれにも言えないのだ。

　そして無論、逃げまどう帝国兵を追い立てるようにして、本物のキオカ兵たちも前進を始めている。彼らの目的は迎げい撃げきでも殲せん滅めつでもない。ひとえに戦場の攪かく乱らんだ。帝国兵を装った彼らが襲撃を繰くり返せば、戦果の多た寡かにかかわらず確実に積み重なっていくものがある。疑ぎ心しん暗あん鬼き──それは戦力合流を前にした状況では最悪の病やまいであり、その招くところはただひとつ。終わりのない同士討うちであった。







「──Ｍｕｍ、はまったようだね。あまり趣しゆ味みのいい手とは言えないけれど」

　部下の報告を受けた「不ねむ眠らずの輝き将しよう」──ジャン・アルキネクス少しよう将しようは、自らの仕し掛かけた策についてそう評した。が、彼の副官であるミアラは首を横に振ふってみせる。

「ジャンが気にすることはありません。詭き道どうは軍事の王道。要するに隙すきを見せるほうが悪いのです」

　悪びれずに言ってのける副官に、ジャンは苦笑を返してみせる。──仮に「不眠の輝将」が同じことを敵にしてやられたなら、彼女は語ご彙いの限りを尽つくして敵将を罵ば倒とうするだろう。そこには明確なダブルスタンダードが存在していたが、それを責めるほどジャンも無ぶ粋すいではない。

「ふむ、違ちがいないのぅ。──が、浮うかぬ顔はそればかりが理由でもないようじゃが？　不眠の輝将よ」

　白衣をまとった老ろう賢けん者じやが言葉を挟はさむ。見み透すかされていることにはもはや驚おどろかず、ジャンは静かにうなずいた。

「Ｙａｈ、その通りです。……この策を事前に見破って対応してくるかどうかが、ひとつの基準でしたので」

「この相手は将として鎬しのぎを削けずりあうほどの器うつわではない、ということか。わしとしては、ここからの対処を見て判断すべきじゃとも思うがの」

「その点も、ここまでの戦いぶりから想像は付きます。あちらの指し揮き官かんはそれなりの数を連れて森から逃のがれるでしょうが、その先は否いや応おうなしの泥どろ沼ぬまです。大勢の仲間を見捨てない限りは逃れる手立てのない、ね」

　ため息混じりにつぶやくジャン。その瞳ひとみにもはや沸わき立つ戦意はなく、代わって哀あわれみの色が宿っていた。







「──総員撤てつ退たいだ！　銅ど鑼らを鳴らせ！」

　その判断をマシューが下すまでに要した時間の短さは賞賛に値するものだったろう。敵の打つ手が自分の予想を上回った時点で、彼はこの場における戦術的敗北を受け入れていた。こうなれば退くしかないのだ。戦力合流の済まないまま足並み揃そろわず森を抜ぬけていったところで、その瞬しゆん間かんから各個撃げき破はの憂うき目に遭あうだけなのだから。

「撤退！　撤退だ！」「戻もどるぞ、引き返せーッ！」

　撤退を告げる銅鑼の音が森の中に大音声で鳴り響ひびき、音源の近辺にいた部隊から次々と踵きびすを返していく。その彼らも去り際ぎわに銅鑼を鳴らすことは忘れない。

　こうして連れん鎖さ的てきに撤てつ退たいの指示が伝わることで、全兵員の八割以上を無事に呼び戻もどせるはずだった。──そう、事前の予定では。







「よし──こちらでも銅ど鑼らを鳴らせ」

　森林の各所で、時を同じくしてキオカ兵たちもまた銅鑼をかき鳴らしていた。これもやはり敵軍の攪かく乱らんが目的だ。敵味方が打ち鳴らす銅鑼の音は森の中で複雑に反はん響きようして混ざり合い、そのものが本来持っていた意味を打ち消してしまう。

「な、なんだ──この音」「何が起きてやがるんだ、クソッ！」

　逃にげまどう帝てい国こく兵たちの顔に怯おびえが増していく。撤退の指示の他にも、銅鑼の音は突とつ撃げきを始めとした様々な合図に用いられる。こうなると敵味方の信号を区別することも難しい。絶え間なく鳴り響ひびく大音声を、敵部隊の大だい攻こう勢せいの前まえ触ぶれと危き惧ぐしてしまう者も少なくなかった。

「なんだよ、一体なんなんだ！」「どうすりゃいい、どうすれば……！」

　統率を失ってさまよう帝国兵たちの多くは、すでに自分の位置さえ定かではない。敵とも味方ともつかない気配に怯え、血走った目を闇やみの中に忙せわしなく走らせ、その間にもわけの分からない銅鑼の音がやかましく響き続けている。

「うう、うううぅぅぅぅ……！」

　自分に味方する要素とそれ以外を区別することは、この状じよう況きようにおいてほぼ不可能だった。混迷のどん底に叩たたき落とされた彼らの行動は対照的なふたつに大別される。すなわち──わけも分からず走り出すか、逆にその場を一歩も動けなくなるか。

　前者はその姿を見み咎とがめたキオカ兵にとって格好の獲え物ものとなる。後者はそれに比べて生き延びる可能性が高いだろう。だが皮肉にも、森の中で動けなくなった彼らの存在こそ、この策を仕し掛かけた不ねむ眠らずの輝き将しようが打った最大の楔くさびなのだった。







　かなり奥おく深ふかくまで踏ふみ込んでいたこともあり、森林からの撤退がひと段落するまでには長い時間がかかった。森から駆かけ出してくる兵士の姿がようやく見られなくなった時には、すでに空は真っ暗だった。それから改めて、マシューは指し揮き下の全部隊に点呼を行わせた。

「報告しろ！　どれだけはぐれた!?」

　この確認にもまた時間がかかった。中隊長のうちふたりが行方不明になっていることが判明し、まずは指揮の引き継つぎを済ませなければならなかったからだ。同じ中隊の少しよう尉い二名を野戦任官で中隊長に据すえた上で、マシューはようやく指揮下の部隊の現状を知ることが出来た。

「……仲間の半分近くが、まだ森の中か」

　事実を述べる声が震ふるえないようにする、ただそれだけでも大変な忍にん耐たいが必要だった。現状を理解すれば理解するほど、彼はいっそ頭を抱えて座り込みたくなる。目の前に巨きよ大だいな難題が現れたことを思い知らされて。

「あの中に、まだ二千人以上も取り残されてるってわけだな」

　努つとめて淡たん々たんとした声でマシューは言った。──である以上、彼は指し揮き官かんとして連れ戻もどさねばならない。敵も味方も分からないまま暗くら闇やみの中に立ちすくむ仲間たちを、遠からずキオカ兵の牙きばに掛かかって死ぬだろう彼らを、持ちうる手段の全すべてをもって救い出さねばならない。

　──最初からこれが狙ねらいかよ、ちくしょう。

　部下に聞かせられない悪態を胸むねの中で済ませて、何度か大きく深呼吸をしてから、小太りの青年は負け戦いくさの後始末に取りかかった。──犠ぎ牲せいをいかに減らすか。ただそれだけを目的とした、勝利とも名めい誉よとも無む縁えんの長く苦しい戦いに。







　マシューらが陥おちいった状じよう況きようを指して、ジャン・アルキネクスは泥どろ沼ぬまと言い表していたが、その比ひ喩ゆがこの上なく正しかったことは時間の経過と共に証明されていった。──救出作戦の開始から丸五日を経へてもなお、千人以上の帝てい国こく兵士が森の中に取り残されたままだったからだ。

「くそっ……！」

　さすがに愚ぐ痴ちを漏もらさずにはいられない。ただでさえ経験のない状況に重ねて、戦せん闘とうとは勝手の違ちがう救助任務だ。気の利いた立ち回りが出来るはずもない。

　そもそもの前提として、彼が行うべき救出作戦には大きなジレンマがあった。取り残された仲間を助けるためには森の中に踏ふみ込まなければならないが、敵はそれを狙って攻こう撃げきを仕掛けてくる。つまり救出のために新たな犠牲が生まれかねないのだ。

　下へ手たを打てば──というよりもよほど上う手まく立ち回らなければ、救出行動による犠牲が助けられる数を上回ることになってしまう。現にここまでで百人以上の死傷者が出ていた。足あ搔がけば足搔くほど深みにはまる、その意地悪さはまさに泥沼だ。いたずらに傷を広げたくなければ行動は慎しん重ちようにならざるを得ず、それは不ふ可か避ひ的てきに時間の浪ろう費ひを招いている。その間にも森の中の仲間は疲ひ弊へいしていくのだから、時間まで敵の味方だ。

「おれたちにとっての救出対象は、敵側にとっちゃおれたちを呼び寄せるためのエサってわけか。……あっちとこっちで求められる行動の難なん易い度どが違いすぎる。泥沼になるわけだ」

　森に取り残された帝国兵とそれを助けに来る帝国兵をもろともに仕留めればいい敵側に対して、マシューたちの救助任務は一ひと筋すじ縄なわではいかない。まず、救助対象である帝国兵たちからして素直に助けさせてはくれないのだ。キオカ側の偽ぎ装そう工作によって疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいった彼らは、飢うえによる思考力の低下も相まって、自分を助けに来た仲間にまで武器を向けてしまう。これを信用させて確保するだけでも一苦労なのに、それをキオカ兵の襲しゆう撃げきに怯おびえながら成し遂とげなければならない。

「どうすりゃいい……このままじゃジリ貧だぞ」

　思考の堂どう々どう巡めぐりを示すように、天幕の中をぐるぐると歩き回るマシュー。問題は彼の指し揮きや部下たちの働きにはない。それは現状の構造にあるのだ。戦略的に確定した不利を戦術の工夫でひっくり返すことは難しい。それを可能にするとしたら、ここにはない新しい要素でしか──。

「テトジリチ少しよう佐さ殿どの！」

　終わりの見えない思考に副官の声が割って入る。それが久しぶりに明るい印象を含ふくんでいたので、マシューは少しの驚おどろきと期待を込めて向き直った。

「どうした。自力で帰ってきた部隊でも出たか？」

「いえ、それは残念ながら。……ですが、それに勝まさるとも劣おとらない朗ろう報ほうだと思いますよ」

　言いながら、天幕の外に意味ありげな視線を向ける副官。マシューは怪け訝げんに思いながら外へ足を運んでいき──そこに整然と立ち並ぶ一部隊を目にした瞬しゆん間かん、全すべてを得心した。

「──トルウェイ!?」

　長なが筒づつの銃じゆう身しんを捧ささげ持って佇たたずむ風ふう銃じゆう兵へいたち。その先頭に立つ長身の指揮官は、マシューのよく知る翠すい眼がんの青年──帝てい国こく陸りく軍ぐん中ちゅう佐さトルウェイ・レミオンだ。

「遅おくれてごめん。援えん軍ぐんに来たよ、マーくん」

　開口一番そう告げるトルウェイ。その声は二年前までと比べると硬こう質しつになり、瞳ひとみには拭ぬぐいがたい影かげが落ちてはいたが──今ばかりは頼たのもしさが勝った。マシューも慌あわてて彼のもとに駆かけ寄る。

「部下の教練に掛かかりきりだったはずだろ。途と中ちゆうで切り上げて来てくれたのか？」

「うん。そろそろ形になっては来たから、実戦投入の良い機会だと思って」

　言って視線を背後に向けるトルウェイ。一糸乱れぬ隊列を組んだまま、彼の部下たちは無言で活かつ躍やくの時を待っていた。

「いちばん練度の高い一個大隊を連れてきた。投入する状じよう況きようにもよるけど、邪じや魔まにはならないはずだよ。いま戦況はどうなってるの？」

「控ひかえめに言って、とんでもなく厄やつ介かいなことになってる。あの森の中に仲間が大勢取り残されてるんだ」

　手早く状況を説明するマシュー。要点をかいつまんだ彼の解説を一度で理解して、トルウェイは力強くうなずいた。

「なるほど。仲間の救出という難題を抱えてはいるけれど──それはさておき、戦場は密みつ林りんなんだね」

「？　あ、ああ」

　確認する声には不可解なまでの熱が籠こもっていて、その理由を知らないマシューは首をかしげる。トルウェイは問題の森に視線を向けながら言った。

「やっぱり来てよかった。……初戦としてこの上ない機会になりそうだよ」

　マシューの背筋にぞくりと寒気が走る。ほんの刹せつ那なではあったが──翠すい眼がんの青年の口元が、弧こを描えがいたように見えたのだ。







　密みつ林りんの中に配備されたキオカ兵たちにとって、ここまでの戦いは常に一方的な優勢だった。

　何しろ反はん撃げきらしい反撃を受けていない。ほとんど戦意喪そう失しつした逃にげ遅おくれの帝てい国こく兵を追い回して、それを助けにやってくる敵を迎むかえ撃うつ。どちらの場合もほぼ確実に先制を取れる上、当てずっぽうの応射を過度に警けい戒かいする必要もない。

　彼らが警戒しているのはむしろ同士討うちで、それを防ぐために、帝国兵に扮ふんした部隊はすでに大半を森から引き上げてある。序じよ盤ばんで敵軍の疑ぎ心しん暗あん鬼きを煽あおったのは彼らの成果だが、その後も戦場に留とどまり続けることにはデメリットのほうが多かった。「敵の格好をした味方」である彼らの存在は、仲間の兵士たちに攻こう撃げきをためらわせる要素にもなってしまうからだ。

「……うぅむ。それにしても大したものだな、我らの輝き将しよう殿どのは」

　そういった諸もろ々もろを含ふくめた現状の優位を、まさかいち兵士の立場で我が身の手て柄がらと勘かん違ちがい出来るはずもない。この戦場を作り上げた指し揮き官かんの手て際ぎわこそが非ひ凡ぼんなのだと、その部下たちの大半は理解していた。

　遡さかのぼれば、この作戦は帝国内のアルデラ教徒たちに国外脱だつ出しゆつを扇せん動どうするところから始まっている。彼らを餌えさに帝国軍を山脈へ呼び込んでからは、北域方面戦争の時と同様の消しよう耗もう戦せんを演じてくれるならそれでよし。同じ轍てつを踏ふまずに善ぜん戦せんするようなら、その勢いのまま密林へ誘さそい込んで新たな泥どろ沼ぬまに導くという段取りだ。

　つまるところ、どう足あ搔がいたところで、敵は最初から最後までジャン・アルキネクスの手のひらの上で踊おどらされるしかない。その事実に改めて畏い怖ふを呼び起こされつつ、そこでふと彼らは、樹上から見下ろす景色に獲え物ものの気配を見て取った。

　──あそこの茂しげみ、光が漏もれてる。

　声には出さず、兵士は目で伝える。隣となりの木の上で仲間もうなずいた。

　──仲間に信号を送ってるな。じきに来るぞ。

　──ここじゃ遠い。いったん降りて近寄ろう。

　うなずきあって慎しん重ちように木から降りていくふたり。大きな音を立てずに移動していき、やがて首しゆ尾びよく、標的からそう遠くない位置にある茂みの中に陣じん取どり直した。

　──まだ撃つなよ。合流したところを一いち網もう打だ尽じんだ。

　──分かってるって。今さら焦あせりやしないよ。

　哀あわれな帝国兵を効率よく仕留める段取りは、彼らにとってすでに手慣れたもの。さしたる緊きん張ちようもないまま射撃の機会を待ち──ふいに、どこか遠くから圧縮空気の破は裂れつ音おんが響ひびく。

　──……？　今の銃じゆう声せい、どこからだった？

　気になった兵士が、茂しげみの中に並んで伏ふせた仲間を肘ひじでつつく。だが返事はない。彼は怪け訝げんに思いながら視線を横に向けて、

　──え？

　額ひたいに小さな穴を開けて突つっ伏ぷす同どう僚りようの姿を、そこに見つける。

「……いや、おい──」

　とっさに状じよう況きようが吞のみ込めず、思わず声に出して話しかけてしまったその瞬しゆん間かん。二度目の銃声が遠く轟とどろき──彼もまた、隣となりの男と同じ運命を辿たどった。







「──二射目、額に命中。双そう方ほうに動きなし。死亡と判断」

「了解。周辺に他の敵てき影えいは？」

「見当たらず。引き続き要救助者の捜そう索さくに戻もどる」







「はぁっ、はぁっ──」

　部隊から離はなれたまま仲間と出会えず、怯おびえながら藪やぶの中を這はいずっている者も大勢いた。コンパスを見ながらどうにか西へ向かおうとはしているが、地形の問題でまっすぐ西進など出来ないので、目的地にどれだけ近付いているかは甚はなはだ心もとない。
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「いやだ、いやだ……死んでたまるか……！」

　それだけを口の中で繰くり返し唱えながら、彼はひたすら潜ひそんでは進み、潜んでは進みを繰り返していた。

　ここまでに人の気配を感じたことは何度もあったが、助けを求める気にはどうしてもなれない。四日前に見てしまったからだ。仲間の迎むかえが来たと思って茂しげみから飛び出していった別の帝てい国こく兵が、自分と同じ格好をした相手に撃うち殺された様子を。

　もう誰だれも信用出来ない。それが彼の現在の偽いつわらざる心境であって、自力で仲間の陣じん地ちへ辿たどり着く以外の活路があるとは思えなくなっていた。だから地べたを怯おびえながら這はい進む。たまに思い切って走り出すこともあるが、十秒も走らないうちに怖こわくなって地に伏ふせる、その繰り返し。こんなことでは帰り着く前に仲間が行ってしまうという危機感が、なおさら彼の焦しよう燥そうを煽あおり立てる。

「うぅ、ううう……ぅおッ!?」

　そんな風に出口のない袋ふくろ小こう路じに入っていた彼の視界が、なんの前まえ触ぶれもなく天地逆転した。吊つり上げられた足が空を向き、それと位置を取り替かえた頭が地面を向いてぶら下がる。

「え、ぅ……あ……？」

　あまりに突とつ然ぜんのこと過ぎて恐きよう慌こうをきたす暇ひまもなく、彼はひたすら呆ぼう然ぜんとし──大きく開いたその口が、またしても唐とう突とつに背後から塞ふさがれた。

「──ッ!?」

「落ち着け。味方だ」

　耳元で囁ささやかれるが、動転した心はそれを言葉通りに受け取れない。逆さまの体勢のままわけも分からず暴れ始めた彼の鳩みぞ尾おちに、どすんと遠えん慮りよのないこぶしが突つき刺ささる。

「おぐ──っ！」

「落ち着けと言っているんだ。分かるだろう、俺おれが敵ならとっくに死んでいる」

　軽い呼吸困難に陥おちいった兵士の背中を、先ほど腹を殴なぐった手で今度はさすってやる。その感かん触しよくから敵意のないことが伝わったのか、兵士も次第に落ち着きを取り戻もどし始めた。少々マッチポンプのきらいはあるが、この場でそれを問題にする者は誰もいない。

「落ち着いたか？　俺が味方だと分かったな？」

「──あ、あぁ」

「じゃあ降ろしてやる。いきなり飛びかかるんじゃないぞ。こうして罠わなにはめたのは、いったん無力化させたほうが互たがいにとって安全だからだ」

　端たん的てきに説明しながら足首の縄なわを解ほどいてやる。そうして再び地面に二本の足で立った兵士は、自分が袋小路から抜ぬけ出したことをようやく理解していた。







　トルウェイの参戦から半日ほど置いて、密みつ林りんの中で静かに始まった戦せん況きようの変化が、キオカ側の指し揮き官かんにも伝わり始めた。

「……無視出来ない数の被ひ害がいが出ている、だって？　こちらの部隊から？」

　部下からの報告を繰くり返し述べつつ、ジャンは目つきを険けわしくする。それは彼にとって想定外のことであり、しかも決して軽い事実ではなかった。敵将があの男でない限りは、現段階で密林戦における帝てい国こく軍は無力に等しい──それが彼の認識だったからだ。

「……おかしなことだね。この戦場を設しつらえたのは僕ぼくで、現に森の中が主戦場になると敵には読めていなかったはずだ。にもかかわらず、このタイミングで敵が効果的な反はん撃げきをしてくるというのは……」

「今の状況が始まってすでに六日目です。あちら側にも戦況に対応した働きを見せる者が少数現れたという、ただそれだけの話ではないでしょうか？　大局に影えい響きようはないものと見えますが……」

「いや、違ちがうな。君の言うとおりだとしても、部分的な抵てい抗こうでここまでの被害は出ないはずだよ。何か大きな要素が新しく戦況に参入したんだ。そう、例えば……」

「例えば、密林戦に高いレベルで適てき応おうした援えん軍ぐんとか、かの？　だとすれば脅きよう威いじゃな。それこそ亡霊部隊カラ・カルム顔負けの水準ということではないか」

　アナライがあっさりと恐おそろしいことを言ってのける。それを否ひ定ていする材料がないだけに周囲の面々は押おし黙だまったが、ただひとりジャン当人だけは不敵に笑ってみせた。

「Ｓｙａｈシア、確かに脅威ですね。しかし逆境ではありません。なぜなら結局のところ、あちらが守勢に回っている状況に変わりはないからです」

「それもまた然しかり。しかしこの分だと敵兵どもの救助は速まりそうじゃな。お前さんも次の攻せめ手を考える頃ころ合あいじゃないかの？」

「そこは考えるまでもありません。撤てつ退たいする彼らを最良のタイミングで追撃する、ただそれだけですからね」

「つまり──森の中での戦いに手を加える必要はない、ということかの？」

「ええ。向こうは一刻も早く退たい却きやくしたいでしょうから、この局面はどのみち長続きしません。それなら状況を把は握あくしづらい密林戦にこだわる必要もないでしょう。手ごわい援軍の正体についても、森を出た後に見み極きわめて対処すれば良い話ですし」

「違いない。が、そうやって退いていく敵軍の殿しんがりを亡霊部隊と同等の相手が務めると考えれば、お前さんも少しは楽しめると思うのじゃがな」

　いつにも増して挑ちよう発はつ的てきな老ろう賢けん人じん。と、ここまで無言だったハッラーが腕うでを組んで一歩前に出た。

「それはちっとばかしウチの大将を侮あなどりすぎだな、アナライの爺じいさん。ご存じないのもしゃあないが、本物の亡霊部隊カラ・カルムだって最初からジャンの仲間だったわけじゃない。こいつは自分自身の実力であの影かげどもを負かし、従えてここにいるんだぜ」

　誇ほこらしげに言いつつ、彼は大きな手のひらを傍かたわらのミアラの頭に乗せる。

「このミアラにしたって、初対面の頃ころはとんでもない跳はねっ返りだったのさ。今の様子からじゃまるっきり想像が付かないけどな」

「ハッラー！　昔の話は二度としないで欲しいとあれほど！」

「ほ、それは初耳じゃ。大した武勇伝を持っておるではないか。いずれじっくり聞かせて欲しいものじゃな」

「Ｙａｈ、お望みなら。しかし今は、過去の勝利よりも今の勝負に目を向ける時でしょう」

　会話を続けながらも、その視線はすでに森へ戻もどっている。それでアナライも認めた。自分に挑ちよう発はつされるまでもなく、彼の中に油断は微み塵じんも存在していないのだと。





＊






　マシュー、トルウェイらがジャンの策中で奮ふん戦せんしている頃、そこから視点を西にずらした帝てい国こく側の山脈麓では、未いまだに帰順を拒こばむ教徒たちと帝国軍がにらみ合いを続けていた。が──そこに新たな存在が参入したことで、兵士たちの緊きん張ちようは飛ひ躍やく的てきに高まっている。

「……聖典をなぞるがごとき大だい脱だつ出しゆつとはな。『汝なんじら恐おそれるなかれ、顧かえりみるなかれ。主神はもはやこの地を見捨てたもうた』──というわけか」

　教徒たちの様子を遠目に眺ながめつつ、女帝シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクが聖典の一節を口にする。教徒たちが背を向けた国の君主である彼女が、目の前の光景にどういった感かん慨がいを抱くのか。その心中を正しく推おし量れる者は、この場にただのひとりもいない。

「長きに亘わたる腐ふ敗はいの堆たい積せきに、もはや救国の術すべはなし。主神の判断はそうであるのか、シアよ」

「……」

　腰こしのポーチに収まる寡か黙もくな火ひ精せい霊れいは、その問いに対してもやはり沈ちん黙もくを貫つらぬいた。聖典において主神の御み使つかいと記される彼らは、その実、アルデラ教の教えを肯こう定ていも否ひ定ていもしない。

「だとすれば存外に、余よは主神と気が合うのかもしれぬな」

　君主にあるまじき諧かい謔ぎやくが女帝の口を突ついて出る。それを耳にしたのがシアだけだったのは、果たして彼女にとって幸いと言うべきなのかどうか。

　と──良くも悪くも余人を寄せ付けない風格を身にまとう彼女に、それを意に介かいさず平然と歩み寄る姿がある。騎き士し団だんの面々だけに許された気さくさで側そばに立ち、ハロは女帝に声をかけた。

「ぜんぜん諦あきらめませんね、あの人たち。……分かりません、わたし。自分が生まれた国から逃にげてしまいたいって、どんな気持ちなんでしょうか」

「……さて、な。余よには察するべくもないことだ」

　心にもない言葉で女じよ帝ていは取り繕つくろう。自分が国に対して抱く憎ぞう悪おを水で万倍に希き釈しやくしたものが、あるいはそれに近いかもしれない──と、そう言いたくなるのを辛かろうじて飲み込んで。

「いずれにせよ時間の問題であるがな。余に道を譲ゆずる心算は毛頭ない。飢うえて死ぬ未来が見え出せば、彼らの物分かりも自然と良くなろうよ」

　唇くちびるの両端はしを吊つり上げた無む惨ざんな笑みが女帝の顔に浮うかぶ。一方で、そこには少なからず自じ嘲ちようも混じっていた。内心で思わずにはいられない──こうも凶きよう悪あくな言い回しがすんなり口を突ついて出る辺り、我ながらすっかり暴君が板に付いたものだ、と。

「現実的な話をすれば、目下の懸け念ねんは前線のマシューらであろうな。どのような苦境であれ、今のトルウェイなら助けになってやれるはずだが──む？」

　言葉が途と中ちゆうで切れる。きょとんとするハロの隣となりで、女帝は目を細めて遠くを見やった。今まで様子を眺ながめていた教徒たち、そのさらに向こうの地平線に。

「……ハロ。確か、この場に増ぞう援えんを呼んだという話であったが」

「え？　あ、はい。二千人を寄よ越こしてくれるはずなんですけど、少し遅おくれているみたいで」

「数はおおよそ一いつ致ちするが──その援軍、あれがそうだと思うか？」

　視線を一点に据すえたまま女帝が尋たずねる。ただ事ではないその剣けん幕まくに、ハロも同じ方向を注意深く見み据すえて──ほどなくそこに見つけた。この場を目指してまっすぐに進んでくる、二千にも及およぼうという統制された集団の姿を。

「え──？　あ、あれって──」

「どう見ても一いつ般ぱん民衆ではないな。かといって帝国軍の部隊とも隊列の規則性が異なっている。考えがたいことだが──余にはキオカの部隊のように見える」

「こ、ここは帝国ですよ？　国境からも遠く離はなれているのに、そんなことって──」

「可能性はいくつか考えられるが、どこから沸わいて出たかはこの際問題ではない。今すぐ騎き兵へい大隊を走らせて──いや、この位置ではそれも間に合わぬか」

　暴動に備えて距きよ離りを開けて陣じん取どったのが仇あだになった──女帝はそう言って舌打ちし、素早く身をひるがえす。

「奴やつらの狙ねらいは教徒たちの確保──あるいは合流だ。接せつ触しよくの阻そ止しはもはや間に合わぬ。どうやら厄やつ介かいなことになったぞ」

　本部天幕へ歩き出すシャミーユ。その切り替かえの早さに戸と惑まどいながら──否いな、表向き戸惑って見せながら、女帝と距離が開いたところで、ハロの顔をした女はぽつりとつぶやく。

「……ようやく到とう着ちやく。あれだけお膳ぜん立だてしてあげたのに、愚ぐ図ずどもは仕事が遅おそいなぁ、もう」

　そう言い捨てて、パトレンシーナは肩かたをすくめる。──彼女が近きん隣りんの基地から二千人の増援を呼んだのは事実。ただしその部隊はグレーキたちが施し設せつを脱だつ走そうする一歩手前で基地を離れ、この場に辿たどり着く前に捕ほ虜りよの脱だつ走そうを知らされて呼び戻もどされている。つまりは意味もなく行ったり来たり。弄もてあそばれているのだ、彼女に。

「くすくすくすくす」

　結果として、この場にやって来たのは二千人の新たな敵集団。──女じよ帝ていのそれとは質の異なる陰いん惨さんな凶きよう笑しようが、その口元に妖よう艶えんな弧こを描えがかせていた。







「ああ、この分だとさっそくドンパチですかい」

　自分たちの接近に気付いて臨戦態勢に入った帝国軍の様子を眺ながめながら、グレーキは珍めずらしくため息をついていた。「白はく翼よくの太たい母ぼ」が上官として復帰したことで、絶え間なく張っていた肩かたの力がいくらか抜ぬけたのだ。

　現時点で彼らの総数は二千人余り。途と中ちゆうに寄った基地で物資を確保した後、そこから山脈を目指す過程で、捕虜収容施し設せつに残してきた四百人と再び合流したのだ。場合によっては捨て石も覚かく悟ごの彼らだったが、施設職員の人質を上う手まく活用して逃にげ延びてきた。これはグレーキにとって朗ろう報ほうだが、それでも目の前に控ひかえた戦せん闘とうは気が重い。

「こちとら本分は海戦だってのに。施設の脱走からこの方、一向に楽をさせてくれませんな、どうにも」

「窓まど辺べでじっと助けを待っていても、金の大おお鷲わしを従えた若頭領に颯さつ爽そうと救出してもらうとはいかないようだね。いつだって現実は物語ほど甘あまくないのさ」

　悠ゆう然ぜんと腕うでを組んで語るエルルファイ。耳慣れない単語の連続に首をかしげるグレーキだったが、やがて腑ふに落ちて口を開いた。

「……間ま違ちがってたらすいませんが。ひょっとして今の、『白馬に乗った王子様』的な言い回しで？」

「うろ覚えだけど、たぶんそうだね。鷹たか匠じようの民に王族はいないし、騎き乗じようの文化もなかったから」

「ほぉ。少しよう将しよう殿どのにもその手の幻げん想そうに遊んだ時期が？」

「そりゃああったさ。でも残念なことに、助けを待つより自分でどうにかするほうが早いことに気付いてしまってね」

「そして乙女おとめは死んだわけですな。若頭領に出会う暇ひまもなく。哀あわれなことで」

「ふむ、いま気付いた。きみはわたしの副官だけれど、見ようによっては大きな生肉でもある。──そう思わないかいミザイ！」

「いや軽い冗じよう談だんでして。ちょ、やめろミザイ、謝るからやめろって。うぉ、うぉおおおおおお！」

　副官と愛あい鳥ちようが繰くり広げる死闘を尻しり目めに、エルルファイは視界を埋うめる帝国民たちの姿をざっと見み渡わたす。

「さて、彼らが国外脱出を希望する難民たちだね。こちらを警けい戒かいしているようだから、まずは手て土産みやげを見せてあげるとしようか」

　彼女がパチンと指を鳴らすと、それを合図に部下たちが荷車を引いて集まってくる。覆おおいの布をよけると様々な物資が姿を見せた。食料、衣類、医い療りよう品ひん。目にした人々からどよめきが上がる。そしてさらには──、

「乗せられているわたしが言うのも妙みような話だろうけれど。この展開を考えた人間は、正直かなり悪あく趣しゆ味みだと思うね」

　かすかな嫌けん悪お感かんのにじむ言葉と共に、鈍にぶく光る銃じゆう身しんが白日のもとに晒さらされた。──エアライフルの導入によって旧式となった大量の滑かつ腔こう風ふう銃じゆう。彼女らが基地の倉庫から奪うばい取ってきたそれらが、荷車の上に無造作に積まれている。

「まぁ、筋が通らないとまでは言わないよ。大元の聖典において、大だい脱だつ出しゆつとは救いではなく試練だと聞くからね。──きみたちが自分で成し遂とげなければ意味がないというのが、おそらく宗教的な真理ではあるのだろうさ」

　そこにあるのは紛まぎれもない武力。これまで教徒たちが持ち得なかったものであり、持とうと思うことさえはばかられたもの。それが今、手を伸のばせば届く場所にある。

「……」「……」「────」

　立ち並ぶ教徒たちの目にひとつ、またひとつと危うい光が灯ともり始め──やがて、最初のひとりがおずおずと銃身へ手を伸のばした。網もう膜まくに絡からみつく鋼はがねの輝かがやきに魅みせられたように。

　後に彼らは思い知ることになる。神の試練と悪あく魔まの誘ゆう惑わくは、時に皮肉なほど酷こく似じするのだと。
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　昔々、というほどではない過去の話をしましょう。

　あるところに、ひとりの少女がいました。

　体が大きい以外には取り立てて特とく徴ちようのない、どこにでもいる貧しい娘でした。小作農の中でも底辺の家に長女として生まれ、畑に出ずっぱりの両親に代わって、五人いる弟たちの世話を一手に引き受けながら育ちます。

　──家のことは頼たのむよ。お前は良い子だろう？

　それを合言葉のように、父と母は娘に多くの役割を与えました。そういう日々が当たり前だと思っていたので少女にも不満はありません。弟たちは手がかかりましたが、みんな可愛かわいくて仕方ありませんでしたし、くたくたになって帰ってくる両親の姿を見ると、自分のわがままでそれ以上の負担はかけられませんでした。そんな彼女ですから、辛つらいことがあっても我が慢まんの一手。貧しい生活の全すべてを通して、いつもとても良い子で在り続けます。

　そんな善ぜん良りような少女ですが、なんとも運の悪いことに、八つの時に両親が立て続けに過労で死んでしまいました。五人の弟たちと共に親しん戚せきをたらい回しにされた末に、遠とお縁えんの大家族に引き取られることになります。

　もちろん家族の一員としてではありません。名分は使用人、実質は奴ど隷れい。よくある話です。

　それでも表向き、彼女らを引き取った家族は周りから慈じ悲ひ深ぶかい人々として知られていました。この時少女はまだ八歳でしたので、労働力になるのは彼女自身と長男、辛かろうじて次男の三人まで。残る三人の弟たちはあまりに幼すぎました。

　新たに六人も食い扶ぶ持ちを増やした上、うち三人は無む駄だ飯めし食らい──そういう見方をする限り、周りの住民は大家族の面めん倒どう見みの良さに感心したことでしょう。少女と弟たちにしても、べつだん反論はありません。境きよう遇ぐうに文句を言える立場でないことも、この家の中で自分たちが目め障ざわりな異物だということも、最初から分かっていました。本当に丁てい寧ねいに教えてくれましたから。

　ともあれ、少女は引き取られたその日から身を粉にして働きました。そうしなければ弟たちに食べ物を与えないと脅おどされれば、他に選せん択たくなどあるはずもありません。炊すい事じに洗せん濯たく、掃そう除じに給仕、家か畜ちくの世話、畑の手伝い──ありとあらゆる労働が容よう赦しやなく彼女に圧おし掛かかりました。それは傍はた目めにも明らかに過か剰じような作業量で、要するにいつ潰つぶれても構わないという道具の扱あつかいなのでした。使い捨てを前提にした酷こく使しには容赦がなく、食事はおろか睡すい眠みんさえ与えられない日がしばしばありました。

　唯ゆい一いつの救いは、少女の体が、年ねん齢れいと栄養状態の割に大きく頑がん丈じようだったことでしょう。それがなければ彼女もとっくに両親の後を追っていたはずです。どん底を極きわめる境遇の中で、その点だけがひと握にぎりの幸運でした。──いえ、それこそ最大の不幸とも言えましたが。

　ともあれ、彼女ひとりが必死の働きで防ぼう波は堤ていになってもなお、日常的な酷使から弟たちの健康を守りきることは至難でした。最初に体をやられたのは次男──乾かわいた咳せきが次第に止まらなくなり慢まん性せい化かして、ついには呼吸もままならない容態に陥おちいりました。労働の隙すき間まを縫ぬって少女は懸けん命めいに看病しましたが、ひと月経たっても症しよう状じようの改かい善ぜんが見られないとなるや、家の人々は次男を「医者のところで療りよう養ようさせる」と言って家から運び出しました。そして、残った姉弟にこう告げるのでした。

　──お前たちがきちんと働く限り、弟にはちゃんとした治療を受けさせてやる。

　だから今にも増して働け、と彼らは言っているのでした。少女はうなずき、その通りにしました。そうすれば弟が助かるというなら、他に選せん択たくなどあるはずもありません。

　そうして三年が経ちました。苦しい日々の中、弟たちはひとり、またひとりと倒たおれていきます。良い知らせはありません。最初に連れて行かれた次男も、その次に連れて行かれた長男も、彼女がどれだけ待ち焦こがれても一向に帰ってきません。

　少女自身、いつ倒れてもおかしくないような環かん境きようでしたが、その体は自分でも意外なほどに頑がん健けんで、粗そ末まつな食事と短い睡すい眠みんに適応していました。その分だけ労働力としての貢こう献けんぶりも人一倍でしたが、だからといって家の人々は彼女の扱あつかいを変えたりはしません。予想を覆くつがえして長持ちしている道具を眺ながめて、自分たちの買い物は正しかったようだと笑うばかりです。

　家人からの嫌いやがらせもずいぶん受けました。彼らの住まいは田舎いなかにありましたので娯ご楽らくに乏とぼしく、そういう環境で「明らかに立場が下の人間」は格好の獲え物ものとなりがちです。揶や揄ゆや罵ば倒とうで済むうちはマシなほうで、ひどい時は殴なぐる蹴けるも当たり前。ただ、それにも一応の建前が必要らしく、大たい抵ていの場合は身なりの汚きたなさが折せつ檻かんの理由になりました。それが彼らにとってはいちばん都合が良かったのでしょう。だって、彼らが着き替がえを与えなければ、少女の身なりはずっと汚よごれたままなのですから。

　そうまでされても、少女は家の人々を恨うらもうとはしません。あの人たちのおかげで食べていけるのだからと、不満の全すべてを心の奥おくに追いやって固く蓋ふたをしてしまいます。それが出来てしまうくらい、少女は性根の優しい子でした。

　けれど──それでもどうしても心が耐たえ切れなくなる時があります。そういう時は、寝ね藁わらにくるまって泣なきながら小声で歌を口ずさみました。かつて母親が教えてくれたものです。





　──いたずらっ娘のパトレンシーナ　今日もじっとはしてられないよ

　　どこかに獲物はいないかと　目を皿にして探すのさ

　　するといたいた歩いてた　赤いおべべのお嬢じようさん

　　大工のお父とうの弁当持って　隣となり町まちまでひと歩き

　　あれの中身を食べちゃって　代わりにヘビを入れてやれ！

　　思いついたら胸むねがわくわく　口は勝手に口ずさむ

　　「素敵な仕事を始めましょう　わたしの仕事を始めましょう」──






　陽気なリズムに乗って続くのは、いたずらを愛して止やまない困り者の女の子、パトレンシーナの日常を語った童わらべ歌うた。

　両親からいくつか聞かされた歌の中でも、少女はこれがいちばん好きでした。歌詞の中でいたずらの限りを尽つくすパトレンシーナの姿が、とても自由に軽やかに思われたからです。その奔ほん放ぽうな振ふる舞まいと生き方を夢ゆめ枕まくらに思い描えがくと、いまの自分の境きよう遇ぐうさえ忘れて束つかの間まの救いを得られました。自分には決して出来ないことを代わりにやってくれるから。

　子供が悪い子でいても周りに許されるというのは、とりもなおさず生活に余よ裕ゆうがあることの裏返しです。生まれつきそれを持ち合わせない少女は、いつも否いや応おうなく良い子でいるしかなく──だからこそ、彼女にとってのパトレンシーナはある種のヒーローでした。決して手の届かない憧あこがれでした。その姿を思い描き、その立ち居振る舞いを想像するうちに──あるいは架か空くうの人物という枠わくを超こえて、もっとも身近な親友のように感じていたのかもしれません。

　少女は夢想します。この家の人々に、パトレンシーナがどんな嫌いやがらせをやってのけるか。普ふ段だんは決して試みることのない仕返しを、この時ばかりは残ざん酷こくに執しつ拗ように計画します。彼女がとても思い付かないようなことも、パトレンシーナなら思い付けるのです。彼女にはとても出来ないようなことでも、パトレンシーナなら出来てしまうのです。そう──自分ではないのだから何をやっても良いのです。

　その空想を唯ゆい一いつの慰なぐさめに、少女は過か酷こくな日々を粛しゆく々しゆくと生き抜ぬきました。四年目の終わりには最後に残った弟も「医者のもとへ」送られましたが、彼らの治ち療りようが打ち切られないよう、少女はがむしゃらに働き続けました。いつか弟たちが元気になって帰ってくる日を待ち続けて。




　そんなある日の夜のこと。いつものように掃そう除じを命じられて、少女は普ふ段だんあまり使わない離はなれの小屋を訪れました。

　が、そこには明かりが灯ともっています。離れはしばしば、若年の息子たちが親の目から逃のがれて話し込むために使われていたのです。この日もそうでした。掃除を命じられている少女はどうしたものかと小屋の外に立ち尽つくしましたが、そうしていると、自然に中での会話が漏もれ聞こえてきます。

　──馬ば鹿かだよなぁ、あいつ。弟が帰ってくるってまだ信じてるんだぜ。

　──ドケチの親父が、居い候そうろうごときを医者になんか連れてくわけねぇのにな。

　少女の全身が強こわ張ばりました。息を殺して窓まど辺べに近付き、彼女はそっと中を覗のぞき込みます。

　──面めん倒どうだったよな、いちいち始末するの。病人のくせに抵てい抗こうするのなんのって。

　──そうそう、無む駄だに暴れるんだよあいつら。俺おれなんて手ぇ嚙かまれたし。

　──お前の手て際ぎわが悪いんだよ。あんなの豚ぶたの屠と殺さつと一いつ緒しよだろ？　こうやって、こう、

　年長の息子が、その時の段取りを実じつ践せんして見せます。自分の手並みを誇ほこるように下げ卑びた笑みを浮うかべて。

　──後ろからがっちり首抱えてよ、刃物で喉のど元もとをざっくりやる。簡単じゃねぇか。

　男の腕うでの中に、首筋を搔かき切られて息絶える弟の姿を幻げん視しし──喉のどからほとばしりかけた悲鳴を両手で必死に抑おさえ込み。頭が真っ白になったまま、少女はその場を後にしました。

　寝ね泊とまりの場として宛あてがわれた粗そ末まつなあばら家に飛び込み、少女はそのまま寝ね藁わらの上に四つん這ばいになります。ぐちゃぐちゃになった思考が整理されていくのが怖こわくて、状じよう況きようを理解してしまうのが恐おそろしくて、声にならない悲鳴を漏もらして悶もだえ苦しみます。

　そう──これまでだって疑問に思わないわけがなかったのです。少女は決して頭が悪くありません。「医者に連れていく」と家を出たきり、どうして弟たちはひとりも帰って来ないのか。なぜ見み舞まいに行くことも許されないのか。なぜ弟たちの具合を聞いても「まだ療りよう養よう中だ」という返事しかもらえないのか。そこから導き出される当然の結論を、しかし少女は努つとめて考えないようにしていました。そうすることで保ち続けてきた希望の灯ひが──あの息子たちの告白によって、完かん膚ぷなきまでに消し飛びました。

　噓うそだ、と少女はつぶやきます。弟たちは今もみんな生きていて、もうすぐ元気になった姿を見せてくれるはずだと。自分はそのために頑がん張ばって来たのだからと。

　しかし──その一方で、心の中の誰だれかが冷ややかに否ひ定ていするのです。それは間ま違ちがいだよ。最初からあいつらに弟たちを生かしておく理由はないんだから、と。

　──ねぇ、どうする？

　頭の内側に声が響ひびきます。聞き覚えのある声です。少女では持ち得ない残ざん酷こくさに満ちた言葉が、茨いばらの蔦つためいてざわざわと思考を侵しん食しよくします。

　──ねぇ、どうしたいの？

　遠えん慮りよのない問いかけに、少女はぶんぶんと首を横に振ふります。──分かりません。そんなことは分かりません。だって彼女は良い子なのです。怒いかりを抱いてはならないと、憎ぞう悪おに駆かられてはならないと自分を戒いましめてきました。悪意と呼ばれるものを心に持たないように努めてきました。こういう時に身動きの取りようがないのです。

　──じゃあ、わたしの好きにしてもいい？

　だから──その提案こそ、少女にとって最後の救いでした。

　もう何を考えるのも嫌いやでした。良い子でい続ける限りは何の報むくいもないと知ってしまいました。──つまり、今の少女にはヒーローが必要だったのです。自分には決して出来ないことを平然とやってのける存在。その顕けん現げんを、心の底から望んだのです。

　よって必然でした。彼女が、それに応こたえたのは。





　──いたずらっ娘のパトレンシーナ　今日もじっとはしてられないよ

　　どこかに獲え物ものはいないかと　目を皿にして探すのさ──






　ごく自然と、少女の唇くちびるが歌を紡つむぎます。天上の神に救いを訴うつたえるように、それは切々と。





　──するといたいた群れていた　腹黒いじわる大家族

　　病気の子供をこき使い　一家みんなで大笑い──






　声が熱を帯びて震ふるえます。頑かたくなに封ふうじてきた負の感情が、灼しやく熱ねつの泥どろのようににじみ出し、





　──あいつらみんな■■ちゃえ　■■して■■して■■ちゃえ！

　　思いついたら胸むねがわくわく　口は勝手に口ずさむ──






　憤ふん怒ぬも憎ぞう悪おも通り越こして、心は一息に狂きよう気きを発しました。わななく口元が禍まが々まがしい弧こを描えがき、




「──素敵な仕事を始めましょう　わたしの仕事を始めましょう」




　童わらべ歌うたを締しめくくる開始の宣言。それが下された後──藁わらの中から立ち上がった存在はもはや、優しい少女とはまったく別の何かでしかなく。

　ここにひっそりと、一夜の惨さん劇げきが幕を開けたのでした。
















　耳を聾ろうする銃じゆう声せいと蛮ばん声せい。大アラファトラの山すそに響ひびき渡わたる、それは紛まぎれもない戦場音楽。

　二千人の元捕ほ虜りよと、彼らが奪うばい取ってきた武器によって武装した者を含ふくむ一万の教徒たち。彼らがひとまとめの怒ど濤とうとなって目の前の帝てい国こく軍に押おし寄せた結果がそれだった。隊列も組織性もなく、練れん度どもへったくれもない素しろ人うとの集団──それでも数が揃そろえば力である。五倍以上の人数に攻せめ寄せられれば、いかな兵士たちとて身の危険に晒さらされざるを得ない。

「「「「「撃てぇ────ッ！」」」」」

　その流れに抗あらがうためには、もはや警告や威い嚇かくではどうしようもなかった。整然と立ち並ぶ銃兵たちが引きつった面持ちで風ふう銃じゆうの引き金をしぼる。……銃声のタイミングがばらついたのは、自国民を手にかけることへの躊躇ためらいの表れだったろう。シナーク族のような例外を除のぞいて、彼ら帝国兵には、一いつ般ぱん民衆が自ら起こした内ない紛ふんというものに向き合った経験がない。

「ぎゃ──っ！」「ぎぇっ」「ひぃ……！」

　弾たまを受けた人々が悲鳴を上げて倒たおれ込んだが、押し寄せる後続に吞のまれてその姿もすぐに見えなくなる。エルルファイらに与えられた旧式風銃を手に応射を始める彼ら。隊列も組まずに初めて手にする武器を撃うったところでそうそう当たるものではないが、距きよ離りが詰つまればその限りではなくなる。兵士たちの顔に焦あせりが浮うかび出した。

「各隊そのまま！　これ以上の横列展開は許さん！」

　浮き足立つ兵士たちを女じよ帝ていの一いつ喝かつが戒いましめる。隊列を横に長く伸のばして群衆を押し留とどめる構えの帝国軍。教徒たちが押し寄せる状じよう況きように備えて予定してあった彼らの行動を、しかしシャミーユは不適切なものとして叱しつ責せきする。

「しかしながら陛へい下か、このままでは奴やつらが山に逃にげ込んで──」

「戯たわけめ。貴様、狼おおかみを前にして羊の尻しりを追う気か」

　反射的に異を唱えた将校を、彼女は眼光厳しくにらみつける。すでに事前の想定とは違ちがっているのだと、彼女は状況を正しく弁わきまえていた。

「兵を横に伸ばせば守りが弱まる。そうやって我々が暴徒どもに気を取られた瞬しゆん間かん、あのキオカ兵どもは一いつ気き呵か成せいに攻め込んでくるであろう。今日に至るまで自じ陣じんに皇こう帝てい旗きを掲かかげ続けた以上、余よの存在はすでに知れている。こちらの守備が綻ほころんだが最後、死に物狂ぐるいで襲おそいかかって来るのだと分からぬか」

　王将が目の前にある時にそれを狙ねらわない指し手はいない。国外へ逃のがれるだけが目的の教徒たちとは違って、キオカ兵たちにはあまりにも明確な戦術目標が存在しているのだ。戦意発はつ揚ようと示じ威いのために自ら前線に立ち、さらには御み旗はたによって敵にまで存在を知らしめるシャミーユのやり方は、時にこうしたリスクを孕はらんでいる。

　自分目め掛がけて殺さつ到とうする敵軍の姿を思い描えがきつつ、シャミーユは鋭するどい声を発する。

「防備を固めよ、方ほう陣じんを形成するのだ！　機動力は削そがれるが、今は敵の強行突とつ撃げきに備えることが第一だ。こちらが隙すきを見せなければ奴やつらに打つ手はない！」

　現在、彼女の率いる二千人余りは山道の入り口を背中で塞ふさぐ形で展開している。ただし、そこを避さけて他の場所から入山することも、ルートを外れるために遭そう難なんのリスクは高まるものの不可能ではない。教徒たちがその素そ振ぶりを見せた場合は、シャミーユらの側でも人員を逐ちく次じ展開して押おし留とどめるつもりだった。が、こうした状じよう況きようになっては話が別だ。

　帝てい国こく側の正規兵二千人に対して、敵側は教徒たちに突とつ如じよ現れたキオカ兵が加わった一万二千人余り。とはいえ、その中には大勢の非ひ戦せん闘とう人員が含ふくまれる上、キオカ兵たちもそこまで多くの武装を提供出来たわけではない。よって実際に戦闘可能な人員は四千といったところ。武装が旧式の滑かつ腔こう風ふう銃じゆうだということもすでに確認済みなので、実質的な戦力比は二千対四千という数字をそのまま反映したりはしない。どころか、相手の大半が素しろ人うとという事実を踏ふまえれば、正面からぶつかり合った場合でも帝国側に軍配が上がるだろう。

　彼女が具体的な指示を飛ばしている最中、ふいにひとりの将校が緊きん迫ぱくした面持ちで走ってきた。女帝の目の前にひざまずき、彼は告げる。

「陛へい下かに申し上げます！　まことに遺い憾かんながら、敵の勢いに押されて戦線が後退し始めました！　御おん身みの安全に障さわりが生じます、どうか親衛隊と共に山上へ後退を！」

「──何」

　眉まゆ根ねを寄せるシャミーユ。まだ戦闘が始まって数分と経たっていないのに、早くも自軍が押され始めたというのだ。──早すぎる。人数の差があるとはいえ、突つっ込んで来ている相手の大半は武装しただけの一いつ般ぱん人じんに過ぎないはず。戦列を組んだ銃兵部隊から斉せい射しやを受けて足を鈍にぶらせないはずがない。

　だが、後方から前衛の様子を眺ながめているうちに、その疑問も彼女の中で氷解した。

「……未いまだ、こちらの兵が攻こう撃げきをためらっている、か」

　ぼそりとつぶやく。背後に大アラファトラ山脈が控ひかえているため、最前線の兵たちから女帝のいる後方までは緩ゆるやかな上り坂になっている。よってシャミーユにはやや高い位置から自軍の様子が見み渡わたせていた。

　その目に映るのは、押し寄せる暴徒を前にして、それでも職務に徹てつしきれず苦戦している兵たちの姿。自国民を撃うつことへの忌き避ひ感かんが戦意を萎なえさせ、その影えい響きようによって射撃の密みつ度どが明らかに落ちている──。







「やれやれ──だから言ったんだよ。このやり方は趣しゆ味みが悪いと」

　教徒たちの後方に続く隊列の中、低い声でつぶやくエルルファイ。目の前に広がる光景は、彼女が望む戦場の在り方とはかけ離はなれていた。

「今夜は夢見が悪そうだ。敵国民とはいえ、一いつ般ぱん人じんを盾たてに取るのは気持ちのいいものじゃない」

「そりゃそうですが、我々が前に出るってのも無理な話でしょう。正面から撃うちかけられて終わりますぜ」

　互たがいの武装と適てき性せいの違ちがいを踏ふまえて、グレーキは至って冷静に結論を口にする。「白はく翼よくの太たい母ぼ」は不ふ承しよう不ぶ承しようといった面持ちでうなずいた。

「それもそう。仕方ないね、愛する子供たちを守るためなら鬼おににでもなるさ。──突とつ撃げき準備！」

　ひとまず不満を吞のみ込み、持ち前のよく通る声で指示を飛ばすエルルファイ。不本意な戦いの渦か中ちゆうにあっても、部下を指し揮きするその手しゆ腕わんが衰おとろえることはない。







「……なるほどな。良くも悪くも、我々は守護者として信しん頼らいされている──か」

　一方の女じよ帝ていは、ミトカズルクの反乱の時、ひとりの将校がそう語ったのを思い出していた。

　あれは一般人に限った話ではなかったのだ。帝国軍人たち自身もまた、守護者としての己にアイデンティティーを見み出いだしている。一般民衆による大規模な反乱を経験しないまま長い時を過ごしてきたことが、ここにきて彼らを苦しめていた。

「……東域がキオカに奪うばい返されていなければ、あの時点で一いつ揆きのひとつも起こっていたであろうに。流すべき血を流し損ねた結果か」

　口の中でつぶやくシャミーユ。それは君主としていささか以上に問題のある発言だったが、確かに真実の一側面ではあった。ひとつの国が傾かたむいていく中で、一般民衆がいつまでも蚊か帳やの外に甘あまんじるわけがなかったのだから。長い眠ねむりから目覚めた国民が主体を獲かく得とくする──それは他でもない女帝自身が望んだことだったが、この状じよう況きよう下かにおける実現は甚はなはだ都合が悪かった。

「檄げきを飛ばさねばならんな」

　自国民だろうが何だろうが、戦意を持って目の前に立つ以上、討うつべき敵には違いない。それを兵士たちに思い知らせるべく一歩踏み出した女帝を、そばにいた将校が慌あわてて引き留めた。

「お──畏おそれながら陛へい下か！　御おん身みがここにあらせられる以上、この場での迎げい撃げきはリスク過多と申さざるを得ません。隊列を維い持じしたまま山道へ後退してはいかがでしょうか！　防衛向けの地形と高所を得られれば戦いは容よう易いです。反撃はこの先でサザルーフ准じゆん将しようらと合流してからでも遅おそくないと思われるのですが……！」

　ひざまずいた姿勢から懸けん命めいに後退の利を説く将校。黄金の瞳ひとみが宿す剣けん吞のんな光に晒さらされながらそれを続けることは、彼にとって一世一代の勇気を必要とした。それを振ふり絞しぼらせたのもまた、彼の心に刻まれた守護者としての自負だったのだが。

　硬かたい沈ちん黙もくが下りた。相手の応答を待つ時間が永遠のように長く感じられて、男の眦まなじりにたまらず涙なみだがにじむ。いつ首を刎はねられるかと気が気ではない──そんな彼の耳に、ふと、優しい声が救いのように割って入った。

「陛へい下か、わたしも同感です。ここは一度退きましょう」

「……ハロ」

　水色髪がみの女性将校に後ろから話しかけられると、女じよ帝ていの瞳ひとみに宿った剣けん幕まくがいくらか和やわらぐ。他の将校たちも揃そろって胸むねをなで下ろした。この君主を説得するために、今の時点で彼女以上に適てき任にんの存在は他にいない。

「いまは向こう、武器を持った人に混じって、そうでない人たち──子供や老人もいっしょくたに走ってきていますよね。これじゃこっちは反はん撃げきもやり辛づらいです。でも、山に入ればどうしても体力の差が出ますから。体力と戦う気のある人が自然に前に出て、そうでない人たちは後に続くでしょう。それなら仲間もだいぶ戦いやすくなります」

　ハロの紡つむぐ声が後退の利を補強する。目を閉じて数秒考えた末、シャミーユはそれを受け入れた。軍人たちの意識改革も大事だが、彼らの損害を最小限に抑おさえることはそれに優先すると受け入れて。

「……よかろう。兵たちの心理面を別にしても、その選せん択たくには一理ある。今のように開けた平地で遮しや二に無む二に前へ出るだけならともかく、急ごしらえの民兵どもに山さん岳がく戦せんを演じられるとは思えん」

　自分を納得させるためにも、根こん拠きよをひとつ付け加えておく。それで完全に後退へ向けて気持ちを切り替かえた女帝は、すぐさま周りの部下たちに命じた。

「このまま射撃を続けつつ後退を開始する。慌あわてず動け──山までの距きよ離りは長くない」





＊






　キオカ兵と合流して暴徒と化した教徒たち。彼らの襲しゆう撃げきを受けたシャミーユらが山に向かって後退を始めた頃ころ、その遥はるか前線──山間の密みつ林りんでも戦せん況きようの変化があった。

「…………ここまで、だな」

　鬱うつ蒼そうと生い茂しげる木立を前に、苦しげな声でそうつぶやく小太りの青年。その心は部下たちに対する義務感と指し揮き官かんとしての打算との間で壮そう絶ぜつな軋きしみを上げていた。敵の罠わなにかかって森に取り残された仲間たち。その全員の救出が終わったかと言えば──答えは否いな。密林戦に長たけたトルウェイらの参入によって状況が大おお幅はばに改かい善ぜんし、はぐれた仲間の七割以上を連れ戻もどすことが叶かなったものの、未いまだに三割近い行方不明者が点呼によって示し唆さされている。

　とはいえ状況から見て、その内訳はすでに戦死した者や捕ほ虜りよになった者が大半を占しめるはずだった。二日ほど前から仲間の救出報告の頻ひん度どが大幅に減っているのもそれを裏付けている。

「決断のタイミングってわけか。──くそっ」

　自分に言い聞かせるように独ひとり言ごちる。マシューとて、いつまでもこの場に釘くぎ付づけにされてはいられない。そもそも国民の奪だつ還かんを打ち切らなければならなくなった時点で負け戦いくさなのであり、彼に許された最さい善ぜんはこれ以上の出血を最小限に抑おさえることにある。

　その点で言えば、山場はむしろこれからなのだ。撤てつ退たいに移行して山道を遡さかのぼり始める彼らに、キオカ軍とアルデラ神軍はここぞとばかりに追つい撃げきを仕し掛かけてくるだろう。それから逃のがれつつ北域まで撤退することは容よう易いではない。よって──その局面に向けて力を温存しておくためにも、作業効率が一定を下回った今の時点で救出は打ち切らざるを得なかった。

「……現在密みつ林りんで行動中の部隊が帰き還かんしたら、この場の全兵力の撤退を開始する。あまり派手に動かず、表向きは今まで通りに救出を続けている風に見せかけろ。敵が追撃に動くのはなるべく遅おくらせたい」

「「「「「は！」」」」」

　彼の意図を汲くんだ下級将校たちが動き出す。ともすれば若年の上官の意見に反発しがちな彼らだが、さすがに今はその点もなりをひそめていた。自分たちの勇み足が状じよう況きようを悪くしたことは明白だったし、敗勢を巻き返す要因となったトルウェイの部隊がマシューに対して敬意を示しているのも大きい。……でなくとも、この戦いの後に階級章の星を減らしたくないなら、いまの彼らに上官の不ふ手て際ぎわを揶や揄ゆしているような余よ裕ゆうはないのだが。

「……向こうも、そうそう騙だまされちゃくれないだろうけどな」

　部下たちの背中を見送りつつ、低い声でぼそりとつぶやくマシュー。状況は山を越こえてなどおらず、本当に厳しいのはここからだと予感していた。楽観など少しも出来はしない。それを許してくれるだけの根こん拠きよが、目の前の戦場には余りに乏とぼしいのだ。







　一方、森を挟はさんだキオカ軍陣地。すでに亡命を望む教徒たちの大半を自国側に連れ出したことで、いっときの難民キャンプめいた雰ふん囲い気きはだいぶ薄うすれている。その中の司令所で部下からの報告を受け取っていたジャン少しよう将しようが、小太りの青年の警けい戒かいに違たがわず、回れ右を始めた敵軍の動きを敏びん感かんに察していた。

「──よし、攻こう勢せいに移ろう。全軍、前進に向けて準備を開始。退いていく敵の背中を突つくとする」

　気負いのない声でそう告げるジャンに、それを耳にした将校が厳しい視線を向けた。最初に奇き襲しゆうを受けて陥かん落らくした砦とりで、そこに配備されていた部隊を指し揮きしていた将校の直属の上官だ。

「……良いのですかな、それで？　敵軍が転進したとする明確な兆きざしは、今までの報告から見受けられません。攻勢を早まれば森を抜ぬけた直後に迎げい撃げきで痛手を受けることも有り得ます。ここは焦あせらず、敵がはっきりと背中を見せてから動くべきと愚ぐ考こういたしますが」

　口調こそ丁てい寧ねいさを保ってはいたが、そこには隠かくし切れない敵意がにじんでいた。そんな年長の佐さ官かんに対して、ジャンはあくまでも気さくに口を開く。いつも部下にするのと同じように。

「Ｙａｈ、確かに君の言うとおりだ。けれどね、今回に関して言えば、僕ぼくには敵側の将校に対する一定の信しん頼らいがある。救出の効率が一定値を下回った時点で即そく座ざに撤てつ退たいを開始するだろうと確信出来るのさ」

　流りゆう暢ちように語る白はく髪はつの将。相手の敵意の有無は別にして、自分のやり方に疑問を覚えた部下に対して理を説くこと自体は、彼にとって面めん倒どうでもなければ苦痛でもない。

「それだけでは同意し辛づらいかな。けれどね、向こうにしても、叶かなうなら山上で有利な地形を得てから僕たちを迎むかえ撃うちたいところだろう。こっちが森を抜ぬけた直後に戦っても戦術を生かす余地が余りに少ない。それは敵にとっても望ましい事態じゃないと、君もそう思わないかい？」

「…………っ」

「加えて、ここで初動が遅おくれれば、敵軍は山の上でじゅうぶんに態勢を整えてから僕らを迎え撃つことになる。そのケースにおける被ひ害がいは、森を抜けたところで迎え撃たれる場合よりもさらに大きい。だからいま動いておくべきなんだ。背中を突つけるにしても突けないにしてもね」

　あらゆるケースを秤はかりにかけた上での損得勘かん定じようが、彼の中ではすでに完成している。そしてそれは大半の場合において、他の将校たちよりも掘ほり下げの面で上回っているのだ。今回もその例に漏もれなかった。正面から反論することの困難を察した佐さ官かんは、その不快さを顔ににじませつつ苦し紛まぎれの弁を吐はく。

「……これは失礼。その名も高き『不ねむ眠らずの輝き将しよう』に、小官ごときの助言は不要であったようで」

　そう言って立ち上がり、「部下の様子を見てきます」と天幕の外へ去っていった。あわよくば論戦に持ち込んでジャンの株を下げるつもりだったのだろうが、それが出来なかった以上、この場に残ることに耐たえかねたのだろう。一連の流れをじっと見守っていたアナライが肩かたをすくめた。

「ふむ、なんとも分かりやすいことじゃな。参考までに、ジャンよ。ああした手合いを相手取らねばならん時、お前さんは普ふ段だんからどういったスタンスを取っておるのじゃ？」

「Ｍｕｍ、特別なことは何も。有能なら時間をかけてでも実力を示して従わせますし、無能なら速すみやかに指し揮き下かから排はい除じよするだけのことです。いまの彼に関して言えば──この先もあの態度を改める気がないなら、残念ながら後者になりますね」

　あっさりと言ってのける「不眠の輝将」。若年の天才として出世を重ねていくまでに培つちかったメソッドが彼にはある。とはいえ、それは処世術と呼ぶには不ふ遜そんが過ぎるものだが。

「僕が部下に求めるのは、僕の意思を最短最速で反映する正確無比な手足となってくれること。その妨さまたげにならない範はん囲いにおいてであれば、我が執しゆうも名めい誉よ欲よくも好きに抱えてもらって構いません。しかし、何事も度が過ぎれば組織にとっての害悪となる。これは言うまでもありませんね」

「違ちがいなかろう。お前さんにとっての不幸は、いつの時代にも年ねん功こう序じよ列れつにしがみつく手合いが多いことじゃな」

「Ｓｙａｈシア。そうした人々には、なるべく僕の髪かみだけ見ていて欲しいものです。そうすればきっと心穏おだやかでいられるでしょうから」

　そう言って自分の総そう白しら髪がを指さすジャン。その冗じよう談だんに、老ろう賢けん人じんはなるほどと笑う。

「博士はかせのおっしゃるように、組織の内側にも敵はいます。単純に足を引っ張ろうとする者から、隙すきあらば背中を狙ねらってくる者、取り入って利用しようとする者まで──それはもう様々に厄やつ介かいな形で」

　若年で異例の出世を重ねるからこそ敵も多い。スケールの差こそあれ、それは現状においてマシュー・テトジリチが抱く悩なやみと同質のものだったが──決定的な違ちがいとして、ジャンは一連の発言を勝者の立場から行っている。軍略家としての実力争いからバックに付いた有力者間の権力闘とう争そうに至るまで、その大半に勝利を収めた結果として将官の立場に付き、今後にさらなる出世を控ひかえているのだ。佐さ官かんひとりが喚わめいたところで、もはや彼の地じ盤ばんは揺ゆるがない。

「とはいえ、いま目を向けていたいのは外の敵ですね。未知の部隊と思われる要素の参入もあったことですし、真価を測るにはまだまだ追い込みが足りません」

　そうした立場ならではの余よ裕ゆうと風格を無意識に漂ただよわせつつ、ジャンはまだ見ぬ敵将との駆かけ引きを楽しむ。それを不ふ謹きん慎しんだとは思っていない。分野の別を問わず、実力の発はつ揮きに精神の高こう揚ようが伴ともなうのは当然のことだ。

「敵味方にかかわらず、まだ見ぬ何かに対して期待を抱いてしまうのは、かねてから副官を悩ませがちな僕ぼくの悪あく癖へきですが。──戦いを続けましょう」





＊






　いじわる家族は全部で十五人。男が八人に女が七人、上は七十歳から下は十五歳まで。それを一晩で全員■■■にするのは、いたずら好きのパトレンシーナにとってもなかなかの大仕事です。

　けれど、どうやって■■かで悩んだりはしません。だって前々からアイディアは貯ためてあったのです。台所で火を使っている時に、焼けた炭を入れたアイロンで服を伸のばしている時に、井戸で水を汲くんでいる時に、良い子の少女に代わっていつも考えていたのです。どうすれば騒さわがずに■■るか。どうやったら出来るだけ苦しめて■■るか。やり方はたくさんありましたから、あとは状じよう況きようと順番を考えてひとつずつ実行していくだけです。

「ん？　なんだいお前、こんな時間にこっちへ──うぶっ!?」

　いちばん目はクムルおばさん。威い張ばり散らすくせに怠なまけもので、ずっと少女と弟たちに仕事を押おし付けてきた人です。

　玄げん関かん前でばったり会った途と端たん、いきなり怒ど鳴なり付けようとしてきましたが、精せい霊れいを連れていなかったのが運の尽つき。開いた大口に濡ぬらした布を嚙かませて黙だまらせて、そのまま壁かべに押し付けながら果物ナイフで首筋をざくり、太ももをざくり。豚ぶたをしめる時と同じ要領でやったら、すごい勢いで血が流れ出ました。きっと悲鳴も豚ぶたそっくりです。布を嚙かませているから聞けないのが残念。

　すっかり動かなくなってから体を離はなすと、おばさんの汚きたない血で全身がびしょびしょになっていました。このやり方はあんまり良くないな、とパトレンシーナは反省します。彼女は賢かしこい子なので、同じ間ま違ちがいを二度繰くり返さないのです。おばさんの■■から服を剝はぎ取って縁えん側がわに押おし込んだ後、適てき当とうに布を切ってサイズを合わせて、井戸水で血を落としてからそれに着き替がえました。ちゃんと仕立てたわけじゃないからひどい仕上がりですが、身なりの汚きたなさは普ふ段だんから似たようなものなのでちっとも目立ちません。

　気を取り直して、ふたり目はターブラおじさん。普段から乱暴な人ですが、お酒が入った時の八つ当たりは度を越こしています。末の弟が倒たおれた直接の原因は、この人が思い切りお腹なかを蹴けりつけたことでした。

　クムルおばさんは出会い頭がしらでしたが、今度は慎しん重ちように外で待ち伏ぶせです。家の中でやってしまうと血けつ痕こんや■■の処理に困るので、出来るなら半分くらいは外で済ませようと思っていました。案の定、しばらく待っていると獲え物ものが光ひかり精せい霊れいを手に玄げん関かんから出てきます。おばさんが帰って来ないのを不ふ審しんに思ったのでしょうが、さすがにいきなり縁側の下を覗のぞき込んだりはしません。きょろきょろと周りに視線を巡めぐらせてから裏手の井戸に向かいます。

「クムル、どこだ？　まさか井戸に落ちたんじゃないだろうな──ぐぉっ!?」

　その動きはすっかり読めていたので、井戸を覗き込んだ瞬しゆん間かんに突つき落とすのは簡単でした。大声を上げられる前に蓋ふたを閉めます。ここの井戸は深いので、誰だれかが助けない限りはまず這はい上がれません。

　やってみれば楽な仕事でした。相手が楽に■■ないのも理想的です。落とす時にナイフで脇わき腹ばらを突き刺さしてあるので、きっと最後には自分の血で真っ赤になった水に浮うかぶのでしょう。

「ふふん」

　踵きびすを返し、玄関前の茂しげみに再び身をひそめます。欲を言えばもう二人くらい同じやり方で済ませたかったのですが、困ったことに次の獲物が出てきません。すでに夜遅おそいので、他の人たちは眠ねむってしまったのでしょう。彼女としては肩かた透すかしを食らった思いでしたが、それはそれで予定通りでもあります。

「じゃあ、ここからは順番にね」

　そう言うと、玄関を抜ぬけて真っ暗な家の中に入ります。少女がさんざんこき使われているのを見てきたので、誰がどこの部屋で寝ねているかは完全に把は握あくしていました。廊ろう下かをしばらく歩いても自分以外の気配がなく、いま起きているとすれば離れの小屋に集まった三人の息子たちだけだと判断します。彼らはどうせ朝まで飲むつもりでしょうし、水汲くみもわざわざ井戸には行かずに樽たるの汲み置きを使うでしょう。邪じや魔まが入る心配は当分ありません。

　とはいえ、難しいのはここからでした。精霊が一いつ緒しよにいると寝込みを襲おそうのも簡単ではありません。部屋に押おし入ってまず精せい霊れいの口を塞ふさぎ、それから主人の胸むねをナイフでひと突つき──やって出来なくはありませんが、十回連続で成功するとは思えません。おそらく何度目かで、異変に気付いた精霊か人間のどちらかに騒さわがれてしまうでしょう。同じ部屋にふたり以上が寝ねている場合はさらに危険です。

　しかしそこはパトレンシーナ、もちろん解決する当てがあります。そのためにまずは獲え物ものの寝しん室しつを素通りし、さっき井戸に落としたターブラおじさんの部屋を訪れました。そっと中に入って扉とびらを閉め、いちばん奥おくのクローゼットを開けると、そこには木製の大きなボウガンが立て掛かけてあります。いつも酔よっぱらっているくせに、ターブラおじさんは狩しゆ猟りようが趣しゆ味みなのでした。

「よいしょ、っと」

　手に取って構えてみます。かなり重いですが、少女も普ふ段だんから重いものを運んでいたので扱あつかえないほどではありません。問題は弦つるを引けるかですが、このボウガンにはそのための滑かつ車しやが付属しています。おじさんがハンドルを回して弦を巻き上げている様子を、少女は前に見たことがありました。あれならわたしにも使えるなと思いつつ。

　ボウガン本体と一いつ緒しよに、ありったけの矢を矢や筒づつに入れて持ち出します。これでずいぶん頼たのもしくなりましたが、まだ準備完了とはいきません。武器が変わっても部屋に押し入ることの難しさは変わらないのです。

　矢を装そう塡てんしたボウガンを一度部屋の隅すみに置いて、パトレンシーナは寝台からマットを剝はぎ取りました。さらにそれをドアの前に敷しき直します。きちんと二枚重ねると、いつも少女が寝ている藁わらとは比べ物にならないくらいふかふかになりました。このまま自分で寝転んでしまいたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえて、これにて準備完了。

　壁かべ際ぎわへ歩み寄り、手の甲で壁をゴンゴンと叩たたきます。壁を挟はさんだ向こう側は、おじさん夫婦の次女の部屋。しばらく同じように続けていると、壁越ごしにごそごそと起き出す音が聞こえてきました。音のせいで眠ねむりを妨さまたげられてしまったのでしょう。こちらに向かう足音が響ひびき始めたところで壁を離はなれて、装塡済みのボウガンを手に、パトレンシーナはあえて開け放しておいたドアの裏側に立ちます。

「もー……父さん、うるさいんだけどー……。こんな夜中に何のつごッ！」

　骨の砕くだける音。部屋に入ってきた次女へ死角から忍しのび寄った射手が、その後頭部にほぼ零ゼロ距きよ離りからボウガンの矢を叩き込んだのです。

　次女の体が前のめりに傾かたむき、先ほど敷いておいたマットに倒たおれこみます。串くし刺ざしの頭からシーツに血の染みが広がっていきます。しばらくは手足がぴくぴく動いていましたが、じきにそれも収まっていきました。

「うん、成功成功」

　目もく論ろ見み通りに運んだので、パトレンシーナは無む邪じや気きに口元を綻ほころばせます。一いち撃げきで仕留めたから抵てい抗こうもされませんでしたし、物音だって最小限しか立っていません。館やかたの中のほかの人間は誰だれも異変に気付いていないでしょう。その証しよう拠こに、周りにはしんと静せい寂じやくが戻もどっています。

「さ、次々」

　静かにドアを閉めて部屋を出ます。それから今しがた■した次女の部屋に向かい、真っ先に籠かごの中で休んでいた精せい霊れいを布で縛しばって動けなくしました。それが済むと寝しん台だいからマットを持ってきて、いそいそとドアの前に敷しき直し──さっきと同じことの繰くり返しです。

「……ちょっとお姉ちゃん、こんな遅おそくに何やってるぐぇっ！」

「おい姉貴、コンコンうるせぇんだけどうがっ！」

「お前、まだ寝ねてないのか。いい加減に──ぐごっ！」

　ひとり■すごとに部屋から部屋へ移動して、立て続けに六人やっていきます。とても順調に運んだので、パトレンシーナはすっかり気を良くしました。この家の兄弟姉妹はみんな年とし頃ごろを過ぎているため、相部屋の子供がいないのも好都合です。服も途中でお古に着替えました。

　離はなれの息子たち三人を除のぞけば、屋や敷しきの中に残っているのは父母と祖父母の夫婦二組です。どちらの夫婦も同じ寝室で一いつ緒しよに寝ているので、これを■すのはなかなか骨が折れます。ふたり一緒に起きて来られると、これまでと同じ方法では安全に対処出来ません。

　ちょっと嫌いやでしたが、パトレンシーナは一階のお手洗いの中で待つことにしました。四人のうちの誰かが用足しに起きてくるのを待ち構える作戦です。特に老夫婦のほうにはこのところ頻ひん尿にようの傾けい向こうがあったので、これはかなり成算の高い作戦と見られ──案の定、暗くら闇やみの中で一時間と待たないうちに、階段を下りてくる足音が聞こえてきました。

「うぅ、最近はめっきり近くなって敵かなわんな……ん？」

　光精霊と共に用足しにやってきた祖父が、ドアに近付いたところで足を止めます。その視線の先──便所の扉とびらから五十センチほどの間を置いたところにマットが敷いてあったからでした。

「なんで、こんなところにこんなもんが……。誰ぞ寝小便でもしたのか？」

　不可解に思いながらも、寝起きの頭ではその意味に気付けるはずもありません。尿意に急せかされた老人は慌あわててドアを開き、

「おやすみなさい」

　便所の中から見覚えのある少女に声をかけられた瞬しゆん間かん、ズコンと額ひたいを撃うち抜ぬかれました。真後ろにのけ反ぞった体が背後のマットへ倒たおれ込みます。ぽかんと口を開けたままの■■顔は、老人が最後まで状じよう況きようを理解出来なかったことを表していました。

　精霊を縛り上げてお手洗いの中に押し込み、それから老人の■■に向き直ったパトレンシーナですが、途と端たんにうっと顔をしかめました。相手の股またぐらから染みが広がっていくのを見たからです。尿意を覚えて便所に来たのだから当然の結果なのですが、これは彼女もうっかりしていました。

「うー、汚きたないなぁ。ここでお婆ばあさんも待つつもりだったけど……やっぱいいや、やめやめ」

　あっさり計画を変へん更こうして便所を後にします。彼女はそのまま二階に戻ると長女の部屋に一いつ旦たんボウガンを隠かくし、それから老夫婦の寝しん室しつの前に立って、片手でコンコンとドアを叩たたきました。

「お婆ばあさま、夜遅おそくごめんなさい。わたしです」

　小声で何度か繰くり返すと、ドアの向こうから不ふ機き嫌げんそうな気配が伝わってきます。

「……何だい、こんな夜中に」

「あの……お爺じいさまが胸むねを押おさえて辛つらそうにしてて。お婆さまを呼んでます。一階に来てもらえませんか」

　その口実はさすがに無視出来なかったらしく、まもなくドアを開けて寝ね間ま着き姿の老ろう婆ばが姿を現しました。彼女は相手の顔を見て露ろ骨こつに舌打ちし、

「まったく、こんな時間に端はした女めなんぞ家に入れて……。さっさと案内おしよ」

　吐はき捨てるように言って、パトレンシーナに先を歩かせます。老婆はどうやら、目の前の少女が夫に使役されていると思っているようです。狙ねらい通りなのでその勘かん違ちがいは正さず、言われるまま先導して一階への階段まで進んでいきます。

「ほら、さっさと肩かたを貸すんだよ。気が利かないね、この愚ぐ図ずは」

　足の弱っている老婆は、当然のように階段を下る際の補助を求めます。パトレンシーナはにっこりとうなずいて相手の左腕うでを肩に回し、ゆっくり階段を降り始めます。

「──あ。ちょっと止まってください、お婆さま」

　その途と中ちゆうで、ふいに声を上げて足を止めます。眉まゆ根ねを寄せる老婆をよそに、パトレンシーナは相手の胴体に片腕を回しつつ、自分は一段戻もどって背後に回り込み、

「これでちょうどいいです」

　うまく高低差を調整したところで、隠かくし持っていたナイフで老婆の首筋を搔かき切りました。悲鳴が上がる前に口を塞ふさぎ、さらに胸にも肋ろつ骨こつの隙すき間まから刃を突つき立てます。家か畜ちくを処理する時と同じ要領でしたが、それが良かったのでしょう。抵てい抗こうはすぐに止やみました。

「せっかく着き替がえたのに、また汚よごれちゃった」

　階段に老婆の■■を横たえながらぼやきます。刃物でやると、さすがに返り血を浴びずには済みません。腕から胸まで真っ赤に染まった自分を見下ろして、パトレンシーナは苦笑します。

「ま、いいや。後はもう簡単だし」

　ナイフを懐ふところに仕し舞まって二階に戻り、長女の部屋からボウガンを回収して──そうして彼女は、最後に残った若夫婦の寝室へ向かうのでした。







「……ん、う……？」

　朝の訪れを告げる鳥の声を打ち消して響ひびく、何人もの人間が扉とびらを叩くけたたましい音。それに呼ばれて、男は眠ねむりから目覚めました。

「おい、ここを開けろ！　誰だれか中にいるんだろう!?」

　誰だれか分かりませんが、ただ事でない剣けん幕まくです。テーブルに突つっ伏ぷしていた体を起こして、二日酔よいでガンガンする頭を押おさえながら、男は小屋の入り口へ向かいました。鍵かぎを開けてドアを開くと、近所の人々が血相を変えて並んでいます。

「……なんだよお前ら、朝から大勢で人ん家ちに押しかけて。何の用だ？」

　戸と惑まどいながら尋たずねた彼に、先頭に立つ男のひとりが厳しい視線を向けて問い返します。

「……ルカトガ。お前、昨日の夜から今け朝さまで、どこで何をやっていた？」

「何って……ここでずっと酒飲んでたよ。弟ふたりと一いつ緒しよに……」

　そう言って背後を振ふり返った男──ルカトガは、そこでようやく異変に気付きます。

「……あれ、俺おれひとりか？　あいつらどこ行った？」

　一緒に飲んでいたはずの弟たちが見当たりません。眉まゆ根ねを寄せる彼に、目の前の男が顔をしかめて答えました。

「そいつらなら外にいるよ。……ふたりとも、死体で、だけどな」

「……は？　何言ってんだお前」

「まだ何も知らないのか。──それともとぼけてるのか？」

「いや、だから言ってることが意味わかんねぇんだよ。なんかあったのか？」

「なんかあったどころじゃない──皆みな殺ごろしだよ。お前を除のぞいて、一家全員」

　その言葉を額面通りに受け止めるには、内容があまりに常識から外れすぎていました。ぽかんと口を開けて呆ほうけるルカトガに、近所の男は苛いら立だたしげに言葉を続けます。

「スラーカ、クジム、セールテにクムル……みんな本ほん邸ていのほうで死体で見つかった。刃物で首を切られてるか、矢で頭を撃うち抜ぬかれてる。すぐそこで殺されていたハルシとヨクリテも同じ。生き残ったのは小間使いの子供ひとりで、その子も背中をざっくり刺さされて重傷だ」

「な、何を馬ば鹿かな──」

　性た質ちの悪い冗じよう談だんを笑い飛ばすように肩かたをすくめるルカトガ。しかし、周りの人々が視線を向けている方向に首を回した瞬しゆん間かん、その望みは一瞬で断たれました。

「──ハルシ!?　おい、しっかりしろハルシっ！」

　人々を押しのけて倒たおれている弟のもとに駆かけ寄る彼。その様子を冷たい目で眺ながめつつ、男たちは視線を元に戻もどしました。

「確認したいことがある。小屋の中を見せてもらうぞ」

　許可というよりは前置きのようにそう言って、彼らはどかどかと小屋の中に踏ふみ入っていきます。弟の死体を抱えたルカトガが茫ぼう然ぜんとしていると、何秒か置いてどよめきが起こりました。小屋から男が駆かけ出して来ます。

「──ルカトガ。これはなんだ」

　そう尋ねた男の手には、大きなボウガンが一丁握にぎられていました。それを高く掲かかげつつ、彼は言葉を続けます。

「これはターブラのボウガンだな。一いつ緒しよに狩しゆ猟りようへ行ったことがあるからよく覚えている。なぜお前がこれを持っているんだ？」

「は……？　し、知らねぇよ！　どうして俺おれがそんなもん──」

　ルカトガはわけが分からず首を横に振ふり続けます。が、その目の前で、もうひとりの男が小屋から出て来ました。

「この血まみれのナイフについても、同じことを言うつもりか？」

　その手には一振りの、赤黒い液体がこびりついた刃物が握にぎられています。それを目にした瞬しゆん間かん、ルカトガはようやく自分の置かれた状じよう況きようを悟さとり、ほとんど反射的に叫さけびました。

「ち──違ちがう！　俺じゃないッ！」







「──災難だったねぇ。さぞ怖こわかったろう」

　夜明けから数時間後。いじわる一家の屋や敷しきからやや離はなれた場所にある民家の一室に、家の者から傷の手当てを受ける少女の姿がありました。

「様子を見てきた夫に話を聞いたよ。まさかあそこの三男がとち狂くるうとはねぇ。いつも酒を飲んで遊んでばかりだったし、家族との折り合いが悪かったのは分かるけど……」

　それを聞きながら、パトレンシーナはあくまで神しん妙みような沈ちん黙もくを保ちます。ただ、全すべては彼女の計算通りでした。なるべく自然な形で罪を押おし付けるなら、普ふ段だんの行いが悪い人間に限ります。

「しかもあの男……言うに事欠いて、自分はやってない、あんたにはめられたってわめいてるそうだよ。もう少しましな言い訳は思い付かないのかい、まったく。十二歳の子供がたった一晩で大人を何人も殺せるもんかね」

　彼女の年ねん齢れいも、三男の疑いを強める方向に働きます。一晩の間に一家をほぼ皆みな殺ごろしにするという行こう為いの凶きよう悪あくさは、ここにいる幼い女の子のイメージとどうしようもなく一いつ致ちしません。まして彼女は背中に重傷を負ってさえいるのです。傍はた目めにはどう見ても被ひ害がい者しやの立場でした。

「傷はそう深くないから、安静にしていれば問題ないよ。昼食までお眠ねむり」

　そう優しく声をかけて女が部屋から去っていくのを、パトレンシーナは弱々しい笑顔で見送りました。健けな気げで可か哀わいそうな姿は彼女の本質とかけ離れていますが、束つかの間ま演じるぐらいなら中身を交代するまでもありません。

「……くすっ」

　壁かべ越ごしの気配が遠くなったところで笑みが漏もれました。寝しん台だいに横たわりながら、彼女は自分の仕事を思い返します。




　──屋敷で全員を片付けた後、パトレンシーナは素早く証しよう拠この隠いん滅めつに取り掛かかりました。まずは足の裏を確認します。大だい丈じよう夫ぶ、血が付いていたりはしません。足あし跡あとも残していないはずですが、念のため、これまでの自分の動線に沿って床ゆかを雑ぞう巾きんがけして回ることにします。

「と、その前に」

　血まみれになった服を三女の部屋で見つけた古い子供服に着き替がえます。これで着替えも三度目。脱ぬいだ二着は、後で適てき当とうに刻んで外の土に埋うめてしまいましょう。あんまりきれいな格好をしていると不自然なので、全身を適度に土で汚よごしておくことも忘れません。最初に■して縁えん側がわの下に押おし込んだクムルおばさんも、面めん倒どうでしたが一度引っ張り出して新しい服を着せてあげました。この人だけ服が脱がされていると不自然に思われてしまいます。

　そこを区切りに作業を一いつ旦たん中断します。離はなれの小屋に向かったパトレンシーナは、すでに酔よい潰つぶれていた三男以外のふたりを順番に誘さそい出し、背後からボウガンで撃うち■しました。元々ひとりは残す予定だったので、これで■■は完了。精せい霊れいたちの口くち封ふうじに移ります。

　最後に■したふたりの精霊を始め、屋や敷しきじゅうの精霊たちから魂こん石せきを抜ぬき取って回ります。従わなければ主人にとどめを刺さす、そう脅おどせば造作もないことです。そのためにいちいち精霊を死体から離はなしておいたのです。まだ主人が生きている可能性を捨てられない限り、彼らは否いや応おうなく脅きよう迫はくに屈くつするしかありません。

　かき集めた魂石はやはり外の土に埋めました。主と一いつ緒しよに井戸に落ちたターブラおじさんの光精霊だけが問題でしたが、これはまず釣つる瓶べを垂らして精霊のみ引き上げ、その後に主の救命を交こう換かん条件にすることで魂石を出させました。取引がすんなり成立したところを見ると、この時点では■■えて間もなかったか、あるいはまだ息があったのかもしれません。どうでもいいことですが。なんにせよ、魂石は後々にでも、もっと見つかりにくい場所に移す必要があるでしょう。

　そこまで終わってから、再び離れの小屋を訪れます。いびきをかいて寝ねている三男を起こさないように気を付けつつ、仕事に使ったボウガンとナイフを部屋の中に置いていきました。

「うん。──あとは仕上げだけ」

　そうつぶやきつつ屋敷に戻り、台所から別のナイフと紐ひもを持ち出して外へ出ます。それから手て頃ごろな木の枝へナイフを横向きに括くくり付けるのですが、これをしっかりと固定するのが最後の難題でした。三十分近くも試し行こう錯さく誤ごを繰くり返して、どうにか満足いく出来に仕上がります。

「ちょっと痛いよ」

　短い前置きは、いま動かしている体の本当の持ち主に対してのもの。それでも躊ちゆう躇ちよはありません。ナイフの切っ先に背を向けて数歩分の距きよ離りを取り、刃に対する体の角度を調整して──彼女は両足で思い切り地を蹴けりました。




「──ふふふ」

　刃が突つき立ったのは、いまは包帯で隠かくれている背中と肩かた口ぐちの間。致ち命めい傷しようになるぎりぎりのところまで体重をかけて切っ先を押し込んだのです。背中を流れていく血潮の感かん触しよくを思い出して、パトレンシーナは満足げにまぶたを閉じます。

「うれしいね。いじわる家族は、もういない──」

　そう独ひとり言ごちたのを境に、しんと沈ちん黙もくが降り──それから十分ほど経たった頃ころ、閉じていた両目がゆっくりと開きます。さっきまでとは打って変わって、ふたつの瞳ひとみには困こん惑わくが宿っていました。

「……え？　えっと、これって……」

　落ち着かなげに周りをきょろきょろと見回します。背中に走る刺さし傷の痛み、手に残る■■の感かん触しよく、耳に染みついた■■■の呻うめき声。それらにまつわる全すべての記き憶おくが、彼女の脳裏に浮うかびかけては一いつ瞬しゆんで消え去っていって、

「──ああ、そっか。パトレンシーナが来てくれたんだ」

　そう納得して、少女はほっと安あん堵どの息を吐はきました。──色々あったようだけれど、自分は何も悪くない。そう分かったからです。





＊






「素敵な仕事を始めましょう。私の仕事を始めましょう──」

　キオカ共和国首都ノランドット、その中ちゆう枢すうたる議会議事堂の執しつ政せい官かん執務室。

　そこで場ば違ちがいな童わらべ歌うたを口ずさみながら書類に向き合っていた執政官アリオ・キャクレイは、そのような職務態度がもたらすごく当然の帰結として、同室の秘ひ書しよから呆あきれの目を向けられていた。

「……思わず歌ってしまうほどですか。今日はずいぶん仕事が捗はかどっておられるようですね、執政官閣かつ下か」

「ああ、これはすまない。良い出会いを思い出していたものでね」

　いちおう謝りはするものの、本人の口調は少しも悪びれていない。その証しよう拠こに口数はますます増えていく。

「懐なつかしいよ。きっかけは田舎いなかの豪ごう農のうの家で起こった、三男坊ぼうの手による一家惨ざん殺さつとされる事件だった。当時の私は地方勤めの下したっ端ぱで、その時もたまたま近くにいたから様子を見に行ったんだけどね」

　秘書は諦あきらめて話に耳を傾かたむけることにする。こうなればもう止められない。

「現場を見てすぐに分かったよ──怪物が通り過ぎた後だって。十四人もの人間が一夜にして殺された屋や敷しき。にもかかわらず、それぞれの現場に争いの形けい跡せきはほとんどない。そこに見て取れたのは犯人の異常なまでの手て際ぎわの良さと、それ以上のためらいのなさ。殺人に対する忌き避ひ感かんのなさだ」

　書類を整理し続けていた秘書の動きが鈍にぶる。参ったな、と彼は思った。仕事の片手間に聞く話としては、いくらなんでも刺し激げきが強すぎる。

「不ふ謹きん慎しんだが、そんなものを見てしまうと犯人に興味が湧わいた。すでに捕つかまっていると聞いてさっそく会いに行ったんだが──一目見て『違ちがう』と思ったよ。私が目にした非ひ凡ぼんな殺人現場と、その三男坊ぼうの平へい凡ぼんな醜しゆう態たいはあまりに釣つり合わなかった」

　聞く側の心境を知ってか知らずか、執しつ政せい官かんはますます快調に語り続ける。その脳裏に過去の情景がありありと浮うかんでいるのが、聞いているだけの秘ひ書しよにまで伝わってきた。

「顔を合わせている間、彼は狂くるったように『はめられた』と喚わめいていたけれど、そんなことは言われるまでもなかった。私はさっさと席を立って、事件の唯ゆい一いつの生存者だという小間使いの少女に見み舞まいに行くことにしたんだが──」

　この時点で確信めいたものがあった気がする、とアリオはつぶやく。そうだろうなと秘書もうなずいた。こと稀け有うな人材を見み出いだすことにかけて、この男の嗅きゆう覚かくは人知を超こえているのだ。

「会ってみれば、実に良い子だったよ。それはもう驚おどろくほど純じゆん朴ぼくで善ぜん良りような子だった、まるで自分の中から悪性の部分だけを切り分けて取り除いているみたいに。だから、それが何とも、ぞくぞくするほど不自然でね──しばらく話した後、我が慢まん出来ずにカマをかけてみたんだ。『一晩で十四人もやるのは大変だったろう』って」

　その様子が、秘書にも容よう易いに想像出来た。興味が湧けば猛もう獣じゆうの住む穴にだって手を突つっ込み、その結果として腕うでを食いちぎられても笑っている──そういう人間離ばなれした印象が、この政治家には常に付きまとう。

「あの瞬しゆん間かんの彼女の変化を、どうしても私は忘れられない。本性を現した？　裏の顔を見せた？　いいや違う──一秒前とはまったく別の人間がそこに現れていた。一言で言って、あれは捕ほ食しよく者しやの目だ。どうやって私を殺すか、その死体の後始末をどうするか、それしか考えていない殺人鬼きの顔だった」

「…………」

「その悍おぞましい姿がね……一瞬前までの善良この上ない少女の面おも影かげと、それはもう凄すさまじいまでのコントラストを成していて──シビれたよ、最高に。人間はここまでの矛む盾じゆんをひとつの体に内包出来るのかと涙なみださえこみ上げた。一ひと目め惚ぼれってやつだね。気が付けばもう口説いていたよ」

　ふいに、金属の擦こすれ合うカチャカチャという音が室内に響ひびきだす。気が付けば執政官の手には知恵の輪が握にぎられていて、彼はそれを熱心に両手で弄もてあそんでいる。

「手元に置いて観察を続けるにつれて、私の中で彼女らへの理解はますます深まっていった。それを踏ふまえて語らせてもらうなら──まず、ハローマの善意は決して偽いつわりで塗ぬり固めたものではない。これはむしろ逆でね。怒いかり、憎にくしみ、他者への攻こう撃げき意思──そうした悪性の全すべてをパトレンシーナが請け負っている以上、彼女のほうには人間の善なる部分しか残っていない。だからこそ殺人や裏切りを悔くやむこともないんだ。悪を為なすのは常にパトレンシーナであって彼女ではないのだからね。もう一方がどんな悪事を犯したとしても、ハローマにはそれに対する罪悪感を背負えない。背負わないのではなく背負えないんだ。

　最初は私も勘かん違ちがいしていたが、彼女らは決して記き憶おくを共有していないわけではない。パトレンシーナが知っていることはハローマも全すべて知っているし、その逆もまた同様。だが──ひとたびパトレンシーナに行こう為いの主体を譲ゆずった時点で、ハローマにとってのその記憶は現実感のない物語になる。いたずら好きの少女を唄うたった童わらべ歌うたに成り果てるのさ。

　その壮そう絶ぜつなまでの自己欺ぎ瞞まんこそ、状じよう況きように応じて複数の顔を使い分けねばならないスパイ活動においては、この上なく最高の資質であると確信し──私は迷わず、彼女らの身み柄がらを亡ぼう霊れいたちに預けた」

　秘ひ書しよの背筋にぞくりと寒気が走る。キン、と音を立てて金管がふたつに解体し──仕組みを解き終えたそれを、執しつ政せい官かんは手の中で再びひとつに組み直した。複雑に絡からみ合いながらも決して融とけ合わず、分かたれることもない……そうあることが彼女らにとって自然なのだとでも言うように。

「仕上がりは君たちも知っての通り。スパイとしての技術を学ばせる傍かたわら、必要なタイミングで人格を切り替かえるための条件付けも済み、かくして彼女らは作品としての完成を見た。影かげたちの薫くん陶とうを受けて成長した二心一体の淑しゆく女じよは、いまや最悪の亡霊となって帝てい国こくを脅おびやかす」

　戦せん慄りつを禁じ得ない秘書の前で、アリオは口元を綻ほころばせた。彼がその目で見つけ出し、育て上げた人材の活かつ躍やくは、いつだって彼自身に他では代えられない至福をもたらす。「不ねむ眠らずの輝き将しよう」然しかり、「白はく翼よくの太たい母ぼ」然り。彼ら彼女らは皆みな、この男にとっての掛かけ替がえのない傑けつ作さくなのだ。

「楽しんでくれよ、パトレンシーナ。そして安心しなさいハローマ。──今回もやはり、君は何も悪くないのだから」





＊






　山上へ後退していく自軍を率いながら、女帝は思っていた。──何かがおかしい、と。

　それは今に始まった違い和わ感かんではなく、マシューらの内ない偵ていをかいくぐって事件が起こった時点からずっと続いているものだった。教徒たちの大だい脱だつ出しゆつ、それを追いかけて入山した先での遭そう遇ぐう戦せん、極きわめつけに帝国側の山脈麓にキオカ兵が出現──おそらく近きん隣りんの捕ほ虜りよ収容所から脱走してきたものだと予想は付いているが、だとしても全すべてのタイミングが一いつ致ちし過ぎている。

　キオカとラ・サイア・アルデラミンの暗あん躍やくがあるのは当然だ。だが、今回に関して言えば、少々の工作員が走り回った程度では実現不可能な事態が起こりすぎていた。教徒たちの行動も、キオカ兵たちの脱走も、それぞれ単体で見れば起こり得ないことではない。しかし、その両方が狙ねらい澄すましたタイミングで起こらなければ今の事態には至っていない。──山上に呼び込まれた帝国軍が、その前後から挟はさみ撃うちに遭あうという状況には。

「…………っ」

　前線で戦っているマシューらの状じよう況きようが分からない以上、まだ戦況を確定的には論じられない。だが──だが仮に、彼らもまた敵に押おされて撤てつ退たいを強しいられている最中なのだとしたら？　時間の経過と共に事態はますます悪くなる。そういう時に後方からサポートすべき自分たちが、そのための余よ裕ゆうを失っているのだから。

　無論、そうなったところで最悪切り抜ぬける自信はある。最大の懸け念ねんはそこではない。女じよ帝ていがもっとも恐おそろしいのは、この悪夢的な状況を実現するためには、帝国軍の内情を詳細に把握し、さらに国内からリアルタイムの指示を行える工作員の存在が不可欠だということだ。

　──身近に間かん者じやがいるか。

　状況から推測を進めていけば、その発想に至るのはごく自然な流れ。問題はその先だ。いったい誰だれが裏切っているのか？

　漏もれている情報の大きさから、その人物は佐さ官かん以上の高級将校である可能性が高い。でなければ知りえないレベルの情報を前提にこの事件は企くわだてられている。つまり、末まつ端たんの裏切りでは片付けられない──事態は極きわめて深刻ということ。

　背筋に悪寒を覚えながらシャミーユは考える。……例えば。──本当に、本当に例えばだが。

　いま隣にいる彼女がそうだったとしたら。自分が抱いている全すべての疑問は、一いち分ぶの余地もなく片付いてしまうのではないかと──。

「──陛へい下か、危ない！」

　鋭するどい警告の声が割って入り──続く瞬しゆん間かん、女帝の目の前に赤が舞まった。

「ぐ、っぅ……！」

　彼女をかばって立ちふさがった人物の口から苦痛の声が漏れ出す。弾はじけ飛んだ血のしずくが頰ほおに当たるのを感じながら、シャミーユは瞬時に状況を理解した。自分を狙ねらって放たれた弾だん丸がんを、彼女が──ハロが代わって身に受けたのだと。

「くっ……右の斜しや面めんの上です！　皆みなさん、陛下を守って！」

　痛みに屈くつすることなく指示を飛ばすハロ。彼女が指し示した方向に射手の姿を見て取って、周りの兵士たちは慌あわてて応射を開始した。ここまで近付かれているとは夢にも思わなかったのだ。

「衛生兵を呼べ！　ハロ、しっかりしろ！　今すぐ手当てを──」

「あ、安心してください陛下。ほら、当たったのが肩かただし、銃じゆう創そうもそんなに深くないです。これなら弾たまを抜ぬいて消毒して、あとは包帯を巻くだけで……」

「余よを狙った弾丸だぞ、毒が塗ぬってあったらどうする！　大人しく横になっているのだ！」

　鬼き気き迫せまる表情で救護を受けるハロを見守るシャミーユ。一方、その内面に兆きざしつつあった自分への疑いが吹ふき飛んだことを確信して、ハロの顔をした女──パトレンシーナは心の中で凄せい惨さんな笑みを浮うかべる。

　──うまくいった。

　そう、全すべては彼女自身が仕組んだことだ。護衛の部隊にそれとない心理誘ゆう導どうを仕し掛かけて警護の隙すきを作り、そこに仲間を招き入れて自分を撃うたせた。女じよ帝ていをかばって傷を負うという絶好のシチュエーション付きで。

　──くすくすくすくす。

　もちろん弾たまに毒など塗ぬっておらず、射手に圧縮空気ガスの圧力を減らすよう命じることで重傷にならないための保険はかけてある。だが、それでも一歩間ま違ちがえば頭に弾を受けていた可能性もあったわけで、こうした自傷じみた工作を嬉き々きとして実行する精神性は余人には理解しがたい。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶですから。陛へい下かはどうか、ご自身の安全だけを思いやってください」

　健けな気げを装った表情でパトレンシーナは忠臣そのものの言葉を口にする。──そう、この少女にはまだまだ元気でいてもらわなければ困るのだ。彼女もまた自分の同類、すなわちアリオ・キャクレイが用意した代えの利かない主演女優メインキヤストのひとりなのだから。

　この時点で帝国が統治者を失って無む秩ちつ序じよに陥おちいることを、かの執しつ政せい官かんは断じて望まない。軍ぐん閥ばつ時代に逆ぎやく戻もどりした国土はたちまち荒こう廃はいし、それを制した時に得られる富も大きく目減りしてしまう。よって必要最低限の統制を維い持じさせながら、維持出来なくなった領土と国民を段階的に吸い上げていく。それがアリオの望む気の長い勝利の在り方なのだ。

　──あなたが直接ここに駆かけつけたのは、正直予想外だったんだよね。

　今回の作戦の目的は大きく三つ。教徒たちの国外脱だつ出しゆつの実現、エルルファイを始めとした捕ほ虜りよたちの奪だつ還かん、それらに伴ともなう帝国軍への打だ撃げき。女帝の暗殺も誘ゆう拐かいもそこには含ふくまれていない。この場においてシャミーユの存在はイレギュラーなのだ。

　──だから安心して。ちゃんと守ってあげるから。

　策が九割がた成じよう就じゆした今となっては、パトレンシーナには逆に「やり過ぎ」を防ぐための気き遣づかいが求められる。女帝の傍かたわらを離はなれずに安全を確保する、それは皮肉にもハロの務めとほぼ同じ。裏切りの嫌けん疑ぎもひとまず吹ふき飛ばしてあり、今後の活動に支障はない。──が、

　──でも。ほかの人たちは、みんな死んじゃうかもね。

　前線で撤てつ退たいを始めているだろうマシュー、トルウェイらの姿を、女は順じゆん繰ぐりに思い浮うかべる。彼らふたりは生還してくれたほうが都合がいいが、叶わずとも罪悪感はない。そうした善ぜんなる感情の機き微びはハロの担当であって、彼女のほうでは最初から受け持っていない。

　──うふふふふふふふ！

　パトレンシーナ──悪い子になれなかった少ハ女ロの憧あこがれが生み出した悪の偶ぐう像ぞう。

　彼女を彼女たらしめるのは、すでに利己の範はん疇ちゆうさえ逸いつ脱だつした純じゆん粋すいなまでの嗜し虐ぎやく性せい。その根本はアリオ・キャクレイですら本当の意味で制せい御ぎよしきってはいない。

　あるがまま自由に奔ほん放ぽうに、どこまでも悪あく辣らつに残虐に。

　そうあって欲しいと望まれた姿のまま、無む垢くなる悪あつ鬼きは花畑を走るように戦場を駆かけ巡めぐる。




　──素敵な仕事を始めましょう。わたしの仕事を始めましょう。




　童わらべ歌うたが始まる。彼女の活かつ躍やくを物語る歌が。そこには地じ獄ごくが歌われている。
















「──むぅ。これは、参ったでありますな」

　戦いに揺ゆれる大アラファトラの山並みから、南に大きく離はなれた帝てい都とバンハタール。その中央にそびえる宮きゆう殿でんの一角に、この日は少々珍めずらしい光景があった。ルカーンティ大たい尉いが腕うでを組んで悩なやんでいるのだ──非常に難しい状況を前にして。

「いえ──もちろん分かっているのであります。そちらに邪よこしまな念のないことは、じゅうぶん分かっているのでありますが」

　これまたらしくない、奥おく歯ばに物が挟はさまったような言い方。状じよう況きようが始まってからこの方、自分に対して試みられる説得に対して、彼女は持ち前の明快さを発はつ揮き出来ずにいる。この騎き士しの娘の眉み間けんにシワが寄るという事態は、果たしてその人生で何回目の出来事なのか。

「しかしながら、小官が陛へい下かから託たくされた任務は、『留守の間は何者も通すな』でありまして」

　そう言われている以上、いつもなら何ひとつ悩む必要はない。ルカーンティ・ハルグンスカは女帝に仕える騎士なのだから、その職分を全力で全まつとうするだけのこと。必要なら命を費やすことにさえ抵てい抗こうはない。

「……あの方の遺い志し、ですか。それを言われると辛つらいでありますな、小官も」

　だが──その使命を誰から引き継いだかを考えると、彼女にはもう昔ほど単純に物事を捉とらえることは出来ない。──騎士は正しく在らねばならない。しかし、それは機械仕じ掛かけの正しさであってはならないのだと、彼女は以前より一歩進んで自分の在り方を見直している。

「───ああ、もう、分かり申した！　通られるが宜よろしいであります！」

　葛かつ藤とうの末、根負けしたように諸もろ手てを上げて、ルカーンティは唇くちびるを尖とがらせながら言う。

「ただし。この首を陛下に刎はねられる時は、貴官にもご一いつ緒しよ願うのでありますよ」







　宮殿の敷しき地ち内でも、後こう宮きゆうを中心とする一帯の静せい寂じやくは、昼夜を通じてひときわ揺るがない。

　誰だれもくだらない好こう奇き心しんの代だい償しように首を刎ねられたくはないのだ。女帝の即そく位いから二年以上が経たち、かつての住人であった寵ちよう姫きたちの気配が絶えて久しいこの空間を、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクは宮中における最大の聖域としてかたくなに守り続けている。

　そこに住まうのは、いまやたったひとりの青年だけ。シャミーユにとっての罪であり罰ばつである最愛の人物。その彼は中庭に面した一室に身を置いて、今日も物言わぬまま、止まった時を生き続けていた。

「──────────」

　その姿を目にして、以前の彼を知る者は誰もが思うだろう。──まるで残ざん骸がいだ、と。

　そこには何もない。かつては湯水のように湧わいて出た冗じよう談だんも、暇ひまさえあれば叩たたいた憎にくまれ口も、人々を楽しませた大げさな身み振ぶりも、複雑な感情と理知をもろともに宿した黒い瞳ひとみも。彼を彼たらしめていた一切はとうの昔に失われて、ただそれらが存在したことを示す巨きよ大だいな空くう洞どうだけが虚うつろな人型を晒さらしている。

　そこから見て取れることはたったひとつ。──失ったのだ。この青年は、余りに多くを。




「──邪じや魔まをするぞ、連隊長殿どの」




　墓地のそれにも等しい静せい謐ひつが支配する空間に、そのとき力強い声が無ぶ遠えん慮りよに割って入った。

「後こう宮きゆうなんぞ初めて入るが、こうも辛しん気き臭くさい場所だとは思わなんだぞ。気が滅め入いって敵かなわん。私ならこんなところに愛人は囲わんな」

　新生「旭日連隊グラ・メストエリ」の参さん謀ぼう長ちようを自認する男、陸軍大たい将しようクバルハ・シバが持ち前の豪ごう快かいさで口を利く。そのまま旧知の青年が横たわる寝しん台だいに歩み寄り、問答無用でその体を抱え上げた。

「さて、少しばかり散歩に付き合ってもらうぞ。……む？　何か手に持っているのか？」

　一向に青年から反応はない。が、掛かけ布に隠かくれていた手元を見下ろすと、そこには鞘さやに収まった一ひと振ふりのマンゴーシュが握にぎられていた。シバ大将は得心してうなずく。

「……彼女の短たん剣けんか。そうだな、それは大切だ。しっかり腰こしに差しておけ」

　短剣とパートナーのクスをベルトで腰に固定してやってから、彼は改めて青年を背負い上げる。

「では行くとしよう。外は良い天気だぞ、イクタの坊ぼう主ず」

　友人の息子とちょっと外出するだけ。傍はた目めにはそんな風情で、シバは実に二年ぶりに青年を後宮から連れ出したのだった。







　後宮を出てしばらく経たった頃ころには、「少しばかり散歩に」というシバの表現が甚はなはだ過小なものだったことが明らかになっていた。ふたりを乗せて走り出した馬車は、帝てい都との街並みを抜ぬけてなお北へ北へと進み続けている。元からかなりの遠出を予定していたようだ。

　声を無くしたように黙だまり続ける青年とは対照的に、シバのほうは道中延々と喋しやべり続けた。車しや窓そうから覗のぞく景色にいちいち感想を述べ、バダのもとで働いていた頃を懐なつかしみ、「いまは自分よりも陛へい下かのほうが国中を走り回っているくらいだ」とフットワークの重くなった境きよう遇ぐうを嘆なげく。

　応答がないまま時間が過ぎていき、やがて目的地に到とう着ちやくした馬車が足を止めた。ぼんやりと座ったままの青年を背負ってシバが客車から降りていく。やや離はなれた位置に立っていた炎えん髪ぱつの男と目が合い、軽く目礼した。

「待たせてしまいましたか、元げん帥すい閣かつ下か」

「──否いな。到とう着ちやく時刻は適てき正せいである」

　二刀を腰こしに差した壮そう年ねんの男性──帝てい国こく軍ぐん名めい誉よ元げん帥すいソルヴェナレス・イグセムは、鋼はがねのように硬こう質しつな声でそう述べた。それから背後の林に視線をやり、表情ひとつ変えずに再び口を開く。

「ここから先は、いささか足場が悪い」

「そのようですな。この様子だと、ちょっとした山歩きになりますか」

　眼前に広がる木立の奥おく深ふかさを予想するシバ大たい将しよう。準備運動のつもりか、青年を背負ったまま器用に腕うでを回す。多少の悪路など物ともしなさそうな相手の姿ではあったが、イグセム名誉元帥は言葉を付け加えた。

「往路に要する時間は四十分を予定している。その間、貴官に負担が偏かたよるのは好ましくない」

　そう言って、炎えん髪ぱつの将はふたりに背を向ける。荷重に備えて地面に膝ひざを突つき、両腕は後ろに。広い背中にひとり分の席を空あけたその姿に、意図を見て取ったシバ大将が目を丸くする。

「呼んだ側の務め。──彼は、私が背負おう」







　鈍にび色いろの視界。光はか弱く、音は分厚い毛布を隔へだてたように遠い。

　目も耳も、鼻も舌も、全身の肌はだも──いまや全すべての感覚器官は世界に向かって閉じている。無感であることだけを望んで、じっと闇やみに沈しずんでいる。それで良かった。興味を向けるべき何物も、もはや外界には残っていない。

　でも──だとしたら、これはいつからだろう。

　気が付けば、大きな背中におぶさって揺ゆられている。重い霧きりがかかった意識の中で、それだけをぼんやりと感じている。

　心地良いとは、一いち概がいに言えない。安心感と並んで、ある種の悔くやしさ、座りの悪さがある。

　記き憶おくを遡さかのぼっても、父親におんぶをせがんだことがない。母にはよく求めたが、父に対して同じように甘あまえることには、なぜか常に心のブレーキが働いた。こいつはいつか越こえていくべき壁かべだと──そんな子供じみた対たい抗こう心しんを抱いていたのかもしれない。

　だから、父におぶわれたのは、そうする以外にどうしようもない時。たとえば足をくじいて歩けなくなった時だとか。──悔しいのはそういうこと。越えていきたい相手に弱みを晒さらして身を委ゆだねている自分。その情けなさに、苛いら立だちを覚えずにいられなかったのだ。

「──軽いな」

　ふと、記憶に残る父の声とは違ちがう、もっと硬質で不器用な言葉が、背中越しにかけられた。

　軽いな、と。ただそれだけで、後には何も続かない。

　それでも、不思議と分かってしまった。その一言を口にするまでに、相手の中でどれだけ多くの言葉が生まれて消えたか。どれほどの思いが残ざん酷こくに削そぎ落とされていったのか。

　ちゃんと食事を取っているか──旧友の息子を案じて、そう尋たずねたかったかもしれない。
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　仲間が心配するぞ──年長者の立場から、そう苦言を呈ていしたかったかもしれない。

　現実には、男はどちらも決して口にしない。自分にその資格がないことを理解しきっている。大人として当たり前の気き遣づかいも、人生の先せん達だつとしての価値ある助言も、そこに実が伴ともなわなければたちまち最低の詭き弁べんに堕だすのだと。

　男は、軍人として国を守ってきた。人々が秩ちつ序じよを失わぬように、世が二度と戦乱に陥おちいらぬように。しかしそれは、ひとりの大人として子供を守ることと致ち命めい的てきに両立しなかった。

　我が子だけではない。一方に国家を載のせた天てん秤びんの反対側に、男はその人生の中であらゆるものを載せることを強しいられてきた。護国の大義という絶対の重みが、そのもの以外の全すべてを些さ事じとして踏ふみにじり葬ほうむった。

　果たせなかった約束。報むくえなかった友情。それら無数の屍しかばねと懊おう悩のうの上に、男の生しよう涯がいは築かれている。

　いや──築かれてきた、と言うべきだろう。

　もう長くはない。男自身も、男が守り抜ぬこうとした国も、遠からず朽くち果てて屍を晒さらす。

　気が付けば、互たがいの立場は余りに似通っていると、そう思う。

　何も守れなかった、ふたりの失敗者として。







　林道を抜ぬけた先で彼らを迎むかえたのは、場ば違ちがいに立派な、しかしどこか武骨な石造りの館やかただった。

「やぁ──ようこそ、お三方とも」

　門の前まで来たところで主人と見える中年男性が現れ、人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべて三人を招き入れる。イグセム元げん帥すいも一礼し、青年を背負ったまま門をくぐった。シバ大たい将しようも後に続く。

「お疲つかれでしょう。いかんせん不便な場所にありますからね、ここは」

　応接室まで通された三人に氷の入った冷茶が振ふる舞まわれる。テーブルを囲んで喉のどを潤うるおす間、唯ゆい一いつカップに手を付けようとしない青年に視線をやって、男は尋たずねた。

「その青年が、バダ大将の？」

　イグセム元帥は静かにうなずいてみせた。それを受けて、男はひどく感かん慨がい深ぶかげに微笑ほほえむ。

「そうですか。……よくいらっしゃいました。本当に、よく」

　それきり言葉は挟はさまず、男たちはゆっくり時間をかけて各おの々おのの一杯を干した。流れた時の重みを嚙かみしめるように。







「今日までここを守り続けてきた甲か斐いがありました」

　休きゆう憩けいが済み、三人は男に先導されながら館の奥おくへ足を運んでいく。途と中ちゆうの廊ろう下かで何人かの男女に敬礼を受けている間、挨あい拶さつを返しながらシバは察した。──彼らが単なる館の使用人ではなく、軍歴を持つ同類であることを。

「あるいはもう、誰だれも訪れないのかと思っていたのです。このまま歴史の陰かげに埋うもれていくのみかと、柄がらにもなく世を儚はかなんでおりました」

　主人の男がしみじみ語る内容からも、この場が設もうけられるに至った事情は推おし量ることが出来る。その辺りの説明は事前にイグセム元帥から受けてあったが、シバ大将もこの場を訪れるのは初めてだった。先に待ち受けるものを想像しつつ、彼は炎えん髪ぱつの将に背負われた青年の様子をちらりと横目でうかがう。

「この部屋です。どうぞ、お入りください」

　錠じよう前まえを外した両開きの扉とびらが三人を迎むかえ入れる。イグセム元帥が青年と共に入室し、シバ大将は固かた唾ずを飲んでその後に続いた。







「おお……」

　部屋の中を見み渡わたして第一声、シバは感かん嘆たんの声を漏もらす。かつて日にち没ぼつと共に失われたはずの空間、震ふるえるほどに懐なつかしい空気が、そこには残っていた。

「確かに、あの方の使っていらしたものだ……」

　コンパス、ボウガン、懐かい中ちゆう時計──その他数多くの、棚たなや机の上に整然と安置された遺い品ひん。ひとつ残らず丹たん念ねんに使い込まれ、バダ・サンクレイの気配を色いろ濃こく残すそれらを、「日にち輪りんの双そう璧へき」の片割れは揺ゆれる瞳ひとみで見つめる。

「状態もいいでしょう。手入れは欠かしておりませんから」

　そう言って誇ほこらしげに微笑ほほえむ館やかたの主人に、シバは感謝を込めて深いうなずきを返す。……誰だれもあえて語りはしないが、これらが残されていることは奇き跡せきに近い。実態はともかく、公的には戦犯とされている人物の遺品なのだ。本来なら手厚い保管など望むべくもなく、むしろ率先して焼しよう却きやく炉ろに放り込まれているべき品々とすら言える。

　そうなっていないのは、ひとえにそれを望まなかった人間がいたということ。旧友の犠ぎ牲せいの上に導かれた煉れん獄ごくを生きながら、この場所の設立と維い持じに尽じん力りよくした炎えん髪ぱつの将──その壮そう絶ぜつ極きわまる心境は、生前のバダの側近であったシバ大たい将しようにさえ、そう安あん易いには慮おもんぱかれない。

「例のものはいちばん奥おくです。──私はここで外しましょう。時間など気になさらず、どうかごゆっくりとお過ごしください」

　頃ころ合あいを見て取った館の主人が一礼して部屋を去っていく。その気配が閉じた扉とびらの向こうに遠ざかり、故人と深い縁えんを持つ三人だけが残された空間で、ソルヴェナレス・イグセムはおもむろに口を開いた。

「貴官を……否いな、君をここへ連れてきたのは」

　話しつつ、それも遺品のひとつである古びた椅い子すに青年を座らせる。してみると、彼の目の前には布を被かぶった長方形の何かが置かれていた。縦たてが五十センチ、横が八十センチほどで、奥行きは五センチもない。物言わぬ青年の黒い瞳が、その物体をぼんやりと映す。

「第一に、これを見せるためだ」

　そう言い置いて、ソルヴェナレスはおもむろに掛かけ布を取り払った。







　それを目にした瞬しゆん間かん、おぼろげだった青年の視界が根底から揺さぶられた。

「──────あ」

　くすんだ鈍にび色いろに沈しずむ世界の中に、鮮あざやかな色合いを備えて、一枚の絵が現れる。

　木製の額がく縁ぶちに収まったそれに、技ぎ巧こうにおいて光るところは何もない。素そ朴ぼくな筆ふで遣づかいとありふれた構図。誰もが思いつく普ふ遍へん的てきな題材。そのくせ描かいた人間の想おもいの強さだけは疑いようもなく、線のひとつ塗ぬりのひとつに一切の手て抜ぬきがない。そこには馬ば鹿か丁てい寧ねいという表現がぴったりと当てはまる。

「────あ、あ」

　熱意だけが取とり柄えの凡ぼん才さい画家の手になる、その絵の中に──彼の無くした全すべてがあった。

　ユーカ・サンクレイが微わ笑らっている。整った口元を小さく綻ほころばせて、生前のまま儚はかなげに。

　バダ・サンクレイが微わ笑らっている。愛する妻の隣となりで、その幸せを強く嚙かみしめるように。

　そして──穏おだやかに佇たたずむ夫婦の前に、男女ふたりの子供が並んで描えがかれていた。

　両親の愛を享うけて得意げに胸むねを張る、黒くろ髪かみの少年が。

　その隣に凜りんとした風格をまとって立つ、炎えん髪ぱつの少女が。

「───あああああああああ…………！」

　震ふるえる両手で額がく縁ぶちを抱えて、イクタ・ソロークは狂くるおしく泣なき叫さけぶ。

　在りし日のままの光景がそこにあった。彼が守りたかった全すべて、守れなかった全てが、少しの誇こ張ちようも脚きやく色しよくもないままに切り取られていた。

　引き裂さかれるような郷きよう愁しゆうが胸を満たし、二年前に枯かれ果てたはずの涙なみだが止めどなく頰ほおを伝って落ちる。二度と戻もどらない幸せな時と代きが、変わり果てた現い在まを生きる青年の心に突つき刺ささる。

　──疑わなかった。かつての自分は、この光景が未来においても在り続けることを少しも疑っていなかった。何があっても守り切れると信じていた。彼女と一いつ緒しよなら、彼女と共に在る限りは、恐おそれるものなど何もないのだと。

　けれど、ひとつずつ失った。手の届かない場所で父が死に、手の届く場所で母が逝いって、この腕うでの中で彼女を看み取とった。死力を尽つくしてなお、守りたかった命は悉ことごとく指の間を零こぼれ落ちた。

　そして、此こ岸こに独り残される。ただ死んだように、無む為いの時間を生き長らえている。

　息を続ける理由さえ、もう、どうしようもなく分からないままに──。

「──題は、『家族の肖しよう像ぞう』。娘を遊学にやった時期に描かいたものだそうだ」

　長い慟どう哭こくが止やみ、代わってソルヴェナレスの声が響ひびく。その言葉に、いつもの鋼はがねじみた硬かたさはもはやない。

「この絵を含ふくめ、君には以前一度、バダの遺い品ひんの引き取りを断られている。その時、君はこう言っていた。──『最後に家族じゃなく国を守って死んだ奴やつのことなんて知らない』と」

「…………」

「遺族の心情として無理はない。彼を死なせた当事者である私に何を言う権利もない。だが、これだけはいつか伝えたかった。バダの最後の選せん択たくはそうではないのだと」

　深しん紅くの瞳ひとみが告げている。それを教えるために、今日この場を設もうけたと。

「あの時、大規模な侵しん攻こうを始めたキオカ軍に抗あらがうために、私とバダのいずれかが迎げい撃げきに打って出なければならなかった。しかし、それは同時に勅ちよく命めいによって封ふうじられてもいた。故ゆえに──どちらかが禁を犯さねばならなかった。事後に戦犯として裁さばかれることを覚かく悟ごした上で」

　ソルヴェナレスは語る。黒髪の青年があえて問い質たださなかった、父の死にまつわる真相を。

「ならば自分が死ぬ番だろうと、当時の私は喜びをもってそう考えた。バダに対する全ぜん幅ぷくの信しん頼らいがあったのだ。私亡き後の帝てい国こく軍を──イグセムが退いた後の国の行く末を委ゆだねるなら、彼を置いて他にはないだろうとさえ思っていた。

　だが、今にして思えば、それは私の弱さだった。長い年月の間に歪ゆがんでしまった帝国の在り方に、心の奥おく底そこで限界を感じていたことは否いなめない。イグセムに代わる担にない手を求めた私は、かつて君の父にその片へん鱗りんを見み出いだし、愚おろかにも一方的に期待した」

　言葉のひとつひとつに凄すさまじいまでの自じ罰ばつがにじんでいた。シバ大たい将しようがごくりと唾つばを飲む。

「知っての通り、バダ自身はまったく野心的な人間ではなかった。最初から望んで軍に入ったわけでもなく、傍はたから見れば輝かがやかしいその出世すらも、本人の認識では放り込まれた前線で苦境を凌しのいだ結果の副産物でしかなかったはずだ。そうした境きよう遇ぐうは、おそらく君にも覚えがあることだろう。

　しかしそれでも、あるいはだからこそ、彼は戦場にあって誰だれよりも輝いていた。独自の視点から状じよう況きようを見て取る分ぶん析せき力りよく、余人には思いも寄らない提案をしてのける発想力、その全すべてを実行するに当たって躊躇ためらわない行動力。彼が指し揮きを執とる姿は仲間を魅み了りようして已やまず、私もまた誰よりも魅せられた。彼は私にとって無二の戦友であり…………英雄だった」

　血を吐はくようにソルヴェナレスは告白する。過去の己をつぶさに思い返しながら。

「テルなどは彼を好敵手と見なしていた面もあるが、私はそうではない。むしろ真逆、バダが私を追い抜ぬいて出世していくことを望んでいた。彼に導かれた先にある帝てい国こくの未来を夢見て已まなかった。そう──決して表に出せぬ期待ではあったが、私はバダの指揮下に入りたかったのだ。

　だが、その実現を許さなかったのもまた、私自身を含ふくむイグセムであり軍そのものだ。一いつ般ぱん的てきな軍人とはあからさまに異質な価値観を持つバダという将校を、当時の上層部はもてはやしながらも常に警けい戒かいした。国家の体制そのものに変へん革かくを及およぼしかねない傑けつ物ぶつを、なればこそ穏おん便びんに飼い慣らそうとし……イグセムとしての私もまた、その方針に同調した」

　温度のない声で男は言った。──この時期から、彼の精神は致ち命めい的てきな矛む盾じゆんを抱え始める。

「帝国史上唯ゆい一いつの独どく立りつ全ぜん域いき鎮ちん台だい──通称『旭日連隊グラ・メストエリ』も、そうした状況の中で導かれた妥だ協きようの産物と言える。破格の扱あつかいではあるが、その司令官の立場はあくまで一いつ介かいの連隊長に過ぎない。これだけ特別扱いしてやるのだから、それで満足しておけ──そういうことだ。バダの出世の上限はそこに設もうけられ、彼もまた異を唱えなかった。──不満を残したのは私だ。

　バダによる変革を胸きよう中ちゆうに夢見る一方で、しかし私は骨の髄ずいまでイグセムでもあった。自らの行動が軍に投げかける波は紋もんを思えば、この手でバダを神輿みこしに担かつぎ上げるような真ま似ねは不可能だった。ただでさえイグセム派とレミオン派の軋あつ轢れきが激化している時勢に、一方の派は閥ばつの象しよう徴ちようである私が、まったく別の傑物を次代の担い手と仰あおぐ──そんな暴挙に及およんだ日には、どれだけの混乱が巻き起こるか知れたものではない。

　故ゆえに、私は機会を待っていた。帝国軍の頭をイグセムからバダに切り替かえるための好機を。そうならざるを得ない状況に、帝国が追い込まれることを」

　男もまた、どうしようもなく追い詰められていたのだ。守るべき帝国の先のなさに。その破は滅めつを先送りにすることは出来ても覆くつがえすことは出来ない、守護者としての己の矛盾に。

　その焦こげ付きに、周囲の誰だれも気付かなかった。彼が密ひそかに希望を向けていたバダでさえ、友の心境を正しく汲くんではいなかっただろう。否いな──汲ませるわけにはいかなかったのだ。

「そして話は最初に還かえる。キオカ軍の侵しん攻こうが始まり、私かバダのいずれかが勅ちよく令めいを犯すことを強しいられたあの時──ついに来たと思ったのだ、私は。待ちわびた変へん革かくの時が。ここで自分が勅令を犯して失しつ脚きやくすれば、次のトップはバダが務めざるを得ない。テルもそれを望む。その交代から生じる組織の変化によって、帝てい国こくは否いや応おうなく新たな方向へ舵かじを切るはずだと確信した。

　腐ふ敗はい貴族たちの謀ぼう略りやくによって導かれた状じよう況きようではあったが、結果として、それは私の望むところでもあった。帝国の未来が新たな局面に向かって拓ひらかれる、そのための生いけ贄にえに捧ささげられるなら心底から本望だった。故ゆえに、バダにそう告げて、私は迫せまり来るキオカ軍の迎げい撃げきに向かうことにした。──向かおうとしたが」

　口元にかすかな自じ嘲ちようが浮うかんだ。ソルヴェナレスは右手の指先を顔に当てて言う。

「その時初めて、バダは私の頰ほおを思い切り殴なぐった」







「──頼たのむから目を覚ませ、ソル」

　閉めきられた基地の一室に苦痛混じりの声が響ひびく。一撃されても微び動どうだにしなかった炎えん髪ぱつの将に対して、慣れないこぶしを振ふるったバダのほうが逆に手首を痛めていた。

「いいか。確かにおれはちょっとばかり目め端はしが利くかもしれないし、他人よりもいくらか兵の扱あつかいが器用かもしれない。でも、ただそれだけだよ。一皮剝むけば、下へ手たくそな絵を描かくだけが趣しゆ味みのどこにでもいるおっさんに過ぎない。国の行く末なんて預けられたってあっという間に持て余すだけだ」

　無言で佇たたずむソルヴェナレスは、しかし沈ちん黙もくの中に強い反論を宿している。国を救い得るのは目の前の男だけだという確信。その思い込みに囚とらわれた友人に、けれどバダは首を横に振ってみせるしかない。

「……なぁソル。ひとつの国の在り方が行き詰づまった時、それまでの主流とは異なる尖とがった主張を声高に行う者はしばしば現れる。そいつは英えい雄ゆうと呼ばれ、従来の体制を見限った人々を取り込んで巨きよ大だいな組織を作り上げるだろう。じゃあその後は？　そうだな──世にも稀まれな幸運に恵まれた結果、あるいは新興国家の元首として一時代を築き上げるまでに至るかもしれない」

「…………」

「でも、せいぜいそこ止まりだ。その国は一代限りで滅ほろぶ。……彼以外の人間が、自分の頭で物を考えることを放ほう棄きしている限りは」

　黒い瞳ひとみに宿った光が友の間ま違ちがいを咎とがめる。それは他でもなく、相手を対等の存在と信じるからこそ。

「こいつなら必ずやってくれる。こいつなら運命を託たくせる。こいつなら無条件で信じられる。──どれも耳みみ触ざわりのいい言葉だから参ってしまうよ。けれど、こと国家の先行きを論じる時、これらは全すべて形を変えた思考放ほう棄きに過ぎない」

「…………！」

「なぜか分かるかソル。それはな──いかなる政体の下であれ、万単位の人口を抱える共同体を一個人が背負うなんてことは不可能だからだよ。国は集団の役割分担によって営まれるものだ。たとえそれが専制君主の支配する独どく裁さい国家であったとしても」

　傍はたから聞けば、それは自明の事実を述べただけに思えたかもしれない。国家は個人で営むものではないと、そんなことは子供でも分かる道理に違ちがいない。しかし一方で、人々は確かにそれを忘れがちなのだとバダは言う。国家の命運を背負って立つ誰だれか──それを一個人のカリスマに求める考え方自体が、すでに偏かたよった思い込みだと多くの人々は気付けない、と。

「ソル、率直な見解を聞かせてくれ。──きみの眼で見て、帝てい国こくはあと何年もつ？」

　尋たずねられたソルヴェナレスが、ややあって答えを重く口にする。国の余命の推定を。

「……百年は、約束出来ない。国土を段階的に縮小しながら、六十年、或あるいは五十年……」

「五十年、上等じゃないか。考えてもみるといい。キオカという外敵と隣となり合った場所に生まれた新興国が、それだけの年月を生き延びられる確率がどれだけあると思う？　いいかい、この情勢でイグセムを失った帝国が陥おちいる状じよう況きようはそれと大差ない。おれが生きている間ぐらいは何とかなっても、その後は乱世に向かって転がり落ちるしかない。そうやって分ぶん裂れつした勢力を、キオカはひとつずつ吞のみ込んでいくだろう」

「…………」

「それがいまさっき、きみがおれに振ふろうとした無茶の正体で……同時に、きみの一族が背負い続けてきた重荷でもある。知っているだろうソル。今日までずっと、おれはそれを何とかしたかった。イグセムに押おし付けられてきた重責を少しずつ他に分配して、軍組織の体質を内部から変えていき、ひいては軍に依い存そんした国の在り方を段階的に正していく……それがおれの思い描えがく未来だった。遠回りで時間もかかる、その代わりに誰かが新たな犠牲者えいゆうになることのない、ね。

　英雄頼だのみの救国なんて、どう転んだところで目も当てられない大おお博ばく打ち。ましてやおれは英雄なんかじゃない。もしそう見えていたとしたら、それはきみやテルがいつも隣となりで支えてくれていたからに違いない」

　ため息混じりにつぶやくバダ。その顔に、色いろ濃こく苦く悩のうが浮うかぶ。

「悔くやしいけれど、そんなおれの試みも成功はしなかった。この状況に追い込まれたということは、腐ふ敗はい貴族たちとの政争のどこかで致ち命めい的てきな下へ手たを打ったんだろう。ならばいっそと思いたくなる気持ちも分からないじゃない。ここできみを犠牲に差し出すくらいなら、開き直ってクーデターでも何でも起こしたい気持ちはおれにだってあるさ。きみが一いつ緒しよにやってくれるっていうなら、少しは本気で考えたかもしれない」

　鏡写しのように、ソルヴェナレスの顔にも苦く渋じゆうがにじむ。──それだけは、出来ない。骨の髄ずいまでイグセムである男には決して出来ない。事こと此こ処こに及およんでもなお、守り続けてきた国から最悪の裏切りを受けてもなお、自分の死後を預けるという形でしか、彼には国の変へん革かくを望めない。

　命ある限りは護国の任を果たすのみ。それが、彼の五体と魂たましいに刻まれた炎えん色しよくの宿業であり、

　彼の親友もまた、誰だれよりもその在り方を理解し、尊たつとび──その上で、残ざん酷こくな言葉を紡つむぐ。

「でも──その上で、帝国は保たれるべきだとおれは思う。少なくとも、今はまだ。いもしない英えい雄ゆうに何もかもぶん投げる以外の選せん択たく肢しが生まれるまでは。おれみたいな戦争屋が武力にものを言わせて新たな国を興おこすんじゃ、その流れは千年前と何も変わらない。生まれた国家も泡あわのように消えるさ。歴史が嫌いやというほど繰くり返したように」

「…………」

「いまここに英雄はいない。百歩譲ゆずっていたとして、そんなものに縋すがる無様はおれが許さない。──それを踏ふまえて考えるんだソル。おれたちが何を考えて何をすべきか」

　そう言って、バダは両手で友の肩かたをつかむ。これでようやく話し合いのスタート地点に付けたと示すように。

「おれかきみが手勢を率いて敵を迎むかえ撃うつ。悔くやしいけど、どうやらその点は動かせそうにない。攻せめ入ってくる敵軍を放置したらえらいことになる。そしてどうやら、そのためには勅ちよく命めいを無視した兵の運用が必要になるらしい」

　重くうなずくソルヴェナレス。彼らに許された選択肢は、余りに少ない。

「言うまでもなく、勅命を破れば死罪は免まぬがれない。つまり──この敵を迎え撃った後、おれたちのどちらかが確実に死ぬ」

「…………」

「こうなったら、いっそ籤くじを作るのもひとつの手かもしれないな。──でも、その前におれの話を聞いて欲しい。

　率直に言おう。二千万の国民の命に優先して、おれには何としても守りたいものがある。言うまでもなく、嫁さんと子供の未来さ」

　その意思を聞いた瞬しゆん間かん、ソルヴェナレスは心から救われた思いになった。友を戦地に追いやって自分だけが生き長らえる、その最悪を選ばずに済むと安あん堵どした。

　ならば言っても良いだろう──後は任せた、と。

　さっきの話を踏ふまえても、ソルのバダに対する信しん頼らいは揺ゆらがない。国も自らの家族も、彼ならば全すべてを良い方向に導いてくれると疑いなく確信し、

「だから、今回はおれに行かせて欲しい」

　それを真っ向から否ひ定ていするバダの決断を前に、愕がく然ぜんと立ち尽つくしていた。

「理由はシンプルだ。このタイミングできみが戦犯として処刑されれば、イグセムという家そのものが連座して潰ついえる。苦々しいが、この状じよう況きようを作った狐きつねの狙ねらいはそれだろう。

　そうなった時に──ヤトリちゃんを救える自信が、おれにはない」

　それを聞いた瞬間、炎えん髪ぱつの将は心臓を貫つらぬかれるようだった。バダはため息をついてうつむく。

「すまないな、ソル。きみの娘、まだ口説けてないんだよ。……あの三か月、おれなりに全力で挑いどんだんだけどさ。あの子はきっと、滅び行く家と運命を共にしてしまう」

「……なぜそこで、娘の名前を、出す。妻子の未来を守るのでは、なかったのか」

「ああ、守るさ。イクタの未来には、あの娘の存在がどうしても必要なんだ。──預かった三か月でよく分かったよ、あの子たちは絶対に共に在るべきだって。ああいう出会いは、人生で二度はない」

　そう告げる相手の表情の優しさに、ソルヴェナレスはどうしようもなく理解してしまう。父親失格の男が救いを求めて預けた娘は、バダにとってすでに実の子供にも等しい存在なのだと。妻子と並べて守ることに何の躊躇ためらいもない相手なのだと。

「……処刑の後、家が諸もろ共ともに潰つぶされるのは、サンクレイとて同じことだ……」

「そうだな。でも、その程度でイクタは終わらないよ。あいつは家にも姓せいにも縛しばられちゃいない。たとえサンクレイでなくなったところで、他にいくらでも活路を見み出いだして生きていく。そういうやつさ」

「細君にとっても辛つらいことになる。彼女はただでさえ体が弱い」

「イクタと支え合って何とかしていく。生活への支し援えんは……ソル、きみを頼たよりたい。嫌いやとは言わないだろ？」

　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを込めて微笑ほほえむバダ。ソルヴェナレスは血がにじむまで両のこぶしを握にぎり締しめる。

「……分かっているのか。別れを済ませる時間さえ、もはやない」

「息子はおれを恨うらむだろう。──仕方ないよな。だって、おれたち大人の不ふ手て際ぎわなんだから」

　沈ちん痛つうな面持ちでバダはうつむく。ならばと割って入りかけた旧友を、続く言葉が押おし留とどめる。

「たださ、そう考えると納得はいくんだよ。軍人には嫌いや々いやなった。英えい雄ゆうになったつもりは毛頭ない。でも──父親には、それだけは自分で望んでなったんだ。誰だれかに強しいられたわけでも状況に流されたわけでもない。自分からその役割を選んで始めたんだ」

「……っ……」

「だから──人間が命を使う理由としては、こいつがきっといちばん上等なんだよ。

　おれは最後まであの子たちの親で在りたい。分かってくれないか、ソル──」







「──君の父は、バダ・サンクレイは、最後に国を守って死んだのではない」

　追つい憶おくを経へて、ゆっくりとまぶたが開く。視線を青年に戻もどし、ソルヴェナレスは告げる。

「彼が守ろうとしたものはそこにある。この絵に全すべて描かいてある。私の娘も、その中に」

　直視出来ずに目を伏ふせる。あまりに尊いものを前にした時、多くの人がそうするように。

「最愛の妻とふたりの子供らが共に生きる未来。ただそれだけを望んで、バダは最後の戦いに臨のぞんだ。全ぜん霊れいを以もつて打ち勝ち──そして逝いった。

　彼は最後まで君の父親だった。最初から失格していた私とは違ちがう」

　友の名めい誉よにかけて、男は断言する。それを聞き届けた瞬しゆん間かん、青年の肩かたがひときわ強く震ふるえ、

「…………分かって、いました……」

　二年越ごしの言葉が、その口から紡つむがれる。頰ほおを伝って落ちる涙なみだのしずくと共に。

「……愛されていたことも、守られていたことも。幼少の日々を思い返す都度、疑いようのない実感として。いまなら分かる──あの三か月、僕ぼくの世界に全すべては満ちていたのだと。

　だからこそ、僕は守りたかった。残された大切なものを欠けさせないまま、未来に時を繫つなごうとして……それさえも出来なかった。無力の内に母を喪うしない、力及およばず彼女を喪った……」

　自分自身を根こそぎ否ひ定ていして有り余る無力感、もはや指ひとつ動かせなくなるほどの喪そう失しつ感かん。青年を蝕むしばむそれらを我が身に重ねつつ、炎えん髪ぱつの将は静かに問いを投げる。

「ひとつ聞かせて欲しい。娘は──ヤトリシノは最期、君に何を望んだ？」

　訊きかれた刹せつ那な、青年の中に多くの言葉が浮うき上がり──問いへの答えとなったのは、その中でただひとつ。

「……国を守らなくてもいい。シャミーユというひとりの少女を、何としても守れ、と」

「──そう言い残したのか。あの娘が」

　瞠どう目もくするソルヴェナレス。その意味の大きさを、彼は同じイグセムとして理解する。

「……護国の剣たるイグセムの末まつ裔えいが、その死の際に、国の今後を憂うれえる以外の言葉を口にした、か。

　ならば、その事実こそ──君の存在が、娘の人間性を救い続けてきたことを物語る」

　男は確信する。──この青年は何ひとつ悔くやむべきではない。炎髪の少女を守れなかったことも、若くして逝いかせてしまったことも、それらは全て父親の責務を果たさなかった自分の罪。全ての咎とがはソルヴェナレス・イグセムただひとりが課されるべきもの。

　だから、青年が抱くべきはただ、その手で成し遂とげた偉い業ぎように対する誇ほこりのみ。

「私はどこまでも不ふ甲が斐いない父親だ。血の繫がりの他に肉親を称する術すべはひとつとしてなく、この期に及およんで何を述べる資格もない。……しかし、それを承しよう知ちでなお、己おのが厚顔を羞はじること限りなくとも、今は心から礼を言う。

　有あり難がとう、イクタ・ソローク。──君のお蔭かげで、ヤトリシノの心は喪うしなわれなかったのだ」

　そう告げて、炎髪の少女の父親は深く、深く頭を下げた。そしてイクタは沈ちん黙もくした。自らに向けられた言葉が、その意味が、胸むねの奥おく深ふかくまで染み透とおっていくまでの間。

　静せい寂じやくのうちに過ぎる数分。それだけの間を置いて、ソルヴェナレスは再び問いを投げる。

「──君は、何を望む」

「…………」

「現政権の発足より、イグセムはその宿業であった護国の任を解かれている。国の行く末は新しん帝てい陛へい下かとレミオン派に委ゆだねられ、その選せん択たくについて、私はもはや関わることが許されない。

　この身はもはや残ざん骸がいも同然。後は只ただ々ただ、二刀と共に朽くち果てるのみとの存念だったが」

　男の足が一歩進み出る。彼の中に残された最後の意志が、朽ちかけた全身を突つき動かす。

「だが──聞かせてくれ。最後まで喪うしなわれなかった娘の想おもいが、今なお君の中に在るのならば」

　膝ひざを折って青年の前にひざまずく。──一度は息子に迎むかえようとした相手。一度は命を奪うばおうとした相手。親友の遺のこした一ひと粒つぶ種だねにして、今は亡き娘の魂たましいの片割れ。彼の人生の助けとなるべき理由は無数にある。そして──いかなる大義も、もはやそれを阻はばまない。

「その望みの成じよう就じゆを以もつて、我も又また、この生しよう涯がいに終しゆう止し符ふを打たんと欲ほつする物也なり」

　どうしようもなく手て遅おくれだと知りながら、ソルヴェナレスは求める。今この瞬しゆん間かんより息絶えるまで、二度と揺ゆらぐことなくヤトリシノ・イグセムの父であることを。その片割れたるイクタ・ソロークの力となることを。

　父として、人として、残りの生涯を生きて死ぬ。バダ・サンクレイがそうだったように。

「……喪われ、なかった……」

　男の決意を前に、黒くろ髪かみの青年は思い出す。彼女と交わした今いま際わの会話、そのひとつひとつ。

「…………ヤトリ……」

　炎えん髪ぱつの少女は、感謝を告げたのだ。出会ってくれてありがとう、と、自分にそう伝えたのだ。

　ならばどうして、最後の一瞬まで生き続けた彼女の姿に目を向けないのか。




　──胸むねを張っていいわ、イクタ。




　共に過ごした全すべての時間。全ての出来事。共有した喜びと悲しみ、それら無数の宝石。

　喪われていない。ただのひとかけらとして、自分の中から喪われてなどいないのに。




　──あんたは、約束を果たしたのよ。




　今も鮮あざやかに耳に残る最後の言葉。そこに一片の噓うそもなかったことを、青年は知っている。

「──僕ぼくは……そう思って、いいのかな」

　果たされていた、と。彼女の手を引いて、幸せの方向に導く──かつて母と交わしたその約束は、あの瞬間に果たされていたのだと。自分と出会い、過ごした日々が、ヤトリシノ・イグセムの人生に光をもたらしたのだと。

　疑えるはずがない。今際の時間を費やして、そうなのだと彼女は伝えてくれた。なのに──その答えを受け入れられなかったのは、他でもない彼自身だった。

　……もっと多くの時間を、彼女と共に過ごしたかったから。

　……遥はるか未来まで続く道のりを、彼女と一いつ緒しよに歩いて行きたかったから。

　それは永遠に尽つきない悔かい恨こんで。彼がついに辿たどり着けなかった眩まばゆい夢の形で。

　でも、喪うしなわれなかったものがここにある。彼女が彼女として遺のこした想おもいがここにある。

　彼が何よりも守りたかったもの。ヤトリシノの心は、確かに生きてここに在る。

　だから、もう──死んだふりはやめて、歩き出さなければ。

「……参さん謀ぼう長ちよう」

　心が決まると同時に、青年は口を開いた。

「杖つえを、いただけますか」

「……っ！　応とも！」

　呼ばれたシバ大たい将しようが顔を輝かがやかせて駆かけ寄ってくる。その手から杖を受け取って床ゆかに突つき、イクタはよろめきながら身を起こす。未いまだ残る矢傷の痛み、萎なえた両脚あし──どちらもねじ伏ふせて立ち上がった。

「彼女は──シャミーユはいま、どこに？」

「女じよ帝てい陛へい下かなら、北の大山脈。おそらく戦争の真まっ最さい中ちゆうだ」

　嬉き々きとして告げる参謀長。それは不吉を孕はらんだ報告だったが、だとしてもシバ大将は心が昂たかぶるのを避さけられない。──明けない夜はないと、かつて黒くろ髪かみの青年に教えられた希望を胸むねに今日まで過ごした。そして今、三度目の夜明けを目にしようとしている。

「なるほど、状じよう況きようは理解しました。──騎き兵へいを用意出来ますか。最低でも中隊、叶かなうなら大隊。速あ度しを優先した精せい鋭えい揃ぞろいの部隊を」

「兵はすぐにでも手配しよう。その足で前線働きは辛つらいが、現場指し揮き官かんはどうする？」

「これ以上ない人物が目の前にいます」

　炎えん髪ぱつの将を見つめて、イクタは躊躇ためらわず言ってのけた。求めに即そく応おうして立ち上がるソルヴェナレス。その姿を横目に、青年は腰こし元もとのマンゴーシュに手を添そえる。

「すまないヤトリ、ようやく目が覚めた。……我ながらとんだ寝ね坊ぼうだ。騎き士し団だんのみんなには後で謝り倒たおさないと」

　独ひとり言ごちながら、腰こしのポーチを開けてクスの頭を撫なでる青年。この二年も変わらず彼の傍そばにあったパートナーの光ひかり精せい霊れいは、「おかえりなさい、イクタ」と口にして柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　ふたりの大だい将しよう帥すいに肩かたを借りながら、イクタは部屋を出ていく。最後に一度、バダが遺した家族の肖しよう像ぞうを振ふり返り、目に焼き付けてから再び前を向いた。そうしてまぶたを閉じれば──父が守ろうとした光景の先に、いま守るべきものが自然と目に浮うかぶ。

「シャミーユ、いま迎むかえに行く。だからどうか、無事で──！」





〈了〉












あとがき




　おかしい。子供の頃ころの人生設計だと、そろそろＣＩＡで超Ａ級エージェントとして大だい活かつ躍やくしまくりのはずなんだが……。こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。あの頃の人生設計は他にも百七個くらいあった気がしますが、きっとその分だけ平行世界の私が頑がん張ばっているのでしょう。

　ＣＩＡに限らずスパイという生き方は特とく殊しゆですよね。立場も名前も仮のもの、顔や性格さえ偽いつわって任地に潜せん入にゆうし、時には偽ぎ装そうのために家族まで設もうける──実態との差はともかく、イメージはそんな感じです。多くの子供が一度は憧あこがれる職業でありつつも、本気で目指し始めるとすごく大変そう。適てき性せいはどうやって測るのか、給与はどういう形で支払われるのか、福利厚生はどうなっているのか……興味が尽つきません。

　あんまり掘ほり下げると深夜に誰だれかが訪れそうな話題はこの辺にして、いち作家をやっている自分にしぶしぶ視線を戻もどしましょう。……ああ、ひょっとしたら別世界線で活躍中のスパイ宇野も、「おかしい。子供の頃の人生設計だと……」と作家になった自分を思い描いて首を傾かしげているのかもしれません。隣の芝生はいつだって青いものです。




　ここからは、九巻の執しつ筆ぴつに当たってお世話になった方々にご挨あい拶さつを。

　イラストレーターの竜りゆう徹てつ先生。今回も入にゆう魂こんのイラストをありがとうございます！　お仕事の速さ的確さ、いつも見習わなければと思っております！

　コミック版作者の川かわ上かみ先生。連れん載さい開始から今日まで、電でん撃げきマオウを読むたびに活力をいただいております！

　担当編集の黒くろ崎さきさん。今年も初しよっ端ぱなから迷めい惑わくを掛かけ倒だおしですみません……。いつかあとがきでただ一言、「今回は迷惑をかけなかった」と書いてみたい……！

　アニメ化発表の時にお祝いしてくださった沢たく山さんの方々。おかげさまで喜びが何千倍にもなりました！

　そして何より、この本を手に取ってくださったあなたに、作家宇野＆スパイ宇野から次元を超こえた最大の感謝を！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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